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　ガクサイジャック。



　黄こ金がね橋ばし学園二年ウサギさん組所属――春はる田たリク。

　今年の黄金橋学園文化祭にて彼が引き起こした事件を、皆はこう呼んだ。

　開催直後の爆竹投下に始まり、数々の狼ろう藉ぜきをはたらいた彼の目的はただひとつ、『学祭を荒らす不良を退治する』ということだった。

　生徒たちは最初こそ眉まゆをひそめたものの、その目的が知れわたるにつれ、そしてみごと果たしてのけたことが知れるにつれ、少しずつ理解を示す者が現れ、いまでは称賛する者さえ出るまでになった。

　ある者は酔狂者めと言い、ある者はヒザを叩たたいて笑いこけた。

　ある者はくだらないと言い、ある者は呆ほうけたように口を開いた。

　賛さん否ぴの乱れ飛ぶ中で、しかし彼らの意見をまとめてしまえば賛も否もただ一言で表せる。

「よくやるよ」と。

　ことが終わってしまえば、すべては過去の記憶の中に埋もれていく。

　笑いも、憤りも、何もかも。

　――――。



　終わっていれば、の話だが。



　誰だれもがそう思っている。

　ガクサイジャックは終わったのだと。

　だが、忘れてはいないだろうか。

　学園祭はふたつあるということを。

　文化祭。

　体育祭。

　学園祭は、ふたつでひとつ。

　そして春田リクが公言したのは、文化祭ジャックではない。

　つまりは――――



　　　＊＊＊



　文化祭の五日後、夏真っ盛りの７月17日。

　じんわじんわとセミの鳴く放課後に、一本の校内放送が流れた。

　チャイムも鳴らさず、名も明かさず『一応言っとくわ』とだけ軽々しく前置きし、その声の主はたった一言、こう告げた。



『あさって、体育祭ジャックするかんね～』



　ブツッと放送が切れた、きっかり２秒後。

　激震が走った。

　いっせいに、学校中に、たしかに。

　名すら明かさなかったその声の主を、いまや知らぬ者などいなかった。



　セミの合唱が天に駆け上がる。

　太陽の圧力が大地を沸騰させる。

　風が吹いて緑を揺らし、雑然とした葉擦れのメロディをかき鳴らす。

　教室の窓から打ち寄せる夏は、むっとするほどに濃く、強く、激しい。

　まだだ。

　まだ。



    

  
    
      　ジャックの夏は、まだ終わらない。



    

  
    
      
第一章　体育祭・午前の部





　犯行声明から二日――７月19日、体育祭当日。



　晴れ渡った空。

　張り巡らされた万国旗。

　ざわめく生徒たちの群れ。

　教職員テントのてっぺんのスピーカーから、入場行進曲が大音量で流れ出す。

　幸い天候にも恵まれ、つつがなく体育祭を開催することになった黄こ金がね橋ばし学園第一グラウンドでは、いままさにオープニングの行進が始まろうとしていた。

　入場口に置かれた二本のポールの間から、紅白のハチマキを締めた生徒たちが並んで入場してくる。手を振り足を振り胸を張り、堂々と前を向いて行進してくる。

　赤の集団と白の集団は並んでトラックを回り、やがてトラック内に入って朝礼台の前に整列した。

　足並みを揃そろえながらも、皆の脳裏には同じことが浮かんでいるはずだ。

　まだかまだか。ガクサイジャックはまだか。

　文化祭は色々とあったが、なんだかんだで盛り上がったことは間違いない。誰だれもが期待しているのだ。彼に。

　今度は何をやらかしてくれるのだろう。何をして自分たちを楽しませてくれるのだろう。

「なあ、リクの仕掛け、あれかな？」

　ひとりがそっと、ある方向を指した。グラウンドの一角をデカデカと占領するあの舞台セットのようなもの。シートがかかっていて、全長１００ｍもあるそれは、何日も前から生徒の関心を引いていた。

「違うだろ。あれはほら、障害物」

「あー、そっか」

　ホイッスルに合わせて足踏みがストップする。

　美しいほどに決まった整列を眺め回して、放送係の生徒は次のプログラムを読み上げる。

『――校長先生、抜刀』

　一拍ののち、教職員テントから立ち上がった影があった。

　黄こ金がね橋ばし学園のドン、佐さ々さ原はら校長である。

　総白髪のオールバックにこちらも真っ白な髭ひげを豊かに蓄え、深いまなざしで周囲を見渡すその姿。まさにドンと呼ぶにふさわしい貫かん禄ろくだ。

　がしかし、その服装というのが、いささか体育祭にそぐわないものだった。

　金属プレートつきの額当てをきりりと締め、浅あさ葱ぎ色の羽織の袖そでには白いダンダラ、下は濃紺の袴はかま。腰には自慢の大太刀“〝三み千ち綱つな”〟を下げたその勇猛なる出いで立たち。

　新しん撰せん組ぐみである。どう見ても。

「拙せつ者しやこれより池田屋にカチ込みに行くのでござる」とでも言わんばかりの、それはそれは勇ましいお姿だった。

　そう、彼は、新撰組大好きっ子さん。

　座右の書は壬み生ぶ義士伝。大きくなったら吉よし村むら貫かん一いち郎ろうになると言ってはばからない、御おん歳とし65歳のツワモノである。

「ふううう…………」

　低く息を吐き、そしてまた吸い、止める。

　静から動に転ずる瞬間――瞳ひとみがカッと見開かれた。

　腰に佩はいた自慢の大太刀“〝三み千ち綱つな”〟をギラリと抜き放ち、

「キエエエエエエエエイイイッッ！」

　気合一喝、大太刀を振りかぶって朝礼台を飛び降り、テントの裏で掲揚を待つ日の丸に向けて猛牛のごとく突進していき――途中で取り押さえられた。

「先生！　校長先生！　今度こそクビになりたいんですか！」

「ふん！　大差ないわい！　どうせワシ、今年で定年じゃもん！」

「斬きるならせめて、学園旗の方にしてください！　国旗を斬るのは色々と間違ってます！」

　前年度、周囲の反対を押し切って日の丸をばっさり斬きり捨て、あろうことかその代わりに新しん撰せん組ぐみの隊旗『誠』を傲ごう然ぜんと掲げ、どこぞの親御さんに国にタレ込まれてあやうくクビが吹っ飛びそうになったのは記憶に新しい。

　結局、大太刀を取り上げられ、身ぐるみ引っぺがされ、強制的にポロシャツとジャージに着替えさせられた校長は、せめてもの情けと残してもらったハチマキを締め直しながら再び朝礼台に立つことになった。

『――校長先生のお言葉』

　あー、と耳をほじる校長。その一発目のセリフがよりにもよって、

「なんかぁ、ワシもうテンションとかダダ下がりなんですけどー」

　…………。

　スネてらっしゃる。

　あまつさえ、ギャルと化してらっしゃる。

「ただでさえ校長の仕事とかぁ、ハンコ押したり適当に頷うなずいたり草刈ったりするぐらいでぇ、ぜんぜん楽しくなくてぇ、だからせめて今日ぐらいはぁ、なんか楽しいことやらせてもらおうと思ってぇ、なのにぃ」

　ひたすらふてくされる校長。

　せっかくの体育祭だというのにぶつぶつと不満を垂れ流して、いったいいつ終わるのかと皆が思っていた矢先――

　そっと彼のそばに歩み寄った小さな姿があった。

「おひょっ！」

　校長の声が反り返った。

「ちいたん!?　どうしたの!?」

　花畑のような笑顔を振りまく、その少女の名は白しろ崎さきチカ。黄こ金がね橋ばし学園初等部五年ペガサスさん組に所属する、学園のトップアイドルである。

　ちんまりとかわいらしい体たい躯く。流れるようなさらさらの髪に、キラキラと宝石みたいに輝く大きな瞳ひとみ。さくらんぼのように淡く色づいた唇から流れる声は天国の調べ。

　ファンクラブの会員数は現在ちょうど３５０人を突破し、いまなおぶっちぎりの独走を続けている。

　そんなお姫様は校長にしかと狙ねらいを定め、とっておきの笑顔を炸さく裂れつさせた。

「ちい、かっこよく演説してるパパが見たいなっ☆」

　パパ。

　ちなみに、血はつながっていない。

　となると、もうソッチのパパしか思いつかないが、それで正解である。

　パトロンと書いてパパと読む。早い話が金づるである。お財布である。

　一年前、そのかわいさでもって校長を籠ろう絡らくせしめ、いまや彼の寵ちよう愛あいを一身に受ける彼女は、ただいま花の10歳。将来が本当に末恐ろしいガキだった。

　そしてその笑顔をまともに食らってしまった校長は俄が然ぜん張り切り、いまさらのように胸を張ってウオッホンと空から咳せきをしてみせた。

「えぇ、本日は幸い天気にも恵まれまして……」

　うってかわって威厳のある声。とたんにざわめき出す生徒たち。校長っぽい！　ほんとだ、校長っぽい！　校長って、校長だったんだ！　あちこちで交わされる囁ささやき。ふだんの勤務態度がよくわかりますね。

　ちなみにこの体育祭、中高のやつで、初等部はまた別にあるのだが、「なんでちいたんがいるの？」とは誰だれも尋ねない。尋ねたとして「ちいたんだから」と返されておしまいである。彼女はつまりそういう存在だった。

　話は天気から季節の話に変わり、次に「健全な精神は健全な肉体に～」という内容に変わり、最後に「――それで、ええ、先日流れた校内放送についてですがね」

　場が静まりかえった。

『先日の校内放送』と聞いて、あのことを思い出さない生徒はいなかった。

「なんでも高等部の生徒が、当校の文化祭をジャックするだなどというバカげたことをしでかしたようで――」

　ちなみに校長は当時、出張により不在だった。

「――それだけでは飽きたらず、今日の体育祭までジャックをするという」

　重々しい声には、あからさまな非難の響きが含まれていた。腐っても鯛たいというやつで、顔も声もダンディな校長は、ちゃんとマジメにしていれば立派に迫力があるのだ。

「させませんよ。そんな馬ば鹿かげたことはさせない。高等部二年の春はる田たリクくん。ここにいますか。いたら前に出てきて、皆の前で謝りなさい。余計な迷惑をかけて申し訳ありませんでした。今後こういうことは一切いたしませんと」

　動く生徒は、いない。

　身じろぎさえもはばかられる緊張がグラウンドを取り巻いて、しかしそれでもリクが出てくる気配はなかった。

「ふむ、そうですか、そういうつもりなら――」

　そのときだった。

「――せんせー！」

　赤組の集団の中から、ひとりの生徒が手を挙げていた。

「リク、今日来てないっす！」

　生徒がざわっと波打ったが、校長は特に慌てたふうもなかった。

「うむそうですか。文化祭でもそうだったようだね。最初は姿を現さず、突然襲撃する。となるとどこかに身を潜めていることになるが、そろそろ……」

　と、そこで高等部校舎のあちこちの窓が開いて、先生方が顔を見せた。

「放送室、いません！」

「音楽室、いません！」

「化学準備室、いません！」

　続々と舞い込んでくる報しらせ。いません。いません。いくら聞いてもそればかりで、ついに校長の眉まゆ根ねにシワが寄ったとき、

「高等部屋上、いません！　――――が、」

「が？」

「色々仕込んでいたとおぼしき跡がありますー！　垂れ幕、スピーカー、たすき、他にも色々ー！」

「本人は」

「いませんー！　それどころか、ちゃんと設置も終わってないみたいな……途中で準備を放ほうり出だしたような様子ですー！」

「…………ふうむ？」

　校長はいぶかしげにフサフサのあごを撫なでた。

「何を企たくらんでいる……？」

「あ、あと」

「なんです」

「成なり田た先生がまだ来てないようなんですが……」

「……なんと」

　英語教師成田香かおる子こ35歳は“〝学祭実行委員”〟なのである。実行委員であるからには当日這はいずってでも来なければならないはずである。なのに。



    

  
    
      



    

  
    
      「…………給料減らす」

　校長の呟つぶやきに、後ろの先生方がいっせいに身を竦すくませた。



　　　＊＊＊



　結局――

　本人が見つからないとどうしようもないということで、ともかくも体育祭はいつも通りに開催される運びとなった。

　国旗は無事掲揚され、生徒代表の宣誓もつつがなく終わり、ラジオ体操で体をほぐして、さっそく最初の種目１００メートル走に突入する。



　パァン！

　ピストル音に導かれて、最初の１００メートル走者がいっせいにスタートを切る。

　夏の空。

　乱れ飛ぶ声援。

　大地を蹴ける足の、その力強い律動。

『クシコスポスト』のＢＧＭに乗って、みな走る走る走る。

　生徒たちの目は早くもランナーに釘くぎ付づけ、跳んだり跳ねたり手をメガホンにしたりして、テントの中から威勢のいい声援を送っている。皆のテンションは順調に上がってきているようだったが、しかしどうもいまひとつ物足りないような気がするのは、やはりリクの不在が影響していた。

　ジャック、まだかよ。

　茹ゆだるような熱気に紛れてほんの少し漂う気配。それは期待の色。

　いまのままでも十分楽しいのだけれど、ここにリクを放ほうり込こんだらもっと面白いことになるだろうな、というウズウズ感が、彼らの肩の上でのたくっていた。

　そんな中――

　高等部二年ウサギさん組丸まる鍋なべねこは、ちょっと違う思いで彼らの背中を眺めていた。

　赤いハチマキをきちんと締めて、周りと同じ学校指定の体操服。周りと同じように自分のところの走者を応援するべきなのだろうが、いまいち乗り切れないのは、ずっとリクのことが頭に引っかかっているからだ。

　屋上で発見されたイタズラの痕こん跡せきは、まるで途中から放ほうり出だしたようだったと先生は言っていた。

「…………」

　もしあれがリクの仕業なのだとしたら、そんな、途中で放り出すようなマネはしないはずなのだ。そういう仕掛けとも考えられるが、いまのところ別に何につながってるわけでもないことを思うと、何かのトラブルに巻き込まれたと考えた方が自然ではなかろうか。

　あれだけ世話を焼いてくれた相手だ。許されるなら探しに行ってみたかったが、当てはないし、それに次の種目に出場するのでそろそろ並ばないといけない。

　テントを出て入場口に行く。

　途中で、チカとひょうがいた。

　何やら大人の人と喋しやべっている。どちらかのお父さんだろうか。

　と、チカがこちらに気づいた。

「ねっこっちゃ～ん」

　ふよふよ手を振って寄ってきたチカは、相変わらずお人形さんみたいに可愛かわいかった。

　寄ってきて、ねこを見上げるなりチカはこう言った。

「なに？　やっぱり心配？」

　驚いた。

　誰だれとも何とも言っていないが、言葉の示すところは明らかだ。

　この表情に乏しい自分のどこからそんな気配が出ていたのだろう。その通りなのだけど、完全に不意を突かれてしまった。

　ちょっとだけ迷ってからこくりと頷うなずくと、チカはあははと笑って、

「ひょうもね、さっきからリクリクうるさくってさあ」

「え、だって、だって……だって……リク……いないし……」

　くっついてきたひょうはなんだかしょぼくれていた。人差し指の先をつんつんして、視線は下ナナメ45度、ご自慢のツインテールもどことなくへなっている。ヒグマを倒したあの勇姿はどこにいったのだろう。いまならプードルとケンカしても負けそうだ。

「ちいもね、あ、別に心配はしてないんだけど、なんか釈然としなくてあちこち聞いて回ってたんだ。予告までしちゃったのを途中で放ほうり出だすとかさ、ありえないもんリクだったら。いまリクのお父さんに聞いてたんだけど、やっぱり知らないってさ」

「お父さん……」

　するとあれはチカのお父さんじゃなかったのか。

　リクのお父さんだったのだ。

　そういう目で見てみると、なるほどなるほど。白Ｔシャツに年季の入ったジーンズというラフな格好で、髪は短め。顔はどっちかというとごついけど、キョロキョロ子供みたいにあちこち見回しているあたりはたしかに同じ血が流れているようだ。

　チカは、それでね、と前置きして、

「ひとつ、おもしろそーな証言があったんだ」

　指を一本立て、チカは言った。

「けさ、成なり田たせんせーの車がリクんちの近くを走ってたんだって。それも猛スピードで」

　…………。

「……それ、どういう……？」

　ひょっとして、成なり田たがリクを連れ去ったとでも？

「わっかんないけどぉ～、まあ、そういう情報」

　そこで行進の音楽が鳴り出した。

「あっ、入場始まるみたいだよっ。じゃあまたねっ」

　手を振り振り消えていくチカを見送って、ねこは入場口に並んだ。

　ひとつめの出場種目は、借り物競走だ。



　　　＊＊＊





　借り物競走・お題



　・砂20kg（１）

　　　○・五点

　・ニンジン（20）

　　　○・五点

　・ゴボウ（20）

　　　○・五点

　・タマネギ（20）

　　　○・五点

　・ジャガイモ（20）

　　　○・五点

　・カサ（日傘でも可）（１）

　　　一点

　・スプーン（１）

　　　一点

　・ボウリングの球（10）

　　　一点

　・フランスパン（３）

　　　一点

　・カツラ（２）

　　　五点

　・意中の人（５）

　　　一○点

　・文化祭女コンでの天あま原はら昴すばるくんの生写真（１）

　　　一五点

　・ゴルフバッグ一式（１）

　　　三○点

　・キャッツアイ（１）

　　　四○点

　・ジョナサン（１）

　　　五○点

　・クロマグロ（１）

　　　一○○点

　・竜のウロコ（１）

　　　五○○点

　・芭ば蕉しよう扇せん（１）

　　　一○○○点

　・エアーズロック（１）

　　　一○○○○点

　・南極大陸（１）

　　　二○○○○○点

　・黒マテリア（１）

　　　五○○○○○○○○○○○○点



刻限　一ヒト五ゴー○マル○マル





　２００メートルトラックのど真ん中。

　出場者たちのざわめきの中、畳八枚分はあろうかという大きな大きなパネルを前に、赤ハチマキの丸まる鍋なべねこは呆ぼう然ぜんと立ちつくしていた。

　ふつう借り物競争といったら、札を引くまでお題はわからない。ところが黄こ金がね橋ばし学園体育祭の借り物競走のお題は、あらかじめすべて発表されるのだ。ラインナップはこのとおり、簡単に手に入るモノから、がんばれば手に入るモノや、どう考えても手に入らないモノまでバラエティに富んでいる。

　周りの呟つぶやきが漏れ聞こえてくる。

「今年もまた……」「なんだよ南極大陸って」「今年は野菜多いな」「カツラってえげつねえよ……」「ジョナサンって誰だれだ？」「マグロ……いけるか？」「昴すばる、女コン出てたの？」「不可抗力だ！　女子連中に無理矢理……」「ああ……」「あ……あんな姿を世にさらすわけにはいかん……！」

　これらのお題は数を持ってくればくるほど得点になる。

　たとえばニンジン。１本だと〇・五点だが、10本持ってくれば〇・五×10で５点になる。じゃあ無限に持ってくれば無限に得点になるのかというと、違う。

　お題ごとに上限が決められており、カッコの中の数字がそれ。ニンジンだと20本が上限で、全部集めて20×〇・五＝10点。それ以上はいくら持ってきてもノーカウント。

『それでは張り切って借りてきていただきましょう！　借り物競争……スタート！』

　ピストル音が青天に高く鳴り響いた。

　参加者のほとんどはいっせいに雪崩なだれを打ってグラウンドを出、坂を下って校門を抜け、学外へと飛び出していく。

　学外？

　そう。

　たとえばカサなら、誰かが持っているだろう。スプーンも家庭科室にあるに違いない。

　だが、ニンジンやらゴボウやらボウリングの球やらはどこにあるのか。

　当然、学内にはない。

　とすると、彼らの向かう先は――――
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　出場者のほとんどは外に飛び出していったが、グラウンドに残った者もわずかだけいた。

　なぜなら、ここで手っ取り早く手に入るモノもあるからで。

　砂、カサ、スプーンなどがそれに当たるのだが、たとえば労力ばかりかかってたった○・五点の砂には誰も見向きなどしない。もともと何も手に入れられなかった人のための救済措置なのだが、はなからそんな屈辱に甘んじる生徒はいなかった。

「パパぁ、ちい、南極ほしいなっ☆」

　気ままに赤ハチマキなど締め、無む茶ちやにもほどがあるフリで校長を困らせているチカはまあ論外としても、現実的で、なおかつそれなりに高得点のものというと、たとえばカツラ。

　色とりどりのシートが敷かれた保護者見学ゾーンの前では、はやくも一組の親子の対決が行われていた。

「僕もこんなことはやりたくないんだ。けど……父さんならわかってくれるよね」

　父は恐怖に目を剥むき、両手でしがみつくように頭を押さえて後ずさる。

「なんのことだっ？　父さんにはさっぱり、そ、その、わからないぞっ！」

「五点なんだ。しかも二つまでしかカウントされない。一刻を争うんだ」

「失礼なことを言うな！　これは地毛だ！　決してその、か、か、カツラなどではっ、だっ、あっ、こらっ、やめ、あ、あ、ああァ！」

　……一片の慈悲もなくむしり取られる父の威厳。

　そんな崩壊劇を横目に、グラウンドを飛び出していった奴やつらの顔を丹念にチェックしていた人間がいた。

『……確認。禍まが姫ひめが単独行動をしているわ』

　カミラである。

　あっちの世界から丸まる鍋なべねこを追ってやってきた魔女。

　魔女のくせにいまは体操服姿だったりするのだが、表向きの身分はガクセイとやらなのでしょうがない。

　見目美しい金髪をいまは日本人仕様の黒に染め、見た目はもうカンペキ日本人……というには少し無理があって、目鼻立ちのくっきりした造形はやはりヨーロピアンの顔立ち。ハーフで誤ご魔ま化かしてはいるが、それより何よりまず日本語ができないというあたりでもう色々と誤魔化せてない。

　カミラは隣でノーテンキにしている相棒、ハインツに顔を向けた。

『ようやく隙すきを見せたわね。長かったわ』

『一週間しか経たってないけどね』

『長かったのよ、私にとっては。周りは何言ってるかわかんないし、話す相手もハインツしかいないし、昼間はじっと座ってなくちゃいけないし』

『僕は楽しかったよ？』

『あなたはラクでしょうよ。ニポン語話せるんだもの』

『ニポン語じゃなくて、ニ・ホ・ン・ご。はいっ』

『どうでもいいのよそんなことは！　とにかく、もうこないだみたいなことはごめんだわ』

『あはは、あれ散々だったからね～』

　さっさと禍姫を回収して帰るつもりだったのが、いろんな邪魔が入ってボコボコにされて踏んだり蹴けったりな思いをしたのが一週間前。

　負けてなるものかと学生になってこの学園に入り込み（めんどくさい手続きはぜんぶハインツに押しつけた）、待つこと一週間。虎こ視し眈たん々たんと狙ねらっていたチャンスが、ついに巡ってきた。

『追うわよ』

　低く呟つぶやく。この機会を逃してはならない。

　だのにハインツはなぜだか嬉うれしそうにピョンピョン跳びはねて、

『ねえねえ、手、つなぐ？』

　カミラは心底呆あきれたような溜ため息いきをついた。



　カミラ＆ハインツがそっと抜け出したグラウンドでは、ちょうどカツラに続く借り物がゴールするところだった。

　ひとりの女子生徒が、ひとりの男子生徒の手を引いて走っている。

　ふたりとも、どこかぎくしゃくとした走り。

　動きがぎこちないのは体調のせいではない。

　顔が赤いのは暑さのせいだけではない。

　そしてふたりで手を繋つないでゴールイン。これは……来たか……と生なま唾つばを飲み込む観客の期待に応こたえ、その女子はさも恥ずかしそうに顔を赤らめてうつむき、

「い、『意中の人』、です」

　ポソッと呟くやいなや、テント下の観客が一斉に総立ちになった。

　おおおおおおおお――――――――――――――――――――――――！

　彼女の隣では、男子が顔を赤くして目をそらしている。

　口笛があちこちから飛び、からかいはやし立てる声多数。

「はいっ！　白組、10点追加ですっ！」

　今年もこの季節がやってきた。

　黄こ金がね橋ばし学園体育祭、借り物競走お題――――『意中の人』。

“〝好きな人”〟という意味であるが、“〝つきあっている相手”〟ではもちろんダメで、片思いをしている相手にその場で告白してＯＫをもらい、連れてくるというものすごい借り物である。

　他のお題は毎年あれこれ変わるのだが、このお題だけは出現して以来不動の人気を誇っていた。

　お題だからしょうがないよね、一○点もあるものね、チームの勝利のためにしょうがなくやったんだからね、という言い訳のもとに大手を振って告白し、みごと恋心を成就させる人が毎年多数。そこには数々のドラマが生まれ、今年も見渡せばほら、沸き返るテントの中で「俺おれ、あのコ好きだったのに……」と沈んでいる野郎が３、４人。

　悔いるぐらいなら最初から出場して告白すればよかったのだ。たとえそれで玉砕しても、言わずに終わる恋よりは実り多き道になる。

　ゴール付近では、からかわれて照れ笑いを浮かべるふたりの姿。



　　――はい大縄ＯＫ。じゃあ次、借り物競走～。

　　――わ、私……出ます！



　あのとき手を挙げた彼女の勇気を、誰だれが知っていただろうか。

　実った恋に、いまはただ祝福を。

　体育祭は、今年も盛況である。
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　その頃ころ――

　同じく借り物に出場した丸まる鍋なべねこは、学外でリクの姿を探していた。

　お題のことなんてとっくに頭から飛んでいる。ただリクの安否が知りたい。

　とはいえ当てがあるわけではない。ヒントは、白しろ崎さきチカから聞かされた「成なり田た先生の車がリクの家の近くを走っていったらしい」という目撃証言だけ。

　でも、彼女はリクの家さえも知らない。近くにハンバーガーショップ『サラマンド』があると言っていたから、とりあえずそちらに向かっているところだった。

　近道の商店街を抜けていく。

　今日は日曜なので、商店街にはそれなりに人通りがあった。

　と。

「なんだァおめェらァ……」

　八百屋『青虫』の周りを、何やら恐ろしげな雰囲気で取り巻く集団があった。

「オヤジいいいっ！　ゴボウよこせやあああっっ！」「俺おれはタマネギに用がある！」「ジャガイモジャガイモォォォッ！」「ニンジンどこだっ！」

　黄こ金がね橋ばし学園の生徒たちだった。10人。あるいはそれ以上。ハチマキの色はばらばら。

　ゴボウ。タマネギ。ジャガイモ。ニンジン。いずれも『借り物競走』のお題である。得点の大量奪取を目もく論ろんだ輩やからが、ここ『青虫』に集結していた。

　だが、襲撃は一筋縄ではいかなかった。

　店へと踏み込んだ最初のひとりが、大根の一突きを食らって吹っ飛ぶ。驚く間もなく、二番目と三番目の奴やつの顔面に相次いでカボチャとキャベツが命中。昏こん倒とう。

　またたく間に倒れた３人を目の当たりにして、残りの連中がひるんだのがわかった。

　まだまだ。ラグビーボールの要領で投とう擲てきされた大根が４人目の頬ほおをミサイルのようにかすめて飛び、向かいの時計屋の壁に突き立った。

「へいらっしぇえらっしぇえ、とくらァ」

　店の奥から現れたのは、身の丈１９０センチにも及ぼうかという大男。

　八百屋『青虫』の店主、笹ささ川がわ鉄てつ心しん。

　年季の入った紺の前掛けをビッと結んで、敢然と立ちはだかる巨体。昔ラグビーをやっていたというガタイは伊だ達てではない。巨人だ。店の天井にも届こうかというこの巨人が、こんなふだん勉強ばっかりの青ビョータンどもにビビるわけがないのである。

「ここを襲うってこたァ、それなりの覚悟ができてるッてこったなァ？　ええ？　違うけえ若いの！」

　チャキチャキの江戸っ子口調で浴びせられた腹からの怒声に、彼らは震え上がった。ふだんは気っぷのいいオヤジさんなのだが、怒ると鬼のように怖い。自分で買い物をしない襲撃者学生たちは、そんなことは知るはずもなかった。

「はっ！　俺おれの半分も生きてねェガキどもが、ええ？　何をどうしてくれるッてェ？　うちの売り物を、厚かましくも分ぶん捕どっていこうッてかい！」

　パシッと軒先のカボチャを叩たたき、

「おら来やがれっ。欲しけりゃ力ずくで取ってみろッてんだァ！」

　吼ほえる巨人。竦すくむ小人。

　だが、ここまできてしまって手ぶらでは帰れない。彼らはなんとしてもかのゴリアテを倒してお野宝菜を持ち帰らなければならないのだ。臆おく病びようなダビデたちは集結する。数は力となる。数は勇気をもたらす。臆病な心を振りちぎる。

　いっせいに、踏み出す一歩。

「行くぞォォ―――――――――――――――――――――ッッ！」

　鬨ときの声が上がる。

「よっしゃ来いやァ――――――――――――――――――――――――ッッ！」

　巨人が猛たける。

　八百屋大戦が、いま、始まる。
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　最初は何かの冗談かと思っていた。

　禍まが姫ひめを追って、入ったことのない路地に足を踏み入れたカミラは、脇わきの民家の柱にニンジンがブッ刺さっているのを見て、ずいぶん変わった風習があるのだな、と思った。

　違った。

　すぐ鼻先を、今度はどでかいカボチャが凶悪なスピードでぶっ飛んでいき、ものすごい音がして壁にどでかい穴を開けた。

『――――』

　血の気が引いた。

『な、』

　振り向いたその鼻っ面に、赤い何かが迫っていた。

　ベチャアッ！

　トマトだった。

『うっ……ペッ！　ペッ！』

　短い袖そでで顔を拭ぬぐった。

　目の前には、軒先にずらり並んだ野菜を投げまくる集団があった。

　大男　vs　多人数。

　その、大男の投げる野菜が、時折狙ねらいが外れてこちらに飛んでくるのだ。

『ごフゥッ！』

『ハインツッ？』

　気がつけば、ハインツが胴にイモの直撃を食らって悶もん絶ぜつしていた。

『じょ、冗談じゃないわ……』

　目を回しているハインツを引きずって、カミラは命からがらその場を抜け出した。
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　ヒヤヒヤもので商店街を抜け、サラマンドに向かう途中、丸まる鍋なべねこはいくつかの襲撃現場を目撃した。

　ボウリング場『鉄くろがねボウル』の駐車場では、ボウルを両手に装備してドラえもんと化した店員と学生たちとの一騎打ちが。

　パン屋『イースト＆イースト』の前では、並み居る学生どもにジャムのビンを投げつけて怯ひるませ、フランスパンで順々にブン殴っているおばさんの姿が。

　魚屋『鱶ふか鰭ひれ天国』の前では、そもそも原形をとどめたクロマグロがないことを知って、すごすごと引き返す人たちの姿が。

　強者だけが生存を許されるのだと言わんばかりの北斗ワールドを寿命が縮む思いでやっとこさくぐり抜け、ねこはようやくサラマンドの前にたどりついた。

　この街では知らぬ者とてない超有名店だ。オーナーはグランシェフ・エミリー。こないだの文化祭にお目見えして、カジノでさんざん儲もうけていった人だ。

　名物メニューは『食うと炎が吐ける』と噂うわさの“〝激辛サラマンダーバーガー”〟。こいつに挑戦して倒れた輩やからはあとを絶たないと聞く。

　だが、そういった恐ろしげな噂に反して、サラマンドはこぢんまりとした店だった。赤や青や白を多用したアメリカンテイスト溢あふれる外装で、外には木のベンチがひとつ置かれ、入り口の上の看板には、燃えるように真まっ赤かな字で“〝ＳＡＬＡＭＡＮＤ”〟。そして両開きの白いドアには“〝Closed”〟の札。ここの休日は日曜ではなかったはずだが……？

　さて。

　たどり着いたはいいけれど、どうやってリクを探せばいいのだろう。

　……と思っていると、どこからか声がかかった。

「お～いお嬢ちゃん、そこに立ってると危ないよゥ」

　見回すと、ああ、いた。サラマンドの裏口へと続く扉の上から、コックの格好をした背の高い人が顔を出していた。

　グランシェフ・エミリーだった。

　真っ白いコック服。首もとには赤いスカーフのようなものを巻き、頭にはコック帽ではなくアメリカ国旗柄のバンダナキャップを被っている。元来が長身のモデル体形で何を着てもかっこよく見えてしまう彼女は、今日もやっぱりかっこよかった。

　エミリーは首を突き出してねこをじっくり見、

「おや？　なんだい見たことあるね。もしかしてこないだリクと一緒にいたコかい？」

　ねこはこくりと頷うなずく。

「ありゃ、じゃあ何かい？　もうコイツのことは知れ渡っちまってるのかい？」

　どこん、とドアを蹴ける音がした。

「……こいつ？」

「あいや、知らないってんならいいんだよ。ともかくそこをおどき。はねられるよ」

　どこん、どこん。

　…………………………はねられるって、何。

　にわかに不穏な雰囲気がこみ上げて、言われた通り店に避難しようと思った矢先、短パンのポケットからまたアリクイがひょっこり顔を出した。

「……おや？」

　鼻をクンクンと動かして、何か匂においを嗅かいでいると思ったら、次の瞬間、

「こっ！　これはあっ！」

　眠そうだったその目が突如覚かく醒せいでもしたようにギョイーン！　とカッ開ぴらき、アリクイは「とうっ！」と声まで上げてポケットからジャンプした。空中でキラキラ……となんか星くずの残り香みたいな美しい感じの尾を引いて、着地すると同時に前転開始、ころりん、ころりん、ころりん、ベロリ。

　……地面をなめ取った。

「羊よう羹かんんんんんんん！　その花の名は羊羹んんんんんんんんんん！」

　感極まった声でそう叫ぶや、なんか、ダッシュした。

「じ、じいっ」

　慌てて捕まえようとしたが、ちっちゃくてちょこまか動き回るのでなかなか捕まらない。腰をかがめて追いかけっこをやっていると、15メートルばかり進んだところでまたアリクイがおもむろに地面をベロリ。

「羊羹んんんんんん！　天が給たもうた羊羹んんんんんんんんんん！」

　そしてダッシュ。

「じいっ」

　…………聞きやしない。

　もう、まったく。

　でも、こうなったら呼びかけてもムダなのはよく知っていた。

　地面をなめるだとか、ホントはしたないったらない。いやそれ以前に本当に羊羹なのか。羊よう羹かんのカケラか何かが地面に落ちているのか。

　ともかくもアリクイを拾おうと追っていると、何やら地響きがした。

　はっと顔を上げると、アリクイが走っていく方から、10人ばかりの人々が我先にと土煙を上げて爆走してきているのが見えた。

　もう、恥ずかしいくらいの全力疾走。死に物狂いの表情。そして……体操服。

「見えたあっ！　サラマンド――――――――ッ！」

　……サラマンド？

「五○点！　五○点ッッ！」

　どういうこと……？

　ねこの不安を遮ったのは、後方から聞こえたエミリーの大きな笑い声だった。

「ヒッヒッヒィ！　ついにバレちまったかい！」

　ザッ――――と扉の開く音。そして。

「ほうれ行っといで！　ジョナサン！」
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      　それは、雄叫おたけびだった。

　振り向いたねこの視界に映ったものは、薄ピンクの砲弾――――否。

　ブタだ！

　脳裏によぎる稲妻。

　借り物競走のお題『ジョナサン』。

　てっきり人名だと思っていた。その名前をした人を連れてくるのだと。

　違った。

　ジョナサンとは、このブタの名前だったのだ！

　全長２メートルにも達しようかという巨きよ躯く。右目に海賊のような眼帯を巻き、その下には見るも恐ろしい古傷。左目に宿した黒い炎のような殺意で、ねこのみならず追っ手集団さえも震え上がらせ、竦すくみ上がるねこのすぐそばを駆け抜けたジョナサンは――

　すべてを吹き飛ばす勢いで、集団のド真ん中に激突――

　粉砕。

　ビスコの上にハンマーを振り下ろした如ごとく、彼らはちりぢりに吹き飛んだ。ひとりも残さず。

　50点に目がくらんだ報いは、あまりにも重かった。

　当のジョナサンはといえば、まあなんとたくましいことにその程度ではいっこうに止まる気配を見せず、勢いさえゆるめぬまま地平の彼方かなたにすっ飛んでいった。

「…………」

　足音が聞こえなくなるまで見送って、ねこはようやく大きな息を吐いた。

「……すごい…………」

　腰が抜けていた。

　あんなの、誰だれも捕まえられない。八百屋を襲撃した連中もかなりムチャだと思っていたが、そのはるか上を行く難易度だ。

「羊よう羹かんんんんんんん！　黒き幸せ羊羹んんんんんんんんんん！」

　その声で、はっと我に返った。

「じい…………」

　そうだ。そうだった。じいをとっつかまえなければならないのだ。リクを探さなければならないこのときに、もう、じれったい。

　じいの姿が誰にも見られていませんようにと祈りながら、ねこは声のする方角に向けて走った。

　

　　　＊＊＊

　

　どうなっているのだ。

　肩で荒い息をつきながら、カミラは恨みがましい目で先行く禍まが姫ひめの背中を睨ねめ付つけた。

　どうなっているのだ。さっきから追いつこうとするたびに何かしらの妨害が入る。

　さっき見たカボチャぐらいの大きさの球が目の前に降ってきて、地面にヒビを入れた。あやうく足を、いや頭を潰つぶされるところだった。

　何か長いパンのようなものを振り回す女に狙ねらいをつけられ、しこたまぶん殴られた。あの硬さはパンじゃなかった。棍こん棒ぼうだった。

　そしていま――

　夢であってほしい。

　ブタが。

　まるまると太ったブタが、眼前に迫り――

　ハインツもろとも、カミラは空高く跳ね飛ばされた。

　

　　　＊＊＊

　

　そこは薄暗い空間だった。

　壁は黒。ソファも黒。テーブルも黒。何もかも黒一色に塗り潰されたこの空間には窓のひとつとてなく、唯一の灯あかりはといえば、天井で鳳ほう凰ほうのごとく翼を広げる怪しいシャンデリアと、壁に灯ともった同色のランプ。落ち着いたＢＧＭが流れている。

　ときどき行き交う男の人たちは、たまのＴＶドキュメンタリーでしかお目にかかることのできない、一目でそれとわかる夜の人たち。

　彼は、ソファに転がされていた。

　手足をグルグルに縛られて。

　猿ぐつわを嵌はめられて。

　身動きのとれない、いわゆる人質スタイルで。

　その隣で談笑していた彼女が、そっと彼を見下ろして、妖あやしく笑った。

「――ほうらどう？　春はる田たくん。いいところでしょう？」



　　　＊＊＊



　いつの間に、こんなところに。

　散々じいを追っかけ回してふと気づいてみれば、ここは陣じん笠がさ通りではないか。

“〝黄こ金がね橋ばし市の歌か舞ぶ伎き町ちよう”〟とも呼ばれる夜の蝶ちようの街、陣笠通り。

　延々２００メートルに渡って道の両りよう脇わきにそういうお店がひしめき合っている。昼だからまだよかったものの、これが夜だったら……と青ざめるねこの前方約20ｍのところで、

「羊よう羹かんんんんんん！　至高のフルーツ羊羹んんんんんんんんんん！」

　羊羹がフルーツに見えるらしいその声の主は、ちょうどある建物の前で地面を舐なめ取ったところだった。

「もう……じいっ」

　追う。

　と、てっきりさらに奥に向かうのかと思いきや、アリクイはなんと目の前の建物へトコトコ入っていってしまったのである。

「あ…………」

　三階建てのマンションみたいな建物だった。とにかく横幅があって、その端から端まで飲み屋やらキャバクラやらオカマバーやらそっち系のテナントが10軒以上も詰まっている。

　じいが踏み込んでいったのは、地下への階段だった。暗がりの中に、ネオン看板がひとつ、ぼうと灯ともっている。トトトッ……と階段を飛び降りていく音がして、ねこはむう、と口を尖とがらせる。さんざん追っかけさせた末に、よりにもよってこんな怪しいところに。

　怖い。怖いけど、行かなくちゃ。じいを連れ戻さなくちゃ。

　捕まえたらお仕置きしよう。当分羊よう羹かんは抜きの刑にしよう。そうしよう。固く心に誓って、ねこは薄氷を踏むような足取りで階段を下りていったのだった。



　……そして彼女は知らなかった。

　その店がどんな店であるかを。

　女性の憧あこがれ。シンデレラにならんと欲する女性の願望を、体ていよく叶かなえてくれる場所。彼女たちにとっては、まさに地上の楽園。

　楽園は名を『タージ・マハル』といった。



　　　＊＊＊



　噂うわさで聞いたときは面白かったのだ。

　そのときは冗談交じりに「見てみてぇな～」とかヒザを叩たたいて笑っていたものだったが、いやこれが、実際に目の当たりにしてみると、なんというか、実に、なんというか、あれだ。

　げんなりする。

　目の前で繰り広げられている光景に、黄こ金がね橋ばし学園二年ウサギさん組春はる田たリクは、ただどんよりと沈んだ視線を送っていた。

　その光景とは、ひとことで言って『イチャイチャ空間』であった。

「ねぇ流りゆう星せいぃ～……わたしぃ、流星の頭、ナデナデしてみたいなぁ～」

「ダーメ。これセットするのに一時間かかるんだぜ？」

「もう、イジワルぅ……。あっ、じゃ～あ～、代わりに私の頭ナデナデして？」

「あはは。しょうがないなあ香かおる子こは。ほら、こうか？」

「きゃっ、もう流星ったらぁ……」

「ふふっ、なんだよ自分でお願いしといて。じゃあもうやらない」

「やぁん……やめないでぇ……」

　べったべた。べったべた。

　やめろ……やめろ！

　リクの心は血混じりの悲鳴を上げていた。

　こんな拷問がこの世にあるだなんて。身動き取れない状態にされて、別に好きでもない他人のイチャイチャ会話を延々聞かされるだなんて。

　怒りのあまりうっかり超スーパーサイヤ人になってしまいそうな勢いで延々ガンを飛ばしまくっていると、奴やつはようやく気づき、そしてこの視線をどう解釈したのかにんまり笑って、

「ねえ見て見て流りゆう星せいぃ～。この子、私たちに妬やいちゃってるぅ～」

　おいおいおいおいおいおいおいおいおいおいおいおいおいおい！

　誰だれがお前なんかに妬いたりとか羨うらやましかったりとかあああいっそ死んでしまえこのアマあああ！　落ちろ隕いん石せき！　入り込め未知の病原体！　この女だけに！　局所的に！

　せめて手だけでも自由になれば。そうすれば、こんな屈辱に甘んじていることもないのに。全力の往復ビンタをかましてやるのに。しかしこの手、手首だけじゃなくてさらに親指まで縛るという念の入れようで、こんなの忍者でも抜けられない。

「……おい、センセーよ」

　さっきまでしていた猿ぐつわの跡が痛い。

「な～に？」

　ホストの肩を枕まくらにしたまま、微動だにせずに答える彼女。こちらを見もしない態度はなかなか見上げたものだったが、それより何より、

「なんでおれにこんなことすんだよ？」

　――――。

　さて。

　そもそも、なんでリクはこんなところにいるのか。

　話はカンタンで、今朝、家を出た瞬間に拉ら致ちられたのである。

　この女に。

　黄こ金がね橋ばし学園英語教師――――成田香子に。

　家を出て、なんか見覚えのある軽の横を通り過ぎようとした瞬間、いきなりその後部ドアから人影が飛び出してきて、トタテグモみたいな動きで車の中に引きずり込まれたのだ。

　わけもわからぬうちに手を縛られ足を縛られ、クモに捕まった獲物の気分を満喫しながら、ああ、おれどうなっちゃうんだろう、やっぱり牙きば突き立てられて体液とかチューチュー吸われちゃうのかなあ、とぼんやり思っていた。

　誘拐犯がこの女だと気づくまでにそう時間はかからなかったが、縛られている身で脱出は叶かなわず、結局連れてこられたのがここ――ホストクラブ『タージ・マハル』。

　リクにとっては、何もかも未知の世界だった。

　黒を基調としたダークな内装。高そうなソファ。高そうな丸テーブル。灯あかりは天井のシャンデリアと壁で妖あやしく光っているランプだけで、この暗さといい、ホストたちの格好といい、あちこちでしっとり睦むつみ合っている奴やつらといい、なんというかその、リクなんかにはとても馴な染じめそうもない雰囲気である。

　だいたいホストクラブなるものは夜にしかやっていないものだとばかり思っていたのだが、昼でもやってるヒルホスなるものがあるようで……まあ、そのへんの事情は知ったこっちゃない。問題はこいつだ。この女。成なり田た香かおる子こ。

「センセ、おれさあ、体育祭ジャックしなきゃいけねーんだよ。こんなとこでイモムシごっこなんてやってるヒマねーの。だからさ、これ、外してくんね？」

　おとといのジャック宣言（校内放送）を、成田も聞いていたはずだ。拉ら致ちるなら拉致るで違う曜日にやってくれれば何の問題もなかった（むしろ平日なら学校サボれてラッキー）のに、なんでよりにもよってこの日に。

「春はる田たくん」

　ゆっくりとホストの肩から頭を浮かせる成田。

　……なんだ？

　にわかに真剣味を帯びた声。

　さっきのセリフ、よく考えると先生に言うセリフじゃなかったなととっさに後悔したが、成田は別に怒っている様子はなかった。

「こないだの文化祭――」

「うん？」

「あの屋上カジノで、私たち、遭遇したわね」

「……ああ」

　いたいた。先生たちが揃そろいも揃ってディーラー衣装に身を包み、ウサ耳などを装着して待ちかまえていたあのカジノ。

　そこのルーレットで有り金を根こそぎスッてしまい、もう飲んだくれるしかなくなってあげくの果てにひょうに絡んでいた哀かなしき女の背中を、リクはよく憶おぼえている。

「あのときよ。私に向かって春田くんはこう言ったわ。『ホスト遊びより楽しいことなんていっぱいあるって！』……って」

「……言ったっけ？」

　呟つぶやいたとたん、成田の目め尻じりが鬼みたいにつり上がった。

「はあぁあ？　言ったわよ！　なに寝言ぶっこいてんのよ！　刺し殺すわよ！」

「ご、ごめんなさい」

　目がマジだった。

　しかしこれでも一向に思い出さないのだから、リクにとってはよほどなんでもない言葉だったのだろうが……。

　とにかく、と前置きして、成田は続けた。

「春田くん、きみは言ってはならないことを言ったの。いい？　先生がいまからこの世の真理を教えてあげるから、耳かっぽじってよォく聞きなさい」

　雫しずくの滴るマドラーをリクの鼻先に突きつけ、成なり田たはにわかに物々しい顔つきになって、力強く口を開いた。

「ホストクラブより楽しいとこなんて、この宇宙のどこにもありはしないのよ」

　…………。

　リクはポカンと口を開けていた。

　なんだろう。その、すっごい「馬ば鹿かじゃねェの」って言いたいのだが、これ、この空気、とても言えそうなノリではない。反論すると冗談抜きでテーブルとか投げてきそうで、さすがのリクも生き延びるために「は、はあ、なるほど」と口くち下べ手たなサラリーマンみたいな相づちを打つしかなかった。

　成田は陶酔したように続けた。

「ここにくれば私はお姫様になれるの。ムカつく生徒とかムカつく同僚とかムカつく校長とか煩わしい人間関係とかぜんぶ忘れられるのよ。ちやほやされるの。この私が。女盛りなんてとっくに過ぎてる35歳のこの私が。いいでしょ？　イケメンの海に埋没する私。これ、ステキ」

「ああ……そうですか……」やっぱりよくわからない。少なくともリクはイケメンの海に埋没なんてしたくはない。いや、まあ、それはいいとして、「……にしてもさ、別に今日じゃなくてもよくね？」

「何が？」

「ホストクラブなんていつでも来れるじゃん！　わざわざ学祭の日選んで連れてくるとかって、ホント嫌がらせとしか思――」

「はあぁあ？」

　成田はぐるりとこちらを向いて、今度は両手でリクの顔面をがっしと捕獲した。

「おぼ……」

　頭から丸かじりされるかと思った。

　成田は顔をリクの眼前わずか２センチに近づけて、どアップで口を開いた。

「学祭？　ねえよく考えて。今日は流星の誕生日なのよ？　あんた学祭と流星の誕生日とどっちが大事だと思ってんの？　サルでもわかるでしょそんなの！　脳みそ沸いてんじゃないの！」

　今度こそリクは屈しなかった。顔面を両サイドから押し潰つぶされながら、でも、もう言いたいこと言ってやると決めた。

「脳みそ沸いてんのはテメーだァ！　どこの世界に学校行事よりホストの誕生日を優先させる教師がいるんだバーカ！」

「はーいここにいますうー」

「誇らしげに手ぇ挙げてんじゃねえよ！　つーかほどけよコレ！　帰るから！　帰ってジャックするから！」

「ごめんキミ、もうちょっとだけ静かにしてくれないかな。他のお客さんもいるんだ」

「あっ、す、スンマせん」

「ププッ、怒られてやんのこいつ」

「（ふおおおおおムカつくううううう！）……、……！　！」

「流りゆう星せいもっと言ってやって」

「いやいや、静かにしてくれればそれだけでいいんだよ。ありがとうね」

「あ、はい」

「あはん！　流星ったら大人っ♪」

「おっ、グラス空いたね。じゃあ次いっちゃいますか」

「いっちゃういっちゃう！　えっとぉ、じゃあねぇ～……」

　とまあ、こんな感じでリクの顔は投げ捨てられて。

　勝ちか負けかで言ったら、まあ、惨敗である。

　それにしても成なり田た、学校だとヒス起こしてるイメージしかないが、今日のこの姿はどうだ。なんだその蕩とろけきった目め許もとは。なんだそのだらしなくゆるんだ口くち許もとは。お酒でほんのり赤らんだ顔に、体はぐんにゃりべったり軟体動物みたいにホストにしなだれかかっている。だいたい白スーツとかがんばりすぎなんだよあんた。

　流星と呼ばれている彼は、リクのイメージするホストとはちょっと違っていた。ホストというとなんとなくチャラいイメージがあったのだが、彼はそういう人たちとは一線を画していた。服装も髪型もどちらかというとおとなしめで、けれど地味なわけではなくて、落ち着いてるのに華がある。素材勝負、よけいな飾りは要らないって感じ。

「……いやいや、観察してる場合じゃねえ」

　調子こいてジャック予告なんてしてしまったからには、文化祭に続いてなんとしてもジャックを成功させねばならないのである。社会科見学はまたの機会にお願いしたい。

　脱出口は、あるにはあるのだ。

　けれど勝算はとんでもなく低くて、成功するどころか気づいてすらもらえない可能性のほうがよっぽど高い。

　手の中に残った最後の羊羹のカケラを中指で弾はじいて、リクはごろんと頭を横たえた。

　ジャックするとき、何か困ったことがあったらまたあのアリクイに頼ろうと思って、一応保険でカバンのポケットに忍ばせておいた羊よう羹かんの一切れ。成田の車の中で、後ろ手のままなんとかそいつを取り出して、なんとか窓をちょっとだけ開けて、細かくちぎった羊羹のカケラを窓の外に弾いていた。

　もしあのアリクイが見つけてくれたら……。

　……淡い期待だ。

　と、そのとき流星が席を立った。

「ええ～流星もう行っちゃうの～？」と成田の鼻にかかった声。

　ゴメンね、すぐ戻ってくるから。とか言って……おい、そこでなぜ指切りをする？

　流りゆう星せいが去ると、それまでニコニコしていた成なり田たの顔が見る間に不機嫌になっていった。

「あ～、つまんな～い」

　下唇を突き出す成田。いやつまんないのはお前の勝手だが、頼むからマドラーで無抵抗のおれの頬ほおをつっつくのはやめてくれ。

「なんであいつ行っちゃったの？」

「はあ？　あいつって何？　私の流星をなにあいつ呼ばわりしてんの？　ナメた口きいてると鼻からマドラー突っ込んで脳みそクチャクチャかき回すわよ？」

　……怖こえぇ……。

「ええと、なんで流星さんは行っちゃったんですか？」

　言い直してみた。

「忙しいのよ。なんてったって人気だから！　私の選んだ流星は人気者だから！」

　ふんぞり返る成田。

「――香かおる子こちゃん？　初めましてオレ潤じゆんでーす」

　すぐに違うホストが席についたが、軽～いノリの彼はどうも成田のお気に召さなかったようで、成田は彼を完全にうっちゃってリク相手に職場での愚痴を垂れ流し始めた。

　愚痴はあのフェロモン教師竹たけ村むら雪ゆきのことばっかりだった。あの乳ちち女おんなが。あの金星人が。中年の嫉しつ妬とは生々しくてかなり笑えない。

　そしてどうも愚痴というものはいい肴さかなになるようで、気ままにグラスを空けていくうちにくだを巻く成田の呂ろ律れつがどんどん怪しくなっていって、そのうち「うっぷ、ちょっとオシッコ」と呟つぶやいてヨタヨタの千鳥足で奥のトイレに消えていった。あれ絶対オシッコじゃなくてゲロ吐きにいったんだと思う。

　でも、これはチャンス。成田がいないうちに。

「あのーすんません。これほどいてもらえないッスか？」

　席についてたホストにお願いしてみた。

「あーゴメン！」スマンスマンのポーズ。「ほどくなって言われてんだよね～」

「誘拐ッスよこれ！」

「んーでも終わったらちゃんと帰すつもりらしーよ？」

「それじゃ遅いんす！　今日、体育祭なんすよ！　おれ行かなきゃなんねーんすよ！」

「うわ体育祭！　懐なつィ響き！　やったやったオレもやったわ～。走るのとか速かったもんあんとき」

　やべえ聞いてねえ。あーどうしよう！　早く！　早くなんとかしないと！

　ぬらり、と。

　そのとき、手に何か湿ったものが触れた。

「ぅひっ」

　気味悪さでとっさに体をねじり、ついでに首もねじって、縛られている手を見やる。

「おお！」

　なんとなんと、そこにあったのは、半ば諦あきらめかけていたまさかの希望の星。

　長い舌を伸ばして手にむしゃぶりついている物体Ｘの姿。

　嬉うれしいので、このさい気持ちの悪さはガマンしてやる。

　物体Ｘはべろんべろんとリクの左手をひとしきりなめ回したあと、天に向かって祝砲を打ち上げる勢いで――――

「羊よう羹かんんんんんん！　大地の福音羊羹んんんんんんんんんん！」



　　　＊＊＊



　羊羹んんんんん！

　の叫びが聞こえたとき、ああ、ついにやってしまったと丸まる鍋なべねこは思った。

　心配していたことがついに起こってしまった。

　もうぐずぐず迷ってはいられない。

　意を決して階段を下りきり、その奥へと続く扉を押し開ける。

　飛び込んだ場所は、まるでいまから悪魔召喚の儀式でも始めるような怪しい空間だった。

　広い。暗い。怖い。魔法陣こそないものの、真っ昼間からこんな暗いところに人が集まっているあたりでもう怪しさしか感じない。

「なにあれ……あっ、失礼しましたいらっしゃいませ……って、体操服!?」

　話しかけてきたキメキメの男が、それだけでなんだか異様に恐ろしげな人物に見えて、そうなるともうねこは縮こまるしかない。早く出たい。それだけだった。

　暗がりのあちこちに人影があり、それらの視線がある一点に向けられているのに気づいて、ねこはおそるおそるひとつの視線の先を追ってみる。

　コの字型のソファのひとつになぜだかグルグル巻きの人間が転がされていて（やっぱり悪魔召喚の生いけ贄にえなのだとねこは思った）、ああ、いた。その腰の上。ちびアリクイが。

　踏み出す一歩。もう一刻の猶予もならない。泡を食ってとっつかまえようとして、

「――っ」

　唐突に気づく。

　足が止まった。息も止まった。それはあまりに不意打ちすぎた。

　なぜ。

　なぜ……こんなところに。

　このグルグル巻きの生贄こそが、まさにねこの探し求めていた人物。

　文化祭に続いて体育祭のジャックをも目もく論ろみ、皆の期待を煽あおるだけ煽っといて、そのくせ今朝から行方ゆくえ知れずの――春はる田たリク、なのだった。

「あ……」

　口ごもって言いよどむ彼女に、リクも気づく。

「おおお！」

「うわ体操服！　誰だれこのコ？　かぁいいじゃん」

　横でタバコを吸っていた男の人が身を乗り出してきた。

「まぁとりあえず座んなよぉ。ほらほら。もうかぁいいからコレあげちゃう」

　固まるねこに、自分のしていたネックレスをかけてくる男。もうちょっと初対面の距離感というものがあるだろうに、こんなに馴なれ馴なれしくされてもねこは縮こまるばかりだ。

　リクは寝っ転がったまま背筋だけでエビぞって、

「頼む助けてくれ！　この通り！」

　顔をソファに埋めて、土ど下げ寝ね。

「ぎゃっ」ちなみにいまのは振り落とされて床に落ちたじいの声。

　ねこはみるみる混乱した。こんな異空間に迷い込んでしまって、リクはいるし状況はわからないし、ああ、うう、うう。

「これほどいて！」

　あごを何度も後ろに振り向けるリク。

　あうあう。その縄をほどくといいのかしら。あうあう。

　まだ混乱したまま、言われるがままに縄に手をかけたが、結び目がとにかく固くてびくともしない。

「じいっ」

　とっさに呼びかけたちびアリクイは、ねことは正反対に落ち着き払って、床から立ち上がってシルクハットの位置を直していた。グルグル巻きのリクをちらと見て、聞こえよがしに鼻を鳴らし――「ふん。小こ童わつぱのことなど知ったことではありませぬ」

「…………」

　もう怒った。

　無言でじいの頬ほおをつまんだ。両手で。

「ひっ姫様なにをっ」

　左右に引っ張る。思いっきり。

「いふぁっいたつ！　いふぁいいふぁいいふぁいいたいいたいいたい！」

　ぐいん。

「いああ！　ひへははいふぁいひめさまいたい！」

　ぐいんむ。

「はへへやめて！　はへへふははへひへははやめてくだされひめさま！」

「助ける？」

「ふは？」

「助けてくれる？」

「は……はひ！　ほひほんもちろん！　はふへはふほほたすけますとも！」

　手を放すと、ばちん、と頬が元に戻って、そこでまたじいはひとしきり悶もだえた。

　やっとこさじいが復活したときには、珍しい体操服姿のねこを店じゅうの人間が見つめていた。

「じ、じい、はやく」

「――姫様は」

　じいはテーブルの上によじ登って、リクの方に向き直った。

「変わられましたな」

「……文句？」

「いえ――。

　お節介とは思えど、私はいささか心配しておりましたのです。その身に宿された秘術。心揺らすのを恐れ、人との関かかわり合いを姫様は避けてこられた。話し相手のいない日々のつらさはこの私もよく存じています。それが私めには心苦しくありました」

「じいの……せいじゃないの」

「無礼を承知で申し上げます。こちらに逃げ延びて以来、姫様が余人のために行動なさったのは、今回が初めてでございます」

「…………そう、かも」

　徹底して人との付き合いを避けてきた。学校にも行くけれど、買い物もするけれど、最低限の会話以外はしなかった。話をすると親しくなる。情が移る。そこにつけ込まれる。そうやってあちらでは何度も何度も魔法を発動させられた。だから。

「それは……いけないこと？」

　いえ、とじいは優しげな目をねこに向けた。

　そして、たった一言。

「じいめは、嬉うれしゅうございます」

　と。

　いい場面……かと思いきや、次の瞬間にはその長い舌がベロンチョベロンチョと空中をなぞっているのだからどうにも締まらない。

　舌は文字を描く。なぞったところがぼんやりと青い軌跡になって、空中に淡くたゆたう。

「かあっ！」

　一喝。

　空中の文字が一瞬強く光って消えた。

「……ほれ、動いてみませい」

「うん？」

　リクがちょっと手を動かすと、あれほど強く手首を縛っていた縄が突然風化でもしたみたいにぼろぼろちぎれて落ちた。

「おおおすげー！　なんかベビースターラーメンみたくなってんぞ！」

　リクは足の縄もちぎって立ち上がった。

「さーんきゅ！　お前なかなかいいとこあるな！　アリクイのくせに！」

「ふん、何を馬ば鹿かげたことを。アリクイをなんと心得ます。アリクイこそは万物の霊長！　百獣の王！」

「帰ったら羊よう羹かんやるよ」

「一生ついていきますっ！」

　……百獣の王いずこ。

「さあってぇ！　じゃあ脱出するとすっかあ！」

「おっとっと。ちょっと待ってよ。出られちゃ困るんだよねー」

　立ちふさがったのは、リクの隣に座っていた男。通路を通せんぼして「まま、まま座って」とリクをなだめている。そんなに必死に止めているようにも見えないが、とにかく行かせられない理由があるらしい。

　と、横でリクがニヤリと笑った。

「あぁあ！　思い出した！」

　わざとらしく声を張り上げ、リクはポンと手を叩たたいた。

「せんせ、流りゆう星せいさんが帰ってくる頃ころに『るいじゅーさんせー』入れとけって言ってた！」

　聞いたとたん、顔を突き出す彼。

「……マジ？」

「マジ」

　リクが頷うなずいたのを見て、彼は慌ててリクを押しのけて奥にすっ飛んでいった。

　見送って「しゃっ！」とガッツポーズをとるリク。「うへへざまみろあの女！　おれを監禁した罰……その身でとくと味わええ！」

「……いま、何言ったの？」

「いやいやわかんなくていい！　じゃー出るぞ！」

　リクに背中を押されながら、周囲の奇異の視線をかきわけて、ねこはようやくその悪魔召喚部屋じみた空間から脱出したのだった。



　階段を上ると、ずいぶん久しぶりな気がする夏の日差し。

「えっ、なに？　なんなのこの雰囲気？」

　後ろから何か聞き覚えのある声が聞こえた。

「お帰り香かおる子こ！　はぁいっ！　お姫様お帰りになりましたぁっ！　そ～れ～で～は～っ、よろしくぅ！」

『さあさあさあさあ大変なことが起こりました。12番テーブルの香子様からぁ～、なんとぉ！　“〝ルイ13世”〟のオーダー、いっただきましたぁ！』

「「「あ――りがと―――――――うっ！」」」

「はえ？」

『さあみんなで盛り上げろぅ！　ただちに盛り上げろォ―――！』

　突如大音量で鳴り出すサイケなミュージック。腹に響くドラムロール。

「る、ルイって言った？　ねえ、ねえいまルイ13世って言った？」

『ハイ！』「ハイ！」『ハイ！』「ハイ！」『ハイ！』「ハイ！」『ハイ！』「ハイ！」

『ルイ13世はぁ！』「ルイ13世はぁ！」

『王様ぁ！』「王様ぁ！」

『香かおる子こはぁ！』「香子はぁ！」

『タージ・マハルの女王様ぁ！』「女王様ぁ！」

「ちょっと待って私頼んでないんだけどォォ――――――――――――――――ッッ！」

　…………なにかすごいことが起こっている。うしろで。



　横合いから声がしたのは、陣じん笠がさ通りを出て間もなくのことだった。

「おやぁ？　リッくんかのう？」

「お？」

「ほりゃ、やっぱりリッくんよ！」

　連れ立って歩いてきたのは３人のおばあさんたちだった。

　３人ともきれいに色の落ちた真っ白な髪をして、肌などはたるみきっている。そのくせ声は達者で目め許もともしっかりしていて――ここのジジババは総じて元気だ。

　リッくんという呼び方から、かなり親しい関係だとわかった。

「おー、一ひと月つきぶりじゃねぇの。死んでなかったのかよバーさんら」

　のっけから憎まれ口を叩たたくリクに、３人は揃そろってケラケラ笑う。

「抜かせガキんちょが」

「おお、めんこいコじゃのう。こりゃこりゃ……」

「拝むなよ仏さんじゃねーんだからよ……あ、そうだ丸まる鍋なべ。このバーさんたち、枕まくら木ぎ町ちようゲートボール会の人ら」

「猟友会ゆーとろうが！　なんべんゆーたらわかるんじゃい！」

「ははっ。んで、今日はどうしたのよ？」

「なに、ちょっくら黄こ金がね橋ばし学園の運動会に呼ばれての」

「え、それうちじゃん！　え、なになに参加すんの？」

「ありゃ？　リッくんもう高校生か？」

「おいおい……二年だよおれァもう」

「ほうかほうか。ま、それでお呼ばれしとるわけよ。まあ見とけ。ゲートボール以外にもワシのいいとこ見せちゃる」

「バーさんおれにゲートボールで勝ったことあったっけ？」

「ほおお。すこうし前まで赤んぼじゃったくせに、ずいぶんとデカい口を利くようになったのお」

「うっ……」

　そこでねこは気になって訊きいた。

「あの、昔からの知り合い？」

　ババアトリオは胸を張って答えた。

「オシメ替えた」

「オシメ替えた」

「オシメ替えた。うんこでっかかった」

「生まれ変わりてえ！」

　隣でリクが耳を塞ふさいで頭をぶんぶか振っていた。

「いいんだ昔のことは！　大事なのはいまこのときじゃねえのか！　そうだろう！」勢い任せでこれまでの流れを断ち切り「んで？　わざわざお呼ばれして何やんの？　宝釣り？」

　ほっほとひとりが笑った。

「猟友会がわざわざお呼ばれするとなったら、そりゃ用件はひとつじゃろ」

「え？　テッポー撃つの？」

「おっとこれ以上はヒミツじゃの～。いくらリッくんでも」

　リクはそこでふと考え込む仕草をした。

「んっと、じゃあさ、バーさんたち……ちょっと頼みがあんだけど――――」



　　　＊＊＊



　リクと一緒に、学校に向かう。

　いまは２人だけで、あのお婆ばあさんたちの姿はない。

　途中まで５人で歩いていたのだが、この炎天下でひとりがへばったのを皮切りに、残りの２人も続けて音を上げたので、リクがそのへんの喫茶店に放ほうり込こんできたのだ。

　日陰を歩く。アスファルトの地面はどこもかも思う存分熱を吸い込んでもうもうと陽炎かげろうを発している。

「――リッくんって呼ばれてるの」

　つい口をついて出た。

　リクが苦笑いで答える。

「参るよな……。16歳にもなってリッくんはねーだろうに。あんぐらいのトシになるともう赤んぼもハタチも変わんねーらしいや」

「…………」

　照れて頭を掻かくリクを見ていると、ちょっとだけ、イタズラ心が沸いた。

「……リッくん」

「うん？」

　リクが聞き間違えかというふうに首を突き出した。

「何？　おれを呼んだの？　ひょっとして？」

　頷うなずいて、もう一度。

「リッくん」

「うわカンベンして！　マジで！」

　嫌そうに手を振るリクが、もっともっとと誘っているようで、やめられなかった。

「リッくん」

「だぁーっ、やめろよそれはよう……」

「リッくん、リッくん」

「だからよ……」

　弱ったリクの顔を横目に、ちょっとうきうきしながら学校へと続く坂道を上っていく。日差しは汗を拭ぬぐうほど暑かったけれど、上り坂はこんなにきつかったけれど、彼の名前を呼ぶだけで、ただそれだけで、このうんざりするような道のりが、なんだかとてもフワフワして楽しいものに思えるのだった。



　　　＊＊＊



　グラウンドに戻ったとき、時刻はすでに12時を回っていた。

　スケジュールだとちょうどお昼時。

　見渡せばあちこちでビニールシートを広げて弁当を囲んでいる家族連れ。どのシートの上にも体操服姿が一人はいて、親やまだ小さな子供やおじいちゃんおばあちゃんと一緒に昼食を楽しんでいる。そこに、

「リク！　遅おっせえよバカヤロウ！」



    

  
    
      



    

  
    
      　でっかい声がして、リクは目を剥むいた。

「げっ、親父おやじ！」

　声の主は、誰だれあろうリクの父だった。こっちに向かって拳こぶしを振り回している。

「せっかく工こう場ば閉めて来てやったっつーのによぉ、うちのウンコ息子はまったく……」

　来て早々ウンコ呼ばわりである。この季節ではさぞかし腐敗も早かろう。

　父は某大型電器店の紙袋を高く掲げて、コドモみたいに無邪気な顔でわさわさ振った。

「ほら、これ！　デジカメ！　買った！」

「わかったからはしゃぐな親父！　恥ずかしーんだよ！」

「よっしゃまずは最初の一枚……うん？　どうやんだこれ？　電池は？」

「あっ、ちいが教えてあげるぅ～。んーとね、まずバッテリー入れてぇ」

　ふむふむと頷うなずく父。

「……っつか親父……そこトラックの中だろーが……」

　そうなのだ。みんな行儀よくグラウンドのふちに散らばっているというのに、何を思ったか父は２００ｍトラックのど真ん中にデンとビニールシートを敷いて、モンゴルの騎馬民族の王様みたいにずっしりと居座っているのだった。おかげで目立ってしょうがない。

　あの～準備とかありますんで……と運営係の男子にたしなめられ、ほら言わんこっちゃないとリクが溜ため息いきをつくのを尻しり目めに、今度はシートを外ではなくスタートライン付近に寄せるあたり自分とノリが似ていてすごくイヤだ。

　しかもよく見るとチカとひょうもいて、仲良く三人で重箱のお弁当をつついている。

　そして、そして、ああ、その隣には、

「おい……あれ……なんだ……？」

　あれは……ひょっとして重箱なのだろうか？　ドバイタワーみたいな天突く超高層ビルディングが見えるのだけど、仮にあれが重箱だったとして、とても上から順には取っていけないだろうし、だいいちあれを重箱だと考えること自体がすでに馬ば鹿かげているし、そう考えるとやっぱり目の錯覚なのかしらん、と悩むリクの目の前で、ひょうがまるでダルマ落としみたいにそのドバイタワーの下から３段目をひょいと持ち上げて２段目を取り出し、何事もなかったかのように３段目を戻した。

「…………」

　やっぱり弁当だった。

「おーいリクぅ！　この弁当めっちゃウメーぞ！」

　親父が箸はしをたぐり寄せるようにカモンカモンしていて、その横でチカも手を振っている。けれど、その中でひとり、ひょうだけはこっちに背を向けていた。

　き、気になる……。

　いつもならこのあたりで鬼みたいな顔で勢いよく振り返って「リクゥッ！　ご主人様のもと抜け出してどこで何やらかしてたのよこの発情豚がぁっ！」とか叫んで重箱のひとつでも差し出してきているはずなのだが。

　…………。

　不気味だ。

「……ここに一匹の豚がいると仮定しましょう」

　ひょうが唐突に言葉を発したのは、そんなタイミングだった。

　すっと伸ばした背筋が美しかった。

「その豚には飼い主がいます。飼い主はとっても可愛かわいい女の子です。少なくとも本人はそう願っています。飼い主は一応飼い主だから、面倒だけど豚の世話をします。エサを与えます。豚がいけないことをしたら叱しかります。豚がいけないことばかりするので飼い主はいつも叱ってばっかりです」

　淡々と語る口調には、どこか口を挟ませない迫力があった。

「豚はよく危ないことをします。飼い主はそのたびに心配します飼い主だから。面倒だけど心配します。これまで豚は危ないことをしても、ちゃんと飼い主の近くでやっていました。だからすぐに飛んでいって叱ることができました。でも、飼い主のいないところでやられると飼い主はどうすることもできません。ただ心配するだけです。だから、豚が突然いなくなったとき、飼い主は心配しました。ただ、心配しました。それこそ、ゴハンも喉のどを通らないくらいに」

「…………」

　たとえ話をしました、と最後に言って、ひょうは振り返った。

「…………っ」

　気丈に振る舞おうとしているのがわかった。

　腿ももの上に乗った拳こぶしが、握りしめられていて。

　リクを睨にらむ視線は、弱々しくて。

　引き結んだ唇は、震えていて。

　口くち許もとに、ご飯粒がついていて。

　膝ひざ元もとに、からあげの衣が落ちていて。

　後ろに、カラの重箱が軽く４つほど転がっていて。

　ケプッと、その口から可愛らしいゲップが漏れて、

　……って、

「ゴハンも喉を通らなかったんじゃねェのかあああ―――――――――――ッッ！」

　猛然とツッコんだリクだった。

　そりゃツッコむ。リクじゃなくともツッコむ。なにこいつ。

「たとえ話って言ったでしょ」

　なのにひょうったら平然とそんなことを言って、二人に重箱を差し出してくるのだ。

「お前なあ…………」

　猛然と力の抜けたリクに、けれどひょうはなんでもないみたいに、

「でも、最後の一文以外は、だいたいほんとです」

　と。

「へ」

　固まったリクに「はい、お昼」と重箱を受け取らせて、ひょうはまた自分の分の重箱を引き抜いて勝手に食べ始めたのだった。

「…………」

　リクはじっとりと重箱に視線を落とし、な、なんだその攻め方は、と呟つぶやいた。

　――――。

　そしてその隣では、丸まる鍋なべねこがリクとまったく同じように佇たたずみ、受け取った重箱の中身を覗のぞき込んでいるところだった。

　そぼろご飯だ。

　――おいしそう。

　匂においを嗅かいだとたん、ねこのおなかがきゅるっと鳴った。

　冷えてもおいしいそぼろご飯。渡されたからには手をつけないといけないのだけれど、一応自分も弁当は持ってきているから、その処理も考えなければならない。

　なんてことを考えていると、

「――あのっ！」

　横合いから元気な声が飛んだ。

「丸鍋さん、ですよねっ？」

　見るからにはつらつとした女子だった。右腕には“〝競技係”〟、左腕には“〝新聞部”〟の腕章を巻いた両腕武装ダブルアームド。ぴょこぴょこ動く三つ編みが、頬ほおに残ったそばかすが、丸メガネの奥のその瞳ひとみが、何よりもその仕草と表情が『健康そのものです』『元気ありあまってます』などの黄色系オーラを発していてねこには少しまぶしい。

「……はい」

　おずおず頷うなずくと、続けて、

「借り物競争に出てる」

「……あっ」

　そうだった。すっかり忘れていた。借り物競争。

　ねこは思わずうつむいた。外にはただリクを探しに行っただけで、競技のことなんてハナから頭になかった。どうしよう。手ぶらで戻ってきたらやっぱり怒られるだろう。

　これは謝らなければと思って、おそるおそる顔を上げ、口を開こうとして、

「イチューノヒト、ですかっ？」

　逆に尋ねられた。

「……？」

　イチューノヒト？　とは、なに？

　責められているのかと一瞬思ったが、むしろあちらの態度は逆で、いまにも外に飛び出そうな喜びを押しとどめているような、まるでヒーローインタビューに臨むレポーターみたいな、期待と興奮の入り混じった目をメガネの奥から向けてくるのだ。

「イチューノヒト、ですかっ？」

　レポーター、いや競技係はもう一度尋ねた。返答が待ちきれないとでも言うように。

「言っちゃいなよ。うんって」

　首を突っ込んできたのはチカだった。重箱のミートボールを口に放ほうり込こみ、ほっぺたをリスみたいにもむもむ動かしながら「言っちゃえば10点入るよ？」

　10点が入る？　なぜ？　疑問はあったけれど、競技をないがしろにしていた後ろめたさが先に立って、なんだかよくわからないけれどそれで赤組のためになるのならと、ねこは意を決して競技係の顔を見上げた。

「……はい」

　とたん、競技係はにわかにはちきれそうな笑顔になったかと思うと、バンザイジャンプをした。

「きゃ―――――っ！　確認とれました――――――――――――！」

　グラウンド全体が沸き返った。

　何ごとかと思い慌てて見回すと、チカがさっきの競技係そっくりのニヤニヤ笑いでからかうように言った。「おめでとぉ～」

「こ、これ……」

「お題たっせい☆」

「お題って、だって……」

「まあまあ」

　チカの説明を受けるうちに、胸の鼓動がどんどん早まっていくのがわかった。

　イチューノヒト。

　イコール、意中の人。

　イコール、好きな人。

　唾つばを飲み込み、ゼンマイ切れかけの人形の動きで横を向くと、ゼンマイが完全に切れた人形みたいに弁当箱を持ったまま箸はしの止まっているリクと目が合った。その向こうでは、ひょうが「その手があったか！」みたいな閃ひらめいた顔をして、まだ中身の入っている重箱を投げ捨てるが速いか競技係のもとに飛んでいき、前に回ってやにわに胸倉を掴つかみ上げ、

「訊きいてください！　私にも『意中の人ですか？』って、訊いてください！」

「あ、あ、あなた出場してないでしょっ！」

「ささいな問題ですっ！」

「それに丸まる鍋なべさんでちょうど５人目だからどのみち、」

「大事なのはそこじゃないんですっ！」

　とかやって別の競技係に引ひき剥はがされていた。

　一方こちらは、

「あ、あの」

「お、おう」

　リクと二人、ぎこちないの図。

　なんというか、はぢめてのお見合い、みたいなヘンな空気が二人を色濃く取り巻いていた。こんな緊張感はいままで彼との間にはなかった気がする。

「あの、ごめんなさい。そんなつもりじゃ……」

「そ、そうだよな！」

　リクがにわかにほっとした顔になる。その表情の変化を見て取って、ねこは胸のどこかがちくりと痛むのを感じた。

　――自分で否定したくせに。

　私は、勝手だ。

「いやいやお前が謝るこっちゃねーんだよ。悪わりーのはあいつらだろ。な！　な！」

「う、うん」

　ムリヤリな作り笑いを浮かべるリクだったが、結局またお互い黙り込んでしまって息苦しいことこの上ない。

「――リク、ところでさ」

　その窮地を救ったのは、いましもデザートの黒ごまプリンをすくって口に入れようとしているチカだった。パクッとスプーンごとくわえ、うわ常温、と顔をしかめてから、

「ジャック、どうなったの？」

「……あ」

「得点板とか用意済みなんだけど？」

「……あー……」

　リクはにわかに思い出した顔になったかと思うと、やにわに乾いた笑い声を発した。

「や、や、ヤダナア！　忘れるわけないじゃないか、このおれが！　イヤダナア、モウ、ホ、ホントニ！」

　ちょっと待ってろ、と食いかけの重箱をさっとシートの上に戻し「体操服に着替えてくる！」と高等部校舎に向かってダッシュしていった。

「……忘れてたね、完全に」呆あきれ顔になるチカ。

「…………」見送る背中。元気だけは無駄にある背中。

『イチューノヒト』

　聞き慣れない言葉が、さっきからずっと耳から離れないでいる。

　呟つぶやく。

「……リッくん」

　この呼び方でいいのだろうか。春はる田たくん？　リクくん？　違う。何が違うのかなんて自分でもよくわからないのだけど、とにかく違う。けど、人前でリッくんなんて呼ぶのも少し気恥ずかしい。

　ヘンだ。

　今日の自分は、全体的に。

　人との接触を極力避けてきた。人のために何かをしようだなんて考えたこともなかった。なのに自分から誰だれかを捜して危ないところに飛び込んでいくなんて、まったくどうかしてる。あげくいまは他人の名前の呼び方ひとつでうにうに悩んでいるときた。しかもたちの悪いことに、この悩むという行為が嬉うれしくて仕方がないのだ。地に足が着かないこの感じ。いつまでも考えていたくて、でもさっきの彼のゼンマイ人形な態度を思い返してちくりとする。フワフワして、ぼうっとして、胸がどきどきして、ああ、これではまるで――

　まるで――。
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　この坂道は、こんなにもキツかっただろうか。

　そのまま天にまで続いていそうな葉桜坂を見上げ、カミラは胃が重く沈んでいくような思いがした。隣で肩で息をしているハインツも、黙りこくってげっそりやつれた目をしているあたり、同じことを考えているに違いない。

　思い出せば、散々な目にあった。

　禍まが姫ひめを追い始めてからというもの――

　理不尽に重い野菜を雨あられと投げつけられ、人の頭ほどもある球体の直撃をなんとか避けたかと思えば、かたいパンでやたらめったら殴打され、あげくブタにはねられた。

　どうなっているのだここは。のんびりした世界だと聞いていたのに、どこに行っても危険だらけに思えて、結局この場所に逃げ戻ってきてしまった。

　棒のような足を引きずりながら、気の遠くなるような坂道を、互いに支え合って上る。

『暑い……』

『暑いねー……』

『冷やしてよ……ハインツ……』

『ゴメン……僕、そっち系ニガテ……』

『………………………………なぜ……怒らないの』

『怒る……？』

『禍姫を取り逃がしたのは……明らかに私の失態……。こんなの……糾弾されて当然だわ』

『糾弾だなんて、そんな……』

『なのにハインツは私を責めないし、こんなワガママ言っても文句ひとつ言わない。なぜ？』

『なぜって言われても……』

『怒って。責めて。私もその方が気が楽』

『僕はただ、カミラが……』

『……なによ』

『ううん……やっぱりやめる……』

『なによ。ハインツのくせに隠し事なんて生意気』

『言うとカミラ、きっと怒るから』

『いつも思うけど、あなたの考えてること、さっぱりわからないわ』

『僕はカミラが好きだよ』

『っ……、そういうことを言ってるんじゃなくて…………はあ、もういい』

　ボロボロの二人は、互いに支え合ってこの坂道を上っていく。
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「待たせたな皆の者ォッ！」



　勇ましい声がグラウンド中に響き渡ったのは、昼休みも終わり、高等部生徒全員によるフォークダンスが行われている真っ最中だった。

　トラックの中で展開されていた華麗なるダンスの布陣がいっせいに動きを止め、何ごとかと声のした方向に次々首を振り向ける。

「ふはははは！　おれのためにマスゲーム！　苦しゅうない！」

　高等部校舎の二階。二年ウサギさん組の窓。

　リクがいた。

　エラっそうに縁へりに右足を乗り上げ、いっそ『この地球は吾わが輩はいのものだ』とでも言い出しそうな支配者の笑みを浮かべ、赤いハチマキを吹きすさぶ風になびかせて、どう見てもただの体操服のコーコーセーのくせに態度とただようオーラだけは歴戦の勇士、まさに戦国武将のそれであった。

「皆、おれが出てくるまでの前座、ご苦労であった！」

　将軍様は傲ごう然ぜんと両手を広げ、いっそ『この銀河系は吾輩のものだ』とでも言い出しそうな尊大な態度で、

「ごはははは！　天が呼ぶ地が呼ぶ風が呼ぶ！　森羅万象がおれを呼ぶ！　おれの前に土下座して、お前らが俺おれを呼ぶ！」

　…………せぇの、

「「「「呼んでね――――――――――――――――――――っっ!!」」」」

　押し寄せる数百人分の大津波。

「女どもは私を抱いてとおれを呼ぶ！」

　せぇの、

「「「「抱いてぇ――――――――――――――――――――っっ!!」」」」

　柔道部＆相撲部男子による重低音の大合唱。

　それを一身に受けてリクは、

「………………うう……」

　ちょっと傷ついていた。

　ドッとグラウンドが沸いた。

　ギャハハざまあみろ的な笑いがあちこちで巻き起こる中で、丸まる鍋なべねこはただ感心して彼を見つめていた。

　引きずりこんでしまった。

　あっという間に。

　いまのいままでフォークダンスを踊っていた生徒たちも、それを見ていた生徒たちも、もちろん保護者の皆さんも、このグラウンドにいる人間は一人残らず彼に釘くぎ付づけだった。

　誰だれかが叫んだ。

「んでぇっ？　予告どおりジャックしてくれんだろ――――っ？　今回は何やってくれんだよ――――――――っ！」

　ガクサイジャック。

　文化祭ではあちこちの出し物に仕掛けをして同時多発テロを引き起こしたリクだったが、さて――予告までした今回はいったい何をしでかしてくれるというのか。

「ふふん」

　リク・ザ・ジャックマンは目をぎらりと光らせるや、

「ちい――――――――――――――っ！」

　と叫ぶ。すると今度はグラウンドの反対側から、

「はいな―――――――――――――――っ！」

　と元気な声がして、ベニヤの得点板にかかっていた布がばっさり取り払われた。

“〝春”〟。

　赤、白の隣に出現したのは、いかにも男らしい字で大書された“〝春”〟の一文字だった。



　赤　２０６点

　白　３４１点

　春



　――――――――。

　まさか。



「――ガクサイジャック、宣誓」

　満ちていくざわめきをあざ笑うかのように、その声は。

「私、春田リクは、第・回黄金橋学園体育祭において『春組』を立ち上げ、赤組も白組もまとめてぶち抜いて優勝をかっさらってみせますことをここに宣言します。高等部二年ウサギさん組、春田リク」

　言い終わるか終わらぬかのうちに、グラウンドはとんでもない騒ぎになった。

　春組とやらで優勝をしてみせる、と、奴やつはそう宣言したのだ。

　プログラムを半分以上消化した、いまから。

　トップと３００点以上も離れた、ここから。

　馬ば鹿かげている。まったくもって馬鹿げている。まともに考えれば優勝の可能性などほぼない。それこそ借り物で竜のウロコでも手に入れて来ないことには。

　だが――奴は誰だれあろう、今年の文化祭をひとりで引っかき回した張本人。優勝うんぬんは別としても、みんな期待しているのだ。あいつ、またなにか面白そうなことをやらかそうとしているぞ、と。

「……つきましては、いくらおれが神様といえどひとりで優勝するのはさすがにムチャなので……」

　そこでリクはやにわにがばあっと頭を下げ、

「赤白のみなさんお願いしますっ！　どうかおれに人員を恵んでくださいっ！」

　またえらい態度の変わりようだった。

　んだよ～エラそうなこと言っといてそれかよ～と各地でブーイングが起こるが、否定的な雰囲気は感じられない。単にからかっているだけなのだと、ねこは気づいた。

　それを裏付けるかのように、すぐに紅白の各キャプテンが声を上げた。

「で？　何人欲しいんだよ～っ？」

「あたしのカレシ以外だったら誰でも持ってっていいわよ～っ！」

　またグラウンドが沸く。

　なんだかんだといって、皆この状況を楽しんでいるのだ。

「おおおさすがっ！　太っ腹！　さーんきゅっ！　えーおほんおほんではー、欲しい人を発表します」

「三分の一までなっ！」と白キャプテン。

「大丈夫！　そんなにいらない！　欲しいのは６人！」

「はあ？　てことは……７人で優勝する気かよ？」

「では発表しま～す！　まず――――」
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「……た……大変なことになりましたぞ校長先生……」

　グラウンドの隅で、教頭（バーコード）は生なま唾つばを飲み込んでいた。

「冗談じゃない。得点板にあんな細工までして、あの生徒はいったい、」

「……ちいたんにお願いされた」

「は？」

「あの得点板は、ちいたんにお願いされた」

「……こ、」

　パッと振り返った校長の目には、少女マンガみたいなキラキラが散っていた。

「ワシ、ちいたんのためならなんでもするっ！」

「こ……校長ォォォォッ！」

「あっ、ちいたんちいたん、こっちだよ～♪」

「パパぁ、ありがとぉっ」

　ホクホク顔でチカを膝ひざに乗せる校長に、教頭もそろそろキレそうである。かくなる上はバーコードバトラーと化して往年の必殺技“〝十文キック”〟でこいつを血の海に沈めてやろうか。

　ちなみにぶちっぶちっとさっきから切れているのは血管でも堪忍袋の緒でもなく頭のバーコードである。弦の切れたギターよろしく、もはやバーコードですらなくなっていくこの物体はなんなのか。もしや髪の毛なのか。そうなのか教頭。

「いけません校長！　学園の風紀をなんとお考えですか！」

「教頭せんせぇ」とそこでチカ。

　構わず「校長！」とたしなめた教頭だったが、次のチカの一言で彼の態度は一変することになる。

「カジノのお金、用意できたぁ？」

「うっ……」

　一週間前に開かれた文化祭。そこのカジノで、チカが店側（学校側）からむしり取った金額は、目玉も飛び出る４０００万。にわかカジノの学校にそんな大金があるはずもなく、教頭は恥を忍んでその場にひれ伏し、返済を延ばしてもらうことになったのだった。

「ああ～、ちいたちのイタズラ、見逃してほしいなぁ～」

「ふぐっ……」

「他の先生にもそう伝えてほしいなぁ～」

「ふぐうっ……！」

　教師生活36年、様々なトラブルに見舞われた。

　不良の脅しなどには屈しなかった。自殺志願の少女を半年もかけて説得した。万引きした生徒と一緒にコンビニに謝りに行った。学習障害ＬＤの生徒を放課後ずっと面倒見続けた。数々の困難に打ち勝ってきた。その彼が。

　完全に手玉に取られていた。

　たかが10歳のガキんちょに。

　誰だれが悪いのか。答えはすぐに出た。自分だ。他の誰でもない、賭かけ事ごとで負けた自分が悪いのだ。負けたカネを払えなかった自分が悪いのだ。

「お…………………………仰せの通りに………………」

　教師生活36年。それは初めて舐なめた、敗北の味だった。



    

  









    
      



    

  
    
      「わっ」

　隣で驚いた声がして、見ると男の子が頬ほおを払っていた。「なんだいまの？」

「お、おい、いまの……」

　今度は後ろの男子だった。カゴのある上空を見上げて顔を曇らせている。

　――いまの？

　つられてカゴを見上げる。

　地上６メートルのゴールめがけて、方々から白い玉が飛び交っている。そのひとつが、カゴに入る直前、唐突に爆はぜた。

　耳を澄ますとかすかに聞こえる。パシュッ、パシュッ――急に空気が抜けたような音。そのたびに玉がひとつひとつ空中で破裂して散っていく。

　ほとんどの人はまだ気づいていない。けれど何かが起こっている。確実に。それはもう確信の域すら超えて、疑いのない事実だった。

　――赤組は……？

　赤の玉が飛び交う隣の陣地を見やると、必死で玉を投げ上げている人たちに交じって、まったく自分と同じように立ちつくす男子と目が合った。

「――――！」

　直感した。

　あちらでも同じことが起こっている。

　いったい、何が――
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　終了のホイッスルが鳴り、玉の数を数えようと、降ろしたカゴを覗のぞき込んだ紅白の代表は揃そろって目を剥むくハメになった。

『では数えま――――す』

　競技係がマイクで呼びかけ、

『い――――ちっ」

　春組から一発目の玉が高く放ほうり投げられた。赤組からも力ない一投目。しかし――

『あれ……？　白組さん？』

　白組の代表は青ざめた顔で競技係を見た。

「ないんだ……」

『はい？』

「空っぽなんだ……」

『え――』競技係は思わず放送テントから身を乗り出し、『うわ、ホントだ！』

　白組のカゴの中身は、すっからかんだった。

『大変なことが起こりました！　白組のカゴには、玉が入っていません！　白組…………０点です！』

　白組に走った動揺はすさまじかった。この制限時間でこの人数。どんなに少なくとも20コぐらいは入るはずで、多いと50を超えた年もあった。しかし、ゼロというのは前代未聞。

　そして衝撃はそれだけにとどまらなかった。

『に――――いっ、さ――――んっ、……あ、赤組さん？』

　続けて今度は赤組までもがカゴを取り落とし、

「終了です……」

　赤組テントに激震が走った。

　そんなはずがない。15人もが雁がん首くび並べて５分間も球を投げ続けて、かたや０コ、かたや２コ。どうなっている。何が起こった。不穏なざわめきが広がっていく中で、

「よ――――んっ、ご――――おっ、ろ――――くっ、」

　たったひとり、何食わぬ顔をして球を投げ上げ続けている奴やつがいる。

　春組大将、春はる田たリクは、周囲の視線が自分に集まっているのを知るや「お？」と数えるのを止めた。

「いやあ、続き言ってくれなかったもんだからさあ、勝手に数えてるぜっ！

　し――――ちっ、は――――ちっ、きゅ――――うっ」

　――――。

　奴だ。

　素知らぬふりをして平然と玉を数え続けるリクを目の当たりにして、グラウンド中の誰だれもがそれを悟っていた。どんな手段を使ったのかはわからない。だが、奴だ。

　ガクサイジャック。優勝宣言。

　冗談でもハッタリでもなかった。春田リクは本気なのだ。たった５人やそこらで、残りたったの４種目で、本気で優勝をかっさらうつもりでいやがるのだ。あの男は。

「こりゃあ……」白組のキャプテンが呟つぶやいた。「うかうかしてられない」



　玉入れ、得点発表。

　赤組、２点。白組、０点。春組、51点。



　総合得点――

　赤組、２０８点。白組、３４１点。春組、51点。
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「――――まあまあだの」



　高等部校舎屋上にて。

　夏の日差しがじりじり照りつける中、そこに３つの人影があった。

　３つとも、一定のポーズをとって微動だにしない。

　やがて、そのうちのひとりがスナイパーライフルのスコープから目を離して満足げに息を吐いた。

「ま、こんなもんかえ」

　二人目が動く。

　「しっかしまた、リッくんもとんだ悪だくみしよる」

　三人目が動く。

　　「ほんにのう。『紅白のカゴに入りそうな玉を残らず撃ち落としてほしい』じゃと。あのボーズ、何考えとるんかいのお」

「ほんなことゆうて、任せぇゆうて胸叩たたいたのはどこのどいつじゃい」

　　「そりゃリッくんの頼みじゃイヤとは言えんじゃろが」

　「何よりウチらにしかできんしの。ここで引いたら女がすたる」

　　「ほんに、ほんに」

「ふん。エラソーなことゆうた割にゃ、おんし２発ほど外しとったのお」

　　「見とったんかい！　んん、まあ、そもそもがな、ミロク一筋のワシにドラグノフ持たせるちゅうのんが……」

「はてぇ？　国産はてんで使えんゆうて質に叩き売りよったのは誰だれやったかいのお？」

　ライフルを杖つえ代わりに減らず口をたたき合うのは、３人合計２５０歳オーバーのバアさんトリオだった。

　ふだんゲートボールばかりやっているからといって、それしかできないバアさんと決めつけてはならない。これぞリクの用意した悪魔の一手。

　黄こ金がね橋ばしゲートボール会。

　ならびに、黄金橋猟友会。

　ならびに、元東京五輪ライフル射撃日本代表。

　ここ高等部屋上から、１５０ｍは離れたカゴの上を飛び交う玉たちを、しかもカゴに入りそうな玉だけを、彼女たちは正確すぎる狙ねらいで立て続けに狙そ撃げきしてみせたのだった。

　日本最高齢スナイパー。

　ババア三銃士。

　その力、侮あなどり難し。



    

  
    
      
ＲＯＵＮＤ　２　“〝騎馬戦”〟





　休む間もなく次の競技が始まる。

　午後の４種目の２つめは“〝騎馬戦”〟である。

　生徒たちの感心は、目の前の勝負と半々ぐらいで、春組が次にどんな手を打つかということに向けられていた。伊だ達てや酔狂ではない春はる田たリクの本気オーラに、グラウンドが丸ごと引きずり込まれていた。

　騎馬戦。

　おおまかなところは普通の騎馬戦と変わりない。ハチマキ１本につき１点。男子の部と女子の部に分かれていて、その総数で得点が決まる。

　ただし両チームには“〝ハーン”〟と呼ばれる大将がおり、こいつのハチマキをゲットすると、１点が手に入るのではなく、騎馬戦の得点が倍になる。これがこの競技の肝で、ハーンを倒してこそ大量得点へとつながる。優勝を狙ねらう春組は、なんとしてもこいつを分ぶん捕どらねばならないのだった。

「――女子の部は捨てる」

　だから、リクの口からこんな発言が飛び出したとき、一同は耳を疑った。

「何を考えてる？」

　昴すばるが口を挟んだのも当然。ただでさえ絶望的な点差だというのに、この上みすみす上乗せの機会を放棄する手はない。

「そもそも人手足りてねーしな。体力温存できるとこはしとかねーと」

「ここは温存するところなのか？」

「おおよ。あ、女子の部始まるぜ。ほら座って座って。見物見物」

　丸まる鍋なべねこも言われるがままリクの斜め後ろに腰を下ろしたが、なんとなく気持ちがフワフワして競技観戦に集中できないでいた。ちらとリクの横顔を覗のぞいて、楽しそうな表情が見えて――どうか彼がこの視線に気づきませんようにと、祈りながらも目は離せない。
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　長かった。

　永遠にも思える間、二人は延々この坂道を上り続けていた。

『あ、ついたよ』

　上り始めてからひたすら目の前の地面だけを見ていたカミラは、ハインツのその声でようやく顔を上げた。

　グラウンドがあった。

　もう上らなくてもいい。その事実に、カミラはただほっとした。

　だが、休む暇は与えられなかった。

　なぜなら、次の瞬間、カミラは見つけてしまったからだ。グラウンドを横断した真向かいに、禍姫の姿を。

『っ！』

　その姿を認めた瞬間、ばっちり目が覚めた。果たすべき使命が脳裏を駆け巡った。疲労がダメージが、嘘うそのように吹き飛んでいた。

『禍まが姫ひめ』

　足が地を蹴けっていた。

『ちょっ、カミラ、様子が――』

　ハインツの声は耳を素通りした。もう禍姫しか見えなかった。こんな世界はもうたくさんだ。禍姫。貴様を捕らえて、私はもとの世界に帰るんだ――――！

　ドドドドドドド――――

　あまりに不自然な大地の振動を感じ取ったのは、ちょうどグラウンドの真ん中あたりにさしかかったときだった。にわかに悪お寒かんが走り抜け、とっさに周囲を見渡したカミラの瞳ひとみに飛び込んできたものは――

　ドドドドドドドドドドドドドドドド――――――――

　大軍。

　津波の如き、横一線の。

　騎馬戦なるものを、カミラは未いまだかつて見たことがなかった。

　なぜ人の上に人が乗っている。何かの儀式か。生いけ贄にえか。とにかくその高さで押し寄せる威圧感がとんでもない。常識では考えられないその陣形に、カミラはただ恐れおののくことしかできず、いっそ命の危険すら感じ、ともかくも逃げねばと身を翻して――

　驚きよう愕がく。

　いま見たばかりのものとまったく同じものが、反対側からも押し寄せてきていた。

　猛たけり狂う２つの女子騎馬津波はグラウンドの真ん中でぶつかり合い、カミラはまたたく間にその中に飲み込まれて藻も屑くずと消えた。
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「……いま、何か紛れ込んでこなかったか？」

「んー、気のせいじゃね？」

「そうか」

　激流に飲み込まれて消えたカミラに誰だれ一人気づくことなく、春組は、５人が５人とものんきに足を投げ出して観戦中だった。

「女子騎馬はそんなに点入んねーからな」とリク。

「そうかな」と昴すばる。「騎馬戦は男子より女子の方が激しいんだが」

　昴の言葉通り、馬上の女子たちはふだんのきゃいきゃいにぎやかな面影をかなぐり捨て、みんな凶暴化したネコみたく爪つめやキバをむき出しに格闘している。まるで敵を引き裂くのが目的ででもあるかのように、その戦いぶりは奮闘を通り越してもはやえげつない。これで点数が入らないわけがないのだが……。

「騎馬戦の肝はハーンだ。こいつを倒さなきゃ、たいした点数にはなんねえ。んで、見ろ」

　リクが白組の陣地最奥を指さした。

「白のハーンは重しげ代よ」

　ふむ、と昴は頷うなずいた。

「赤のハーンは重しげ重しげ代よ。なるほどな。どっちも普通の女子に倒せる相手じゃない」

「そーゆーこと」

　リクの言った通りだった。

　両チームのハーンは、サイである。巨大な原寸大のサイの置物が、各陣地の最奥に祀まつられている。サイの如ごとき、という比ひ喩ゆを使うのもめんどくさいほど、むしろサイである。なぜ現代日本にアステカの古代神が存在するのか。実はあれぞひそかに密輸された勇敢なるアマゾネスたちの守り神――ではなく。

　白組。高等部三年ウジムシ組、脱だつ税ぜい院いん重しげ代よ。

　赤組。同じく高等部三年ウジムシ組、脱税院重しげ重しげ代よ。

　おそらくは人類。これでもれっきとした高校生の、双子姉妹。

　傲ごう慢まんが体操服を着て座っているようなその出いで立たち。５Ｌサイズの服がぱっつんぱっつんになるほどの巨体は、女子３人の細腕ではとても支えきれるモノではなく、この姉妹のためだけに特注した御み輿こしのようなものに乗せ、20人がかりでようやく持ち上げている。その様子といったらまったく古代エジプトの奴隷と王様の関係そのもので、よおく目をこらせば、ああ、背後にそびえ立つ建設中のピラミッドが……。波打つ砂丘が……。

「やああ――――――――――っ！」

　雄叫おたけびを上げ、赤組のひとつの騎馬が、果敢にも王を討ち取らんと突撃していった。

　迎え撃つ王はゆったりとした動作で、鷲わしが翼を広げる如く平手を高く振りかぶり――

　一いつ閃せん。

　落盤のような張り手。紙クズのように吹き飛ぶ女戦士。

　宙を舞い、落ちる。押し合いへし合いの渦中に。

　主あるじを失った騎馬が、蜘く蛛もの子を散らすように逃げていく――

「……おっほ、すっげえ！」

　というより人間離れしている。見ればもう一方、赤組ハーンの周りも同じようなことになっていて、群がる小バエをめんどくさそうに払う重重代の姿。そもそも奴隷身分が王に楯たて突つくこと自体が愚かなことだったのだ。なんて、そんなことを考えてしまうほどに、あの姉妹は人外であり、つまりはサイだった。



　終了のホイッスルが鳴った。

　結局、両チームとも最後までハーンを討ち取ることはできなかった。

　ついでに、終わったあとのグラウンドの真ん中にひとつデカいボロぞうきんが落っこちていて、転校生の浅あさ海み碧みどり（ハインツ）がそれを丁重に引き取っていった。



　騎馬戦女子の部、得点発表。

　赤組、16点。白組、23点。春組、０点。
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　カミラはたぶん生きていた。

『カミラ、カミラ大丈夫？』

『大丈夫……じゃない……』

　自業自得、などという言葉はさっぱり思い浮かばないカミラ大好きっ子のハインツは、優しくも『災難だったねー』などと声をかけてあげる。

『うう……なにあれ……』

　今日あたり夢に出るんだろうな、とハインツは思った。

　これ以上ないくらいボロボロのカミラを引きずって、ハインツはとりあえず体育館の脇わきに行って水道で顔を洗わせた。それから木陰に連れて行き、横たわらせる。ついでにちゃっかり膝ひざ枕まくらなどして、ほのかな幸せに浸るハインツである。

「浅海碧、だっけ」

　声をかけられた。

　春はる田たリクが、すぐそばに立っていた。

「ハインツっていうんだ、僕」

　んじゃハインツ、と言ってリクはしゃがみ込み、ハインツと目線の高さを合わせた。

「ちょっと手ぇ貸してくんね？」

　口の端を持ち上げて笑う。

「……う～ん、何するの？」

「オモシレーことっ」

「楽しい？」

「楽しいぜぇ」

　心が動いた。誘い文句よりも、その魅力的な表情に。

　何をやっているのかは知らないが、心から楽しんでいる顔だった。

　禍まが姫ひめを奪う、という大目的があるにはあるが、ハインツはカミラほど任務に熱心ではなく、何より彼はとかく争いごとを嫌うふしがあった。できればみんなで笑い合ってずっと楽しいことをしていたいし、できればずっとカミラもそうであってほしい。

　春はる田たリクも前回ボコボコにやられた相手ではあったが、不思議なほどに不快感は沸かなかった。それはきっと彼がいつも楽しそうにしているからで、いまだって、ああ、いいなあ。まぜてほしいなあ、と思ったことは、まぎれもない事実だった。

『カミラ……』

　頭を撫なでる。

　膝ひざ枕まくらをしてあげるせっかくの時間を手放すのは少し惜しい。けれど。

『……ちょっと行ってきていい？』
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　騎馬戦、男子の部。



　グラウンドはものものしい雰囲気に包まれていた。白線の内側で、出陣を待ちわびる騎馬は紅白ともに同数の40騎。すでに陣形を組み終え、開始を待つばかりとなった両軍だったが、最後の闖ちん入にゆう者しやが、これがなんとも、いやはや。

　春組。

　たったの。

　一騎。

　春田リクを正面に据え、両サイドには天あま原はら昴すばると浅海碧ハインツ。ちなみにハインツのハチマキには恥ずかしげもなく『カミラ』と日本語で書かれている。そして肝心の騎手は……、

「――――壮観なり」

　３人の頭上にふんぞり返って陣取るのは、なんと黄こ金がね橋ばし学園のアイドルにして絶世の美少女、白しろ崎さきチカであった。

　なりは小さくとも醸し出すオーラは将軍レベル。何もしていないのに風が吹き荒れて逆巻き、なんとなく戦場っぽい雰囲気を作り出す。そしてそういう目で見れば、名札に“〝初　５―ペガ　白崎チカ”〟と書かれた体操服がなにか勇ましい甲かつ冑ちゆうに見えてこなくもない。

　まあ、問題は――――。

　男子の部、である。

　しかも、ここしばらくスルーされているが、この体育祭、中高の体育祭なんである。だもんで、やっぱりというか、競技係がやってきた。

「すみません、あの、男子の部なので」

　チカは馬上から平然と彼を見下ろして、

「男の子である」

「…………」

　真顔だった。

「あの、そうは言っても」

「男の子である」

　よくもまあそんなエラそうな顔してそんな八方破れの主張ができるものである。

「それに、初等部のコはちょっと……」

「高校生である」

「…………」

「二年ウサギさん組である」

「…………」

　ダメだこいつ……早くなんとかしないと……。競技係は放送テントに助けを求めた。

　するとこっちはこっちで、校長がなぜかとてもいい笑顔で親指を「グッ！」と立てており、その背後では教頭が憎しみ１００％の表情で校長に向かって「ファック！」の中指をおっ立てており、その他の先生方は全員うつむいて「何も見ていません」と日ひ和よっており、つまり総意としては『許可』ととっていいようだった。

「ええ……では本部の許可が下りましたのでこのままで……」

　どうにも納得のいかない顔で引き下がろうとする競技係に、「係さんっ」チカの声。

　はい？と振り向いたそこに、

「あ・り・が・とっ☆」

　発射。

　萌もえ萌えきらきら多弾頭エンジェル・ミサイルが、競技係のハートに全弾命中した。これでどうなるかというと……。

　――あれ……なんか……。

　目の前の少女が、とたんにすっごく可愛かわいいコに思えてきた！

「あ、う、うん」

　ぎこちなく頷うなずく彼は、すでにチカの手のひらの中。

　視界がかすむ。まぶしくて彼女を見ていられない。バックになんか白い花がいっぱい咲いてる気がする。高鳴る胸。首が、頬ほおが、体が熱い。

　恋、だった。

　小学生の分際でアイドルとかファンクラブとか揃そろいも揃ってみんなバカじゃないの、なんて思っていた過去の自分に潔くサヨナラ。こんにちは新しい自分。世界ってこんなにキレイだったんだね。ところでファンクラブ入会申込書はどこですか。ハンコは要りますか。通帳は要りますか。

「――造作もない…………」

　ふらつきながら去っていく彼を横目に、チカは婉えん然ぜんと笑んだ。

　またひとりファンクラブに新しいおともだちを増やして、白しろ崎さきチカ――

　いざ、出陣。



　あちらの作戦は、わかりやすかった。

　開始の音楽が高らかに鳴り響くや、紅白の騎馬の約半数が群れをなしてチカに襲いかかってきたのだ。

　なにせチカは春組唯一の騎馬にしてハーン。初しよっ端ぱなから大将を討ち取るチャンスとくれば誰だれしも狙ねらわずにはいられない。

　だが、春組陣営もそんなことはとっくに予想済みだった。先頭のひとりの手が頭に伸びるや、チカの口がかぱっと開かれ、

「キャァァ―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――ッッ！」

　突然の悲鳴に怯ひるむ敵騎たち。な、なんだよ、びっくりしたなあと誰かが呟つぶやく先から、

「ひっく、ひっく……」

　お次はいきなりぽろぽろ涙をこぼし出したかと思うと、

「うええっ、こわいよぉっ」

　ええっ？　泣くの？

　周りの騎馬たちは驚いた。むしろショックだった。

　なんでだ。なんで泣いてるんだ。にわかにオタオタし始める約40騎。

「お、おい、泣いちゃったぞ……」

「お前がいきなり向かってくから……」

「お、オレのせーかよ!?」

　立ち止まって押し合いへし合いやんややんや、すっかり出鼻をくじかれてしまった騎馬たち。こんなに可愛かわいい子供が目の前で涙をこぼして泣いていて、しかも原因はほぼ間違いなく自分たちにあって、そのせいで一泣きごとに罪悪感がボタ雪みたいに重く重く降り積もっていく。チカの頭はすぐそこにあって、いまからでもハチマキを取ろうと思えばたやすく取れるのだが、どっこいこの空気、そんな狼ろう藉ぜきに及んでしまったが最後、良心の痛みに耐えかねた奴やつらに四方八方からメッタ打ちにされて血の海に沈むこと請け合いである。

「ああ、どうしたらいいんだよう……」

　ぐすぐす言うチカを前に、敵騎はそろいもそろって頭を抱えた。しょせんはまだ人生経験の浅い高校生しかも男子、泣かせてしまった子をうまくあやす高等スキルの持ち合わせなどあるはずもなかった。

　ほら、ほら、と周りに促されて、ひとり前に押し出されたのは、さっき先頭を切ってチカ騎に突進していった一騎。「あの、あのちいたん、ご、ゴメンね？」

　ぐすっ、ぐすっ。

　ほらお前も、と彼が促すと、やっぱり皆大なり小なり罪悪感はあったようで、全員でチカ騎を取り囲むと、口々にワビを入れ始めた。

「ごめんねちいたん」「オレらが悪かったよ」「もうしないから、な、な？」「だから泣きやんでくれないかな」「ハァハァ泣いてるちいたんかわいいよハァハァ」ドギャス！「ちったあ空気読めよ豚がああっ！」メギャス！　ゴギャス！「死んでワビろウンコ野郎！」「ぼっぼくは弾圧には屈しないぞっ」ベギャス！　ズギャス！「誰だれがなんと言ったってちいたんはっちいたんの泣き顔は最高のオカｚ」「てめえそれ以上日本語喋しやべってんじゃねえええっ！」がっしゃガリガリボキボキポキポキポキめちゃこっザシュッザシュッザシュッくちゃっくちゃくちゅくちゅメリメリぐちゃっぐじゃっダッスンダッスンちゅいんめきっめきめきめきグシャッドガガガガガシ――ン！　ガシ――ン！　ガシ――ン！

　…………ぽと。

　とて。

　ころん。

「……はあっ、はあっ、はあっ……ち、ちいたんごめんね。こいつちょっとヤキ入れといたからね」

　あっそうだちいたんこれっ、と肩で息をつきながら彼は「こいつがしてたハチマキあげるよ、ほら」屍しかばねからむしり取った白いハチマキをチカにこわごわ渡した。

　受け取ったチカはしばらくくすんくすんとしゃくり上げつつそのハチマキに目を落としていたが、そのうちおずおずと顔を上げ、「えへへ……」と涙で濡ぬれた頬ほおにはにかんだ笑顔を浮かべたのだった。

「――――！」

　笑った！

　ちいたんが笑ってくれた！

　ぐったり疲れ果てた彼らの目に、その笑顔は日輪にもましてまぶしかった。

　おぼつかない手つきでそのハチマキを“〝円高”〟ハチマキの上に重ね、

「に、にあ……う？」

　ただの白いハチマキに似合うもクソもないのだが、上目遣いにおずおず尋ねてくるチカに、返すべき言葉の選択肢など存在するはずがない。「に、似合うよ！　すごく似合ってるよちいたん！」

　先ほどの大泣きで精神をいやというほど消耗させられて、彼らの脳みそはもうダウン寸前だった。もうあんな思いはゴメンだ。

　ゴメンだったから、「でも……」と呟つぶやいてチカがまた目をウルウルさせ始めたとき、彼らは奈な落らくの底に叩たたき落とされた思いがした。またか。今度は何が悪かったんだ？　何をすれば泣きやんでくれるんだ？

　チカは言った。

「でも、ひっく、これ……赤くない……」

　フツーなら「は？」で一いつ蹴しゆうするところである。

　赤くなくてどうした。白いハチマキなんだから当たり前だ。

　だが、彼らは違った。



    

  
    
      



    

  
    
      　繰り返すが、疲れていたのである。

　脳みそが、もうなにも考えたくないのである。

　ただひたすら、安らげる場所に行きたいのである。

　そんな彼らの頭の中は現在、



『ちいたん、ハチマキが赤くないので悲しい』

　　　↓

『赤いハチマキがあるといい』

　　　↓

『あげよう！』



　という、とんでもない方向に誘導されていた。

「おい赤組！　誰だれかハッ、ハチマキあげろおおおっ！』

　だから、赤組陣営からハチマキが我先にと差し出されたとき、それこそ誰も疑問になど思わなかった。

　彼らの願いはただひとつ。

　これでどうか、泣きやんでください……！

　全員の思いを乗せた赤ハチマキ20本を、チカは泣きながら、しかし意外に素早い手つきで受け取っていった。

　すべて受け取ると、チカはまた、

「えへへ……」

　とはにかんだ笑顔を浮かべた。

　……ほっ。

「でも……」

　うるっ……。

　……またか―――――――――――――――――――――――――――――っっ！

「これ、白くない……」

「ぎゃ――――！　しっ、白組ハチマキ！　いますぐハチマキぃぃぃぃっっ！」

「わ、わかってる！」

　思考力、ゼロ。

　いいように翻ほん弄ろうされて、両陣営の騎馬の額から残らずハチマキが姿を消した。

　こ、これで、なんとか泣きやんで……。

「えへへ……」

　ほっ。

「でも、」

　うるっ……。

「ぎゃ――――――――――――――――――――――――――――――――っっ！」

「みんな、ジャマだからどこかに消えてほしい……」

「はいっ！　消えますいますぐ消えますむしろ消滅してみせますっ！　だからちいたん、泣きやんでぇ――――――――――――――っ！」

　ぞろぞろとチカ騎を取り囲んでいた騎馬が、風にさらわれたように一瞬でいなくなった。

　視界、とってもクリア。

　いろいろ、オールクリア。

　涙ひとつで、ハチマキしめて42本――――ゲット！



「――何をやっている！」



　この異様な光景に気がついて駆けつけた増援があった。

　いや――増援、という生やさしいレベルではない。残っていた騎馬のほとんどがこちらに向けて集結しつつあった。

「何事だ！」

　白組のハーンが、戻る途中で崩れた騎馬を捕まえて訊きいた。胸ぐらを掴つかみ上げられた彼は、陶酔した表情で「ちいたんに……ちいたんに笑ってもらうんだ……」とうわごとのように繰り返している。

「これは……ただごとではない……！」

　彼はバッと手を放して、率いる全軍に喝を入れた。

「ついてこい！　春組ハーンを討つ！」

　オオオオオオ―――――――――――――――――ッッ！

　すでに奪ったいくつものハチマキを頭上に振りかざして、にわかに戦乱の空気が陣を満たす。時を同じくして、赤組陣営からも鬨ときの声が上がった。

　全軍、突撃。

　雪崩なだれを打って殺到した第二陣に、春組ハーン白しろ崎さきチカはまたも瞳ひとみをうるませ「こ、こわいよう……」

　だが、すでに一度戦いをくぐり抜け生き残った猛も者さどもは、油断することの恐ろしさを身に染みて味わっていた。

「そんな手に乗るものかあっ！」

　やらなければやられる。そんな弱肉強食ワールドの住人に、悠長なぶりっこ戦術は通じそうになかった。

「――へぇ……そう」

　チカの切り替えは素早かった。ふん、と吐き捨て、目め尻じりに溜たまった涙をびっと中指で飛ばすと、そこにはすでに刃物の眼光。嘘うそ泣きの茶番はもう終わりとばかりに体操服の中に手を突っ込み、引きずり出したのは……あの奥の手だった。

　空恐ろしい文言とともに、指輪がひとつひとつ右手に装着されていく。

「小指のイエローダイヤ５５００万……

　薬指のホワイトダイヤ５８００万……

　中指のピンクダイヤ６０００万……

　そして人差し指のブルーダイヤ８６００万……！」

　日替わりであれこれ変えていた宝石はついにすべてダイヤに切り替わり、悪魔のブルジョアナックルは、地球上で最も硬い、まさしく最強のダイヤナックルへと変へん貌ぼうを遂げていた。

　だが――

　総計○億円！　人生の勝ち組ビクトリーナックル！

　……というおきまりのセリフは、いつまでたっても聞こえてこなかった。

　代わりに響いた声は――

「左小指のブラックダイヤ４８００万……」

　誰だれが信じるだろうか。悪魔の文言が、まだ終わってはいなかっただなどと。

「左薬指のブラウンダイヤ５２００万……

　左中指のレッドダイヤ７０００万……

　左人差し指のグリーンダイヤ１億１２００万……！」

　恐ろしい。その小さな両手に宿した凶悪なる８つの光。

　いつものおちゃらけた雰囲気はどこかへ吹き飛び、左右の拳こぶしを力強く打ち合わせて、春組の馬上におわすはかわいらしい皆のアイドルなんぞではなく、この世の何ものよりも強いカネのオーラを尽きせぬ水流のごとく噴き上げ、天をも穿うがたんとする恐ろしい魔神の姿だった。

「総計ついに５億超え……人生の勝ち組ビクトリーナックル・最終形態オメガ……統べる者の拳カイザー・ナツクル！」

　その姿を見た者は、唐突に悟るのだ。この世に人は二種類しかいないのだと。

　統すべる者。

　統べられる者。

　この大地を這はうちっぽけなアリのごとき卑小な自分は、その後者以外の何者でもないのだと。そして、目の前におわすこの方こそが、まさしく我々を統べるべくして生を受けた方なのだと。どだいこの御お方かたに逆らおうとすること自体が大それすぎた行為だったのだ。ハチマキを奪う？　彼女を討つ？　思い上がりも甚はなはだしい。この大地を這うちっぽけなアリのごとき自分が、神に触れようなどと、いやそれどころか近づくことすらおこがましい。アリのごとき自分に許された行為など、ただひたすらに頭を垂れ、かしずく以外に存在しない。

「ハチマキを……差し出しなさい……」

　もたらされたものは、まさに天からの啓示だった。

　喜びが胸に満ちる。ああ、こんなちっぽけな自分でも神のためにできることがあるのだと。疑いも迷いすらもなく、ただその神気に浴する幸福を全身に感じながら、白組ハーンの彼は自らのハチマキをほどき、うやうやしく神に献上した。

「――うむ」

　神は畏おそれ多くも手ずからハチマキを取り上げてくださり、それだけでも身に余る光栄だというのに、その上、

「ご苦労。大儀であった」

　――――！

　雷に打たれたような、とはまさにこのような体験を言うのだ。頭から爪つめの先にいたるまで、激しくそれでいて甘美な痺しびれが走り抜け、知らず瞼まぶたからは喜びの涙が流れ、気がつけば口からは「ありがとうございます！　ありがとうございます！」という叫びがほとばしり出ていた。



「「「ありがとうございます！　ありがとうございます！」」」

「おい、リク……」

「「「ありがとうございます！　ありがとうございます！」」」

「なんだよ……」

「「「ありがとうございます！　ありがとうございます！」」」

「さすがに少し、恐怖を感じるんだが……」

「「「ありがとうございます！　ありがとうございます！」」」

「気が合うな……おれもだ……」

「「「ありがとうございます！　ありがとうございます！」」」

　……どこの新興宗教だ。

　異様な光景だった。ある者は地に額をぐりぐりこすりつけ、ある者はまるで神でも目撃したごとくまぶしそうに目を細めて涙を流し、そしてこのよーわからん大合唱。ここ黄こ金がね橋ばし学園第一グラウンドは、すでにグラウンドではないどこかになり果ててしまっていた。

　リクはおっかなびっくり肩越しにその人物を見やり、

「あのさ、ちい……」

　そろそろ切り上げませんか的なことを言おうとしたあたりで、一番ケツで拝んでいた奴やつがいきなり背後からぶっとばされるのが見えた。

「どいつもこいつも……だらしのない……ブフゥ……」

　サイがいた。

　巨大な原寸大のサイの置物が、御み輿こしみたいに担がれてお目見えしていた。

　サイである。サイの如ごとき、という比ひ喩ゆを使うのもめんどくさいほど、むしろサイである。

　そうだ。この光景に呑のまれてすっかり忘れていた。まだ残っていたのだ。

　赤組ハーン。

　高等部一年おうまさん組、脱だつ税ぜい院いん重しげ重しげ重しげ郎ろう太た。

　サイ。

　誰だれのとは言わないが、弟である。

　実は人類とのウワサもある、三姉弟きようだいの末っ子である。

　その巨体を前にして、リクはへっと鼻を鳴らした。

「そっちから来てくれるとは思わなかったぜ……お出迎え、ごくろうさん！」

　チカのもぎ取ったハチマキ束をざっと見るに、１００点はゆうに超えている。だが、まだ足りない。残らず狩り尽くしてやるのだ。

　赤組ハーン――こいつを討ってこそ、春組優勝への道は開かれる。

「ブフゥ……ブフゥ……」

　サイは汗をかきかき、ハンカチ――ではないバスタオルで顔を拭ぬぐい、そのバスタオルをうち捨てるや御輿に突撃を命じた。

　ビビったのはリクだった。

「お、おい、あいつ、ちいのオーラにも平気だぞ？」

「調査No.00056　脱税院重重重郎太――日本九財閥のひとつ脱税院家の跡取りだ。カネなら家でわんさかうなってる。カネのオーラじゃ屈しないだろうな」

「……あいつそんな名字だっけか？」

「脱税院を名乗るようになったのは半年前だ。もともと分家の分家のそのまた分家だったんだが――」

「へえ……」

「それが、何があったかは知らんがな、いまや立派な跡取りサマだ。そら来るぞっ！」

　猪ちよ突とつ――否、犀さい突とつ猛もう進しん。

「フホホホホッ！　ひき殺してあげるよっ！」

　20人もの奴隷にむち打ち、サイの化ばけ物ものは騎馬戦の趣旨を根本的にはき違えて突進してくる。このままでは――

「避けるぞ、ちい！」

「――このままで」

「……んだと」

　見上げたチカの顔はいつになく真剣だった。

「『かわいいだけが取り柄』。そうそう。あの人だ」

「!?」

「３つ数えたら逃げていいよ。３――」

「うえ、ちょっ、きてるきてる！」

「２――」

「もっと早く数えろっ！」

「１――」

「うわあああくるぞっ！」



　ゼロ。



「――――くあっ！」

　間一髪。

　ほんの数ミリ、頬ほおで触れそうにさえ思えるすれすれの距離を、赤組の御み輿こしはバッファローの大群のごとく行き過ぎていった。

「あ……あぶねー……」

　まったく冷や汗ものだった。

　コンマ一秒遅れたら巻き込まれていた。過ぎ去ったあとのもうもうと舞う土ボコリを横目にリクは、「……あー、もうやんねーからな。おい、ちい聞いてんのかよ。次またやれって言ったら――」振り返った。

　いなかった。

「……あ？」

　ついいまのいままでリクの背の上でふんぞり返っていた春組のハーンは、忽こつ然ぜんとその姿を消していたのだった。

「おい……」

　どこだよ。

「ちい―――――っ！」



　やったと思った。確実に。

　赤組ハーン脱だつ税ぜい院いん重しげ重しげ重しげ郎ろう太たは、ニヤリと唇をいやらしく歪ゆがめた。

　学園のアイドル？　校長のお気に入り？　それがどうした。脱税院家では毎週のように芸能人やアイドルを呼んでパーティを開催しているし、カネなら腐るほどある。この程度のチビガキに、この脱税院家の跡取り息子より秀でているところなどあるはずがないのだ。ブフッハッハッハッハッハッ。

「――へえ、楽しそうだね」

「えひっ」

　下から突然湧わいた声に、重重重郎太はその巨体を強こわ張ばらせた。

　見下ろすとそこには、ちょこん、と。

　なんともかわいらしいお嬢さんがしゃがんでいるではないか。

「こんにっちはっ☆　ちいだよっ！　……えっ？　やだあ、アイドルなんてちい恥ずかしいよう……」

　頬ほおに手を当て、わざとらしく身をくねらせる彼女こそは、ついいましがた騎馬ごと挽ひき潰つぶしたはずの人物、白しろ崎さきチカだった。

　あちらの騎馬から飛び移ってきたのだと、気づくまでにそう時間はかからなかった。

「誰だれかと思えばお嬢さんか。いらっしゃい。ブフゥ」

　彼はすぐに落ち着きを取り戻した。

　声がしたときはとっさにビクついてしまったが、正体さえわかれば何ほどのこともない。

「で、何をしに来たのかな？　ブフゥ」

「うん、えっとねぇ、その頭に巻いてるハチマキもらいにきたの～☆」

「へえ……」

　顔にこそ出さなかったものの、内心では愚かな彼女を嘲あざ笑わらっていた。寝言は寝て言え。どこのハーンがおめおめお前なぞにハチマキを渡すと思うのだ。

「それはちょっとムリだなあ。でも安心するといいよ。かわりにステキな案を思いついたんだ」

「え？　なになに　ちい聞きたいなっ」

「きみが――」突然がばっと丸太のような両腕を広げ――「そのハチマキを置いていくってのはどうだいいぃぃぃッッ！」

　技も何もなかった。この体重をもってして、彼はこの小さな生き物を押し潰そうとした。

　とたん！

　振り下ろした両手首に激痛が走った！

　痛み。腕が力を失って宙を泳ぐ。いったい、何が――

「ああ、言い忘れてたよ……」

　ぞくりとした。

　誰だれの声だ。

　彼女の声だ。

「ハチマキをもらいにきたってのは、言ってみればついでなのね」

　まるで別人の声。

　凍いてつく北極の大地、暗く深く口を開けたその裂け目の奥の奥からとめどなく吹き出してくる吹雪のような、絶対零度の響き。

「ほんとはね。あなたをブン殴りにきたんだよ」

　この痛みは殴りつけられた痛みなのだと、ようやく知った。同時に、彼女の両手に光っているものがなんであるかも。

「ぐっ……！」

　負けてたまるか。こんなガキに、このオレが。

「お、オレは脱だつ税ぜい院いん家の長男なんだぞっ！　お前みたいな、かわいいだけが取り柄のクソガキに、ま、負けていいわけがないんだよオオォォォォッッ！」

　そのまま降参していればよかったものを、息を吹き返して反撃に転じたのは、にわか成金の哀かなしきプライドゆえだった。渾こん身しんの力を込めて薙なぎ払った腕はしかし、同じ手首へのピンポイントショットで撃墜される。

「ぐううっ……！」

「ひょっとして……」ゆらりと拳こぶしを揺らして、「わたしが何言われてもニコニコしてると思ってる？」

　チカが、跳んだ。

「んなわけッ――ないでしょッ！」

　声は一瞬で沸点を突き破っていた。

　煮えたぎる意志とともに打ち出された拳が、彼の頬ほおを襲った。

「ボぐゥ！」

「みんなさあ！　言うんだよね！　ちいたんかわいいね、ちいたんかわいいねって！　それってさあ、褒めてるようで見下してるんだよ！　かわいいんだったら人形でいいじゃん！　ぬいぐるみでいいじゃん！　対等に見てくれてないんだよねそれって！　ぬいぐるみはぬいぐるみらしくしてなきゃいけないんだよ！　わたしがちょっとかわいくないことするとみんな言うの。オレは私は、ちいたんそんな子じゃないと思ってたって。

　馬ばっっ鹿かじゃないの！　かわいいだけの人間なんているわけないじゃん！　わたしだってムカつくし悪態つくし殴りたいときもあるんだよ！　コドモだからってみんなナメてんだよね！　なんにもできないみたいに、かわいい以外なんにも能がないみたいに言うんだ！　そう、今のあなたみたいに！　だから、それがガマンできなかったとき、わたしはいつも――」

　両の拳を頭上に振り上げ、猛然と振り下ろす。

　ダイヤの指輪がいちどきにすっぽ抜けて、御み輿こしの上に叩たたきつけられる。

　チカの拳こぶしはいま、生身だった。

　カネ。容姿。持てる武器を自らかなぐり捨て、丸腰となった彼女。

「ひっ」

　重しげ重しげ重しげ郎ろう太たは後ずさった。

　もう怖がるべきものなど何もないはずなのに、再びぎゅっと握られたその拳が、重重重郎太にはこの上もなく恐ろしいものに見えた。額から脇わきから背中から、汗が噴き出して止まらなかった。

　チカが拳を引いていく。

　動けない。逃げられない。

　ようやく悟る。

　丸腰のチカは、これまでのどの彼女よりも強い。



「こうやって――――押し通ってきたんだよッッ！」



　サイの鼻っ面に、小さな小さな、ダイヤモンドの意志を乗せた拳が突き刺さった。
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「いやあ……いなくなったときゃ、どうなることかと思ったぜ……」

　得点の集計が終わり、ハチマキをそっくり返して戻ってきた彼女を出迎えたのは、心から安あん堵どしたリクの笑顔だった。

　心配してくれていたことがわかって、彼女はちょっぴり嬉うれしい。

「やっぱおめーはすごい奴やつだよ！」

　はっはと笑って、肩をバシバシ叩いてくるリクの嬉しそうな顔を見ていると、出場したかいもあるというものだった。

　そんな彼に、言っておかねばならないことがあった。

　彼女はためらいがちに口を開く。

「あ、あのね、リク」

「ん？」

「その～……」

「なんだよ？」

　何をためらっているのだろうと自分でも思った。こんなこと言ったって大丈夫に決まっているのに、それでも言い出すのに少しだけ勇気が要った。

「ビクトリーナックル……捨てちゃった……」

　自分に人が集まってくるのは、容姿が優れているからこそ、お金を持っているからこそなのだと知っていた。その２つがなければ誰だれも寄ってきやしない。――ひとりを除いては。

「……そっか」

　リクは頷うなずいた。

「じゃ、次からケンカするときどうすんだ？」

　さも当たり前のような問いに、彼女はどうしようもないほどの安あん堵どを覚える。

　よかった。信じてはいたけれどやっぱりどこかで不安があったのだろう。考えてみれば失礼な話だ。そう思うととたんに元気が出てきて、

「ぶっ。ちい、ケンカなんてしないよぅ」

　ぶりっこのできるようになった彼女は、もういつもの笑顔だった。

「ウソつけよ」

　リクがつられて笑う。

　そこで彼女はすっと表情を引き締めて、

「――素手でやるよ？」

　と言ってやった。

「おいおい大丈夫かよ」

「大丈夫。ちい強いもん」

　そっか、と言って、リクは彼女の頭に手を置く。

　まあ、知ってるけどな。

　そう言って身を翻したリクに、なんだかいい知れない感情を覚えて、彼女はまたいつものようにリクの腰まわりに抱きつくのだった。

『ちいたんかわいいね』だなんて、一度だって言ったことのない彼の腰に。

　

「リクぅ、大好きぃ」
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　騎馬戦・男子の部、得点発表。

　赤組、０点。白組、０点。春組、１６０点。



　女子の部と合わせ、総合得点は――

　赤組、２２４点。白組、３６４点。春組、２１１点。



　たった二種目。

　たった二種目で、春組は赤組に肉薄した。



    

  
    
      
ＲＯＵＮＤ　３　“〝リレー”〟





　騎馬戦を終えてハインツが戻ってきたときには、カミラはどうにか立てるまでにダメージを回復していた。まだ体はだるそうではあるものの、本来の意地がそうさせるのか、凛りんと背筋を伸ばして体育館前の段差に腰掛けていた。

　まあ、もみくちゃにされたおかげで髪も体操服もクシャクシャで、体操服のソデはさっき拭ふいたトマトの色にまだ汚れていたけれど。

　むっすり黙りこくって睨ねめ上げてくるカミラに対し、ハインツは興奮交じりにいましがた体験してきたことをまくし立てた。

『ねえねえカミラ聞いて聞いて！　すごかったんだよキバセン！　あのね、いろんな人がすごい勢いで僕たちの前に集まってくるの！　それでね、みんあいっせいにひざまずいてペコペコしたり泣いたりお礼言ったりするの！　すごいよねキバセン！　こんな遊びがあるなんて、僕知らなかったよ！　やっぱり世の中は広いや！』

　あまりに夢中だったものだから、カミラの顔が途中からどんどん曇っていくことにハインツは気づかなかった。

『それでね、最後に大きな親玉の人がいたんだけどね、あの小さい子がひとりで戦いを挑んで勝っちゃったの！』

『ずいぶん……』

『もうすごくって、僕思わず……へ？』

『ずいぶん楽しそうじゃない？』

　険しい声だった。にもかかわらず、ハインツは喜色満面で頷うなずいた。

『うんっ！　すっごく楽しかった！』

　その返答で、自ら虎の尾を踏んづけてしまったことにも気づかずに。

『……ふざけないでっ！』

　突然の怒声に、ハインツはひっくり返った。

『ちょ、ちょっとどうしたのさカミラ』

『楽しいってなに？　ねえハインツ、わたしたちの目的はなに？』

『え、えっと……』

『えっとってなに？　そんなことさえも忘れてひとり楽しんでたってわけ？　呆あきれた。呆れてものも言えないわ』

『あの、ごめんね……？』

　謝罪は逆効果だった。カミラはいっそう眉まゆを逆立てて怒鳴った。

『何がごめんよ！　あなた、私が怒ってるから謝ってるだけでしょう？　おおかた私が怒らなかったらいつまでもあっちで呑のん気きに遊んでたにちがいないんだわ！』

『カミラ、僕はただ……』

『言い訳なんて聞きたくない』

『違うよカミラ聞いて。僕、こっちに来てずっと思ってたことがあったんだ』

『…………』

『ここの人たちって、みんな楽しそうにしてるんだよね。初めてここに来たときだってさ、わいわいお祭まつりやってたじゃない？　それに今日だってみんなウキウキしてる』

『当たり前じゃない。こっちはあっちと違って争いごとなんてないんだもの。あっちでこんなおおっぴらにお祭りやってたら馬ば鹿かだわ。それこそ稲妻でも落とされておしまいよ』

『そこだよカミラ』

『……？』

『争いがないから平和なんだよ。そんなのわかってるって言われるかもしれないけど、でも、禍まが姫ひめを連れて帰ったらまた争いの種が増えるじゃない。それっていいことなの？』

『…………』

『カミラだってわかってるんだろ。どっちがいいかってことぐらい。だからさ――』

『任務なの』

『カミラッ』

『これは任務なの。それに、これは私たちより偉くて頭のいい人たちが何人も集まって出した結論なの。だからきっと、正しいんでしょうよ。ろくに知恵も知識もない私たちが口を出すことじゃないわ』

『ちがうんだよカミラ、それは、』

『たとえ正しくなかろうと！』

『っ』

『命を受けたあなたがそれを放ほうり出だして遊んでいたのが、私は気にくわない！　ああ、口に出してみれば単純なことだったのね。そうよ。気にくわないんだわ。私、あなたが気にくわない』

『カミラ……』

『私、ひとりでやる。ハインツ、あなたはあの連中と遊んでていいわ。よかったわね』
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　午後の四種目、３つめ――リレー。

　運動会の花形種目といえば、なんといってもコレである。

　１００ｍ走と走る距離は同じでも、チーム戦である以上、そこにはひときわ熱い戦いが繰り広げられる。チームを背負って走る彼らに浴びせられる声援は１００ｍ走の比ではない。なにせ足が速いだけで英雄になれるのだ。これを逃す手はない。特にアンカーは足に自信のある奴やつが揃そろっており、もちろんそれは50ｍ６秒２のリクとて例外ではないのだが……。

　ひとつ、問題があった。

「うーん……」

　ランナーが８人必要なのだ。

　ちなみにそのうち女子は４人で、男女が交互に走る決まりになっている。

　春組メンバーはいまのところリク、昴すばる、ねこ、チカ、ひょう。この時点で３人足りない。

　まあ、足りないのは最初からわかっていたことだから、春組は特別にひとり２回走ることを許されている。

　苦心の末、リクは次のオーダーを発表した。



“〝ひょう、昴、チカ、リク、ねこ、昴、ひょう、リク”〟



　足の速い順に３人。リク、ひょう、昴が２回走ることにして、インターバルもできるだけ長めにした。ネックはチカだが、なんとかリクとひょうでカバーしたい。

　……などと考えていると、ハインツがしょんぼり肩を落としてとぼとぼ歩いてきた。

「……どーしたんだ？　浮かねー顔だな」

「うん、ちょっとね」

「なんだよ」

「カミラ、怒らせちゃった」

「ありゃりゃ」

　事情を聞いてみると今日一日でずいぶんな目に遭あっている。ただ丸まる鍋なべねこを追っているだけであちこちからジャマされていれば、そりゃさぞかしイライラもしているだろう。カミラは見た感じきっちりさんだし、そんな彼女からしてみればハインツのこのゆる～い対応も十分怒る理由になりうる。おめーはなんも悪くねーと言うだけなら簡単だが、それはあまりに無責任な気がした。

「や、まあ、様子見ようぜ」

「……そうだね」

　かくして、それぞれの悩みを胸に抱いたまま、リレーの幕が上がる。
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「位置について」

　グラウンドから人の声が絶えた。

　スタートライン。

　各組の第一走者の女子が横一線に並んでいる。

　春組は、蘭あららぎひょう。

　ご自慢のツインテールを後ろに流し、クラウチングスタートの構え。しっかりと前を向いて、ひたと見据えるはこの地平。

「用意」

　すっと腰を上げる。美しく、しなやかな足。バネを引き絞る。

　静寂。

　セミの音。

　静寂。

　静寂――――。



　号砲。



　いち早く飛び出したひょうは、のっけから後続を大きく引き離した。

　２秒でわかる。

　積んでいるエンジンが違う。

　影も踏ませぬとはまさにこのことで、いったんトップギアに入ったひょうに追いすがれる女子はこの学園にはいなかった。土を蹴け立たててコーナーに突入し、白線ギリギリの最短コースをすばらしいドライブで駆け抜ける。コーナーを抜けた頃ころには、残る二人とは歴然といってもいいほどの差がついており、脚力の違いをまざまざと見せつけて第二走者――昴すばるにバトンタッチ。

　昴は50ｍ６秒８。まあ速いは速いのだが、赤組白組も俊足を揃そろえてきているため引きはなすのは難しい。彼の目標はリードを保つことだった。

　と、コーナーにさしかかったとき、不意に突風が吹いた。

　風に煽あおられてトラック沿いのコーンが引きずられ、ちょうどそこを通過する昴を襲った。

　まさにタイミングが悪かったとしか言いようがない。直前で気づいた昴はジャンプでかわそうとして間に合わず、また運の悪いことに足の間に挟まって、彼はもんどりうってグラウンドに転がった。

「昴―――――――――っ！」

「ああ、くそ！」

　すぐさま立ち上がった昴。右ヒザが破れ、血が出ていた。

「おい、大丈夫か！」

「うるさい！　大丈夫に決まってるだろう！」

　とは言ったものの、それからの走りは明らかにおかしかった。顔に苦く悶もんの脂汗を浮かべ、右足を引きずって、走りとは到底言えない走り。スピードなど出るわけがなく、昴はあっという間に後続の二人に追い抜かれた。

　ようやくチカにタッチしたときには、すでにけっこうな差が開いてしまっていた。

　リクがトラック半周回った待機地点で、声を上げる。

「ちょっと待ってろ！」

　しかし、チカの走りは遅かった。小五だから高校生と比べると当たり前なのだが、もともとあった差がさらに開いて、リクにタッチしたときにはほぼ四分の一周（50ｍ）のリードを奪われていた。

　韋い駄だ天てんリクに代わってその差を５ｍほど縮めるも、50が45になったところでたいした違いはない。いやそれより昴すばるだ。ねこにバトンを渡したリクはまっさきに昴の元へ駆け寄った。

「はあ、はあ、大丈夫か昴……うわ、大丈夫じゃねーなこりゃ」

　ヒザはけっこうな勢いで出血していた。

「うん、じゃあつぎ昴のぶん、おれ走るよ」

　ひとりで３回も走らなければいけないが、仕方ない。

「大丈夫だ」

「いやいや大丈夫じゃねーから」

「大丈夫だと言ってるだろう！」

「うっせ」

　聞き分けのない昴の頭に、リクはゴチンとゲンコツを落とした。

「なっ……？」

「おれが走る」

　そう言い捨て、リクはトラックを横切ってタッチラインへと走った。はるか前方でデッドヒートを繰り広げる紅白ランナーが見える。ああ、くそ。盛り上がってやがんなあ。

　言ってしまったはいいが、実際どうか。次はいける。だが、アンカーはどうか。しかもアンカーは倍の２００ｍ走らなきゃいけないのだ。

　いや、と首を振る。できるできないじゃない、やるしかないのだ。

　ねこからバトンを受け取る。もうどれくらい差がついているのかもわからない。予定だと並んだところで白組をこそこそ妨害してやるつもりだったのに、とんだトラブルだ。

　走る、走る、走る。

　ようやく、ひょうにタッチ。

　立ちつくす間もなく「おおしっ！」とカラ元気で自分を奮い立たせ、またトラックを横切って半周先のバトンパスゾーンへと向かう。

　次はいよいよアンカーだ。

「はあ、はあ、あー……」

　ムリだ。

　言いたかない。言いたかないが、ここからトップをとれる可能性は限りなくゼロに近い。

　２００ｍを走れと言われれば走ろう。心臓は早鐘を打っているし、足は鉛のように重かったが、走れなくはない。問題は距離だ。およそ40ｍの差をたった２００ｍで縮めるのは、相手が小学生でもない限りまずムリといってよかった。

「くそ」

　昴すばるは責められない。

　白組のテント脇わき、集団から離れてぽつんと座っているハインツの姿が目に入った。一瞬あいつに走らせようとも思ったが、それでもさほど状況は変わらないだろうし、だいいち傷心っぽいハインツに走れと強要するのはいかにも気が引けるし、そういえばカミラは結局どうなったのだろうと、

　……カミラ？

　そのときだった。

　天からアイデアが脳天めがけてどっしんと降ってきた。

「あああ―――――――――――！」

　思わず大声を上げた。

「いける！　これいける！」

　見つけた。逆転の秘策。

　この状況。おそらく、いや確実に奴やつは乗ってくる。

「おい！　ちびアリクイ！」

「一生ついていきますが何か？」おわ、いた。いつから尻しりポケットに。

　まあいい。あとは――「ハインツ！」

　いまこんなことをお願いするのは心苦しいが、どうしてもやってもらわなければならない。使えるものは敵でも使え。

「ど、どうしたの？」

「頼む。通訳してくれ」

　いまこそ、この天性のホラが火を噴くときだ。
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　浮かない顔でやってきたハインツは、あの男を連れていた。

　いつも禍まが姫ひめの近くでウロチョロしているあのアホそうな男。

　いまさらなによ、とカミラははねつけたが、お願い、聞いて、とハインツがあまりにも真剣に頼むものだから、仕方なく耳を貸してやった。

　だが――

　聞くにつれ、とんでもない事実が明かされてきて、カミラは耳を傾けずにはいられなくなった。

　この男の語った内容は恐ろしいものだった。

　曰いわく――“〝この街には、強力な結界が張られている”〟

　力の大きさもさることながら、規模が尋常ではなく、街をまるごと覆っているという。

　そして、その目的は、禍まが姫ひめを外敵から守るため。

『そういえば……』

　思い返してみれば腑ふに落ちることだらけだった。禍姫をつけねらっている間中ずっと、カミラは不自然かつ理不尽な攻撃にさらされていた。一度ではない。何度も何度も。野菜を売っていた男。鉄球を身につけていた男。長くてかたいパンを振りかざしていた女。あの巨大ブタ。左右からカミラを挟み打った奇妙な陣形。すべては、すべては――トラップ。

　そう考えればすべて納得がいく。

　それにしても、なんという広大な結界だろう。ひとつの街を丸ごと覆う結界を作れるほどの魔力は、いったいどこから手に入れたのだろう。平和な世界だなどとはとんでもなかった。魔法使いのいない世界だなどと、とんでもない誤りだった。

　いるのだ。この街のどこかに。これだけの結界を作れる魔道士の集団が。

『く……！』

　だが、カミラは諦あきらめてはいなかった。

　破れない結界など存在しないのだ。必ずどこかに綻ほころびがある。

　２００年近く続いたバストゥーンの結界も、究極の結界と謳うたわれた四陣結界フオステマ・ロウも、針の穴ほどの綻びを突いて破られた。ここに潜む魔道士集団がどれほどのものだかは知らないが、隙すきはある。必ず。

『カミラ、よく聞いて、その方法はね――』

　まくしたてるハインツの後ろ、突如雷光が爆はぜた。

『……小こ童わつぱどもが……』

　いつの間に。ハインツの背後、空中に手のひらサイズのアリクイがふわふわ浮いていた。ぱりっとした服を着込んで、妙な帽子まで被っている。

『このコガネバシ結界を破ろうなどとは……よほど命が惜しくないと見えますな……』

　魔道士だ。結界の守護者。そうとしか考えられない。

『カミラ、あの筒だ！』

　ハインツは血相を変えて叫んだ。

『あの筒がカギなんだ！』

　男がハインツの肩を強く揺さぶる。逃げようと言っている。その背後で、バチバチと空気が爆はぜる。アリクイの体が徐々に光の色に染まっていく。

『この人が言ったんだ！　結界の破られるときは一年に一度しか訪れないって！　それが今日なんだって！　この盛大な儀式は、一年に一度の綻びを覆い隠すためのものなんだ！』

　儀式。

　疑問がすうっと整理され、すべてが一本の線につながっていく。

　この不可解な催し、この白と青の妙ちくりんな衣装（注：‥体操服）、額に巻かれた妙ちくりんな布（注：‥ハチマキ）、変わった形の大規模魔法陣（注：‥２００ｍトラック）。

　これらが。

　何もかもが。

　結界を維持するための儀式――――！

『なんということ……！』

　つっと汗が頬ほおを伝った。

『破るんだ！　結界を！　あの筒を奪って、あの人たちより速くここを一周するんだ！　そうすれば、結界は解け――』

　バンッ――足下に小さな爆発が起こって、ハインツはひっくり返った。

『ハインツ！』

『行って！』

『……っ』

　ぐっと言葉を飲み込んで、カミラは地を蹴けった。危険を冒してまで結界を破る方法を伝えてくれた彼。その意志を無駄にしてはならない。

　任務を。

　ただ任務の遂行を。

　もう迷わなかった。魔法陣の一隅で立ちすくんでいる女（注：‥バトンを渡す相手がいなくてまごついてるひょう）。彼女の手から例の筒を力任せに引き抜いた。

　先を走る連中は二人。すでに魔法陣を三分の二周しており、いまから追いつくのは並の人間にはまず不可能だった。だが――



    

  
    
      



    

  
    
      『私を誰だれだと思っているの……！』

　彼女にはできるのだ。それが。

　血の流れとともに、魔力が体内を巡っているのを感じる。体中に散らばった魔力をかき集めて練り上げ、自然の法則にねじ込む。すべての魔術はこうして発動する。

『偉大なる始祖のひとり、時の魔女グレタ＝オングストロームの眷けん属ぞく！

　私は！　カミラ＝ヘルツォーク！』

　力が、足下から迸ほとばしった。



　　　＊＊＊



　グラウンドに仕掛けてあった地雷が、トラックに沿って次々爆発していった。

　少なくとも、皆の目にはそうとしか映らなかった。

　巻き上がった土煙が視界をさらってしばし。それがすっかり風に吹き流されたとき、彼らが目撃したものは、トラックに沿ってえぐれた大地だった。

　土つち埃ぼこりに咳せき込んで走るどころではなくなった二人の最終走者アンカー。

　ただただ唖あ然ぜんと立ちつくすゴールテープ係。

　真ん中からちぎれて風に泳ぐゴールテープ。

　そして、その少し先のところでヒザに手を突き、背中で息をしている、つい５日前に転校してきたばかりの彼女――嵐野とらカミラの姿だった。

「はあっ、はあっ、はあっ、はあっ」

　このグラウンドにいるほとんどが、いま起こった事態を飲み込めていなかった。

　春はる田たリクのあっけらかんとした笑い声が響かなければ、時はいつまでも止まったままだっただろう。

「あっはっはっ！　すっげえ走り。全国とかもうメじゃねーな」

　走り。

　走ったのか。あれは、彼女が走った光景だったというのか。

　その認識が少しずつ生徒たちの間に浸透していくにつれ、やがて驚きよう愕がくの声があちこちで呟つぶやかれていった。

　ヤバくね？　これ、足跡ってことだろ。えぐれてね？　２秒ぐらいで一周したよな。このトラック２００ｍだよな。部長、彼女をぜひ我が陸上部リクブに！

　かわいそうに、残りのアンカー二人はもはやオマケのようなものだった。

　ぱち……ぱち……

　まばらに始まった拍手はすぐに大きくなっていった。

　パチパチパチパチパチパチ――――

　挽ばん回かい不可能と思われたダントツのビリから、彼女は二人をごぼう抜きにしてトップの座をもぎ取ったのだ。第25回体育祭ＭＶＰの座はまぎれもなく彼女のものだった。

　そんな彼女の下げ駄た箱ばこが、女子からのラブレターで溢あふれかえるのは、またのちの話。



　　　＊＊＊



　ついにやった。

　この手で破ってやった。禍まが姫ひめを守護する忌いまわしき結界を。

　この身を流れる時を限界まで加速させて、魔法陣の周りを一周してみせた。何もかもが止まって見えた。こんなに力を使ったのは久しぶりのことだった。

　たしかな手て応ごたえ。空中に張られていた一本の細布（注：‥ゴールテープ）を、真ん中からちぎってやった。おそらくあれが、一年に一度の弱点だったのだ。

　半ば虫の息になりながら、カミラは周囲に目を走らせた。

　禍姫を守るだけの操り人形と化していた人間達も、ようやく正気に戻ったようだ。跳びはね、手を叩たたいて、解放された喜びを全身で受け止めている。この変へん貌ぼうぶりこそ、結界が破られた何よりの証だった。

『さあ……』

　もはや恐れるものはない。

　禍姫を守るものは何もない。

『おうちに帰りましょう……！』

　頬ほおに凄せい絶ぜつな笑みを浮かべ禍姫の背後ににじり寄る。いまこそ任務達成のとき！

　カミラはなけなしの気力を振り絞ってその無防備な背中に飛びかかり――

　

　ブヒイイイイイイイイイイイイイイイイ―――――――

『――ッ？』

　突如グラウンドに乗り込んできたブタに、はねとばされた。



　　　＊＊＊



　リレー、得点発表。

　一位春組、１２０点。二位赤組、50点。三位白組、30点。



　総合得点　赤組２７４点　白組３９４点　春組３３１点



　リク率いる春組はついに赤組を抜き去り、二位に躍り出た。

　残るは白組、あの牙が城じよう。



    

  
    
      
ＦＩＮＡＬ　ＲＯＵＮＤ　“〝障害物競走”〟





　グラウンドの隅、得点板の前。



　通りかかった女子が、ビクゥ！と身をすくめて逃げていった。

　すごかったなリク、と声をかけた男子が「うっ」と喉のどを詰まらせ、後ずさった。

「ぐっふっふっふ……」

　得点板の真ん前に仁王立ちになって、春組大将春はる田たリクはラスボスみたいな邪悪な笑いを発していた。

　すばらしい並びだ。これ以上は望むべくもない。

　ここから優勝するには、残る障害物競走で白組を沈めつつトップを取ること。

　障害物競走。

　様々な手練手管で得点をくすね取ってきたリクだったが、こればかりは対策がなく、始まってみないとどうとも言えない。今度こそは小細工ナシのガチンコだ。

　望むところだった。

　障害物競走の内容は直前まで発表されない。さっきこっそり調べようと近づいたら、黒服グラサンの連中が内ポケットからトカレフ的なものを抜いたので全速力で逃げてきた。

『障害物競走の参加者は、入場ゲートのところに集まってください――』

　きたぞ。

　胸の内から湧わき出る高揚感に、リクは笑いがこぼれるのを止められなかった。

　いよいよだ。



　　　＊＊＊



　黄こ金がね橋ばし学園体育祭を締めくくる最後の種目、障害物競走。

『さあ、今年もやってまいりましたこの種目ッ！』

　スピーカーから、これまでとはうってかわってやけにこなれた感じの声が流れ出す。

『私このたび実況を務めさせていただきます高等部一年ゾウさん組の金かな谷やと申します。皆様どうぞよろしくお願いいたします』

　彼は一週間前の文化祭のレスリングで司会を務め上げた男だった。骨折していた左腕はギブスが取れて三日目、鉄アレイでせっせと腕力の復活を図る今日このごろである。

『そして解説には今回特別ゲストとして生物の竹たけ村むら先生をお招きしています。ユキちゃんこんにちは～っ』

『あはん。こんにちは』

　マリリン・モンローうり二つのフェロモン大爆発教師竹たけ村むら雪ゆきは、大きな瞳ひとみでバチコーンと音の聞こえるようなウインクを一発かました。

　てめえさりげなくユキちゃんとか親しげに呼んでんじゃねえよォッ！　烈火の如ごとく叫ぶ声が折り重なって聞こえる。彼女のメスの魅力に取り憑つかれたオスは存外に多い。

『はい、では我々の紹介も終わりましたところで、さっそくいっちゃいましょうか！』

　全員がその方向に注目した。

　グラウンドの一角をデカデカと占領して、そのくせいっこうに正体を明かさなかったあの建造物。

　だが、誰だれもが知っていた。あれこそは今年の障害物競走のコースなのだと。

『ご覧下さいこの大きさぁ……馬ば鹿かげている……まったく馬鹿げているぞこの学校！　こんなもの、およそ高校の体育祭に使われるシロモノではなぁいっ！』

　高さは二階建てぐらい、横は全長１００ｍにもおよぶ。何か映画か大規模ライブのセットあたりと見まがうほどのデカさである。

『今年はどんな姿を見せてくれるのかぁ。毎年運営費の四分の一ものカネを投じて作られるこのセット……いやはや経営陣がひとり残らずラリっているのかぁ、それとも我々の常識が間違っているというのかァ！　これをご覧になってよォくお考え下さいっ！　それでは、シート、オープンッッ！』

　高く張られたシートがいっせいに落ちた。

　そこから現れたのは、見るからになアスレチックコース。

　全長１００ｍ。飛び石に始まり、丸太渡り、壁上り、ロープ渡り――――って、

　プール。

　ワニ。

　ワニいる。

　うじゃうじゃいる。

『さあ毎年どう見てもＳＡＳ○ＫＥのパクリコース！　今年も負けてはいないぞＴＢＳ！　ちなみにプールにわんさかいるカワイコちゃんは“〝キューバワニ”〟とのことで……絶滅危惧種一覧レツドリストにバッチリ載ってるんですがこれ大丈夫なんでしょうか？　竹村先生、なにか一言！』

『ワシントン条約？　なにそれ？』

『力強いお言葉ありがとうございます！

　それでは続いて選手を紹介してまいりましょう！

　まず第一関門振り子ゾーン！

　赤組、真ま島しま弘ひろし！　白組、三み浦うら健けん太た！　春組、白しろ崎さきチカ！

　お次は第二関門スパイダーゾーン！

　赤組、皆みな川がわ亮りよう！　白組、久く保ぼ雷らい人と！　春組、春はる田たリク！

　続いてパン食いゾーン！

　赤組、樋ひ口ぐち頼より朝とも！　白組、雪ゆき村むら誠まこと！　春組、蘭あららぎひょう！

　最後はターザンゾーン！

　赤組、赤あか土ど豪ごう毅き！　白組、小こ林ばやし迅じん！　春組、嵐あらし野のとら！

　――――。

　そ、し、て！

　この人たちの紹介を忘れてはなりませんっ！

　ワニプールに落ちたとき、頼りにできるのはもう彼女たちしかいないっ！

　ご紹介いたしましょう！　黄こ金がね橋ばしの三銃士ですっ！』

　セットのど真ん中、ご丁てい寧ねいに焚たかれた白煙をくぐってずいと現れたのは、どこかで見たことのある――ババア三人組だった。

「――ダルタニアンを待ち続け、はや60年！」

　背中の曲がった一人目がそう叫び。

「ええかげん奴やつも死んだ頃ころ！」

　入れ歯をはめ直した二人目がそう叫び。

「天下に響くは我らの名ばかり！」

　あさっての方向を向いた三人目がそう叫び。

　三人は声を合わせて叫んだ。

「「「われら、黄金橋の三銃士！」」」

　ずどぉんっ！

　わけのわからぬ迫力があった。

『今回の種目のため、特別に来ていただきました！　何を隠そうこのおばあさんたちこそ、元ライフル射撃日本代表選手、現黄金橋猟友会の方々なのですっ！』

　実況の説明に、観衆から「おおお……」と驚きの声が上がる。

『あ、それではせっかくですので、自己紹介をどうぞ！』

　３人組はひとりひとり前に歩み出て、名乗った。

「三銃士が一、アトス！」

「三銃士が二、ポルトス！」

「三銃士が三、あー……なんやったけ？」

「忘れる奴があるかえ！　ほんにモーロクしよって！　ポルトスじゃろうが！」

「そりゃお前さんじゃろ！　サラミスじゃサラミス！」

「おお、そうじゃそうじゃ、サラミスじゃ」

『……あの、アラミスでは……？』

「…………」

「…………」

「三銃士が三、アラミスッ！」

　一発目からボケをかました三人に、観客が顔を見合わせてざわめき出す。おいおい大丈夫かよ……。ちゃんと銃撃てんの……？

　ワニと間違って撃たれては選手もたまったものではない。

『だっ、大丈夫ですっ！　こう見えてもこのお三方には数々の武勇伝がっ！　ねっ、そうですよねっ！』

　うむ、とさも頼もしそうに頷うなずいて、三人は順々に、

「地元で道に迷った」

「布団と間違えてジイさん干した」

「子供おらんのにオレオレ詐欺にあった」

『…………』

　にわかに騒然となる観客。

　ダメだ！　この人たちとっくにボケ進行しちゃってる！　チェンジ！　チェンジ！



　パンッ――――



　風船でも割ったような音だった。

　バアさんの一人が、ライフルの銃口を校舎に差し向けていた。

　皆がいっせいに仰ぎ見たその先には、校舎の壁。取り付けられた大時計。

　長針が――途中から折れてなくなっていた。

　まさか。

　先ほどとは明らかに違う種類のざわめきがグラウンドを満たす。

　まさか、この距離から大時計の長針を狙ねらい撃ったというのか？

　グラウンドの端から端。仰角15度。どう見てもその間２００ｍは下らない。

「まあ、腕はそんなに落ちとらんから安心せえ」

　とてつもないことをやってのけた上、涼しい顔をしてそう言って。

　そんな彼女をナメる者など、もうこの空間にはいなかった。

　元ライフル射撃日本代表。

　たった一発の銃弾で、彼女たちはその事実をまざまざと知らしめたのだった。

『おおっといまスタート係が所定の位置に着きました。そろそろ始まるようです。さあみんなメガホンは持ったかっ？』

　持った！

『ポンポンは持ったか？』

　持った！

『マラカスは持ったか？』

　持った！

『応援する準備は万端か？』

　オーイエッ!!

　まだ始まってもいないのに、この観客たち、ノリノリである。

「……オーケイ上等だ！　さあっ！　それでは始めていただきましょう！　スタート係さん、よろしくお願い」パァンッ！「しますって、えっウソ？　言い終わるの待ってくれねえの？　マジで？」

　なんだよオレ超カッコ悪いじゃんかよう……とのっけからグチを垂れる実況はほっといて、各自一斉にスタート。

　最初のコースは平均台。下はビニールプール。っていうかワニ。落ちずに進め！

　ところが、いくらもいかないうちに、

「ごふゥゥゥッ！」

　赤組の選手がさっそく真横に吹っ飛んだ。

　ばっしゃんっ。

　ワニがわらわら寄ってくる。三銃士から麻酔銃の銃弾が雨あられと降り注ぐ。

　彼を吹き飛ばしたソレに、白組選手がさっと青ざめた。

『凶ォォ悪ッ！　これは……これは、ボウリング球ですっ！　一発目からコレとか何考えてんだ主催者！　あれ、あんなモン食らったら死ぬだろうがァ！　大丈夫ですか赤組の皆みな川がわくん！　たったいまプールから救出されたが意識は……意識はあるのかっ！』

「オレは……まだやれるっ……！」

『いやいやいやいやムリですから！　だってなんかロッコツの形おかしいもん！　さっさと病院行ってくださぁいっ！』

　ちなみにこの競技、リタイアに備えて数人の予備が控えている。

　すぐさま二人目がスタートするも、目の前でリタイア者を目撃しているものだから腰が引けてなかなか進もうとしない。

　三組が進むべき三本の平均台。

　その上空には鉄骨が張り巡らされていて、そこから５、６個のボウリング球が荒縄でつり下げられて大きく揺れていた。

　平地ならダッシュですり抜けることも可能だろうが、あいにくここは細い細い平均台。この上を走るなど、雑ざつ伎ぎ団だんでもない彼らにはとうていムリな話だった。

　だから、春組の白しろ崎さきチカが進み出たとき、周りは本当にビックリしたのだった。

『おおマイエンジェルちいたん！　そんなとこに行ったら危ないよお！』

　一人だけ実況の扱いが違うチカは、ぶおんぶおん不穏な音を立てて往復する振り子のまっただ中に歩み入ると、ふっと首を横に振った。

「――気合が足りない」

『へ？　ちいたん、いまなんか、』

「はあッッ！」

　ガシィィィィィィッッ……と。

　……受け止めたのだ。

『ええええええっっ!?』

　会場中がぶっ飛んだ。

　いったい誰だれが予想しえただろうか。

　ドッジボールの球じゃないのだ。高校男子をぶっ飛ばした、ボウリングの球なのだ。それを、小五の女の子が、みんなのアイドルちいたんが、正面切って受け止めるだなんて！

　あまりに豪傑すぎるその行為に「ああん……」めまいを起こして倒れる女子多数。「おおお……」血がたぎっちゃってる男子多数。「一面決定！　一面決定！」至近距離でばしばしフラッシュを焚たいてる新聞部員約一名。

『これはすごい！　ちいたん惚ほれる！　こ～のおっとこ前ぇっ！　さあさあ竹たけ村むらセンセどうですかあの光景！　なにか一言！』

『ねえ見て見て私のバナナの食べ方。はもっ』

『続けます！』

　ＳＡＳＵＫＥ、じゃなかった障害物コースでは、チカがなにやら声を張っていた。

「みんな！　わたしに構わないでどうか先に！」

　紅白の選手は一瞬あっけにとられた顔をしていたが、「早く！」とチカにせかされてどこか釈然としない顔でチカの横を通過していく。前方からは「キサマはこの競技の趣旨を勘違いしているうううっ！」と第二走者春はる田たリクの悲鳴。腑ふに落ちる紅白選手。

　しかしチカはその後もいっっこうに構わず迫り来るボウリングの球から二人を守り続け……リクにバトンタッチした頃ころには、前の二人とはけっこうな差がついてしまっていた。

「さあ、これを持って行くがよい！」

「満足げなツラしてんじゃねえっ！」

『全チーム第二走者にタッチしました。現在の順位は白、赤、春となっています。

　さあ、次の関門はスパイダーウォーク！』

　空中に二つの壁が向かい合わせで設置されている。幅はおよそ１・５ｍ。

『この壁の間で手足をつっぱって進んでください！　いやあしかしこれはキツい。なにせ長さ18ｍもありますからねえ。渡りきるのには相当な体力が必要になります。はたしてみんな最後まで保もつのかぁっ？　さあこちらどう見ます竹村センセ』

『暑いわねぇ、脱いじゃおうかしら』

『そこでなぜ下から脱ぎ出すうううっ！　つ、続けます！』

　紅白の選手はすでに５ｍほどを進んでいる。壁に手足をつっぱって体を支えるそのさまは、下から見るとまさに巣で網を広げる蜘蛛スパイダーそのものだ。紅白ともに腕に自信のある奴やつを揃そろえてきたようで、二人の顔にはまだまだ余裕が感じられる。

　５ｍ。

　18ｍ中の５ｍ。

　ハンデは、デカい。

　だがリクは動じない。「しゃっ！」と気合を入れるやバトンを体操ズボンの背中に突っ込んで両手をフリーにし、両手両足にツバを勢いよく吐きつけた。

「うおっしゃぁぁぁあああっっ！」

　リクは手足をつっぱったりはしなかった。

　ぴょん、と。

　壁に。

『はっ、貼はりついたァ―――――――――――ッ！　春はる田た選手、一方の壁にべったり貼りつきました！　ご覧ください皆さん！　でっぱりひとつない垂直の壁に、なぜか人間が貼りついているぞおっ！』

　ぺた、と前足、じゃなかった右手を前に出して、

「……おっし、滑らねえ」

　落ちないことを確認するや、リクは静から動へ――すさまじい勢いで壁を伝いだした。

「きゃあっっ！」

「いやああっっ！」

　観客の間から無数の悲鳴。

　それもそのはず、リクの動きといったらそりゃもう、擬音で言えば「ガサガサガサガサッ！」とか「シャカシャカシャカッ！」とかそんなカンジで、つまるところご家庭でよく目にする頭文字イニシヤルＧのアイツそのままの動きだった。



    

  
    
      



    

  
    
      「フハハ！　フハハハハ！」

　ぶっちゃけ相当おぞましかった。

　だがゴキ、あいやＧにたとえられるだけあって、その動きはおそろしく素早かった。

「どあァ――――なんかきてるゥッ！」

「えっ、……うわぁぁああああっ！」

　一瞬で５ｍの距離を削り、紅白の二人に肉薄する。

「グヘヘヘヘ……」

　とか、まるっきり悪の怪人そのものの笑い声で、二人の手の周辺をガサガサ這はい回る妖よう怪かいクモ男。ときどきピタッと動きを止め、くるっと顔を上げて二人を見る。舌なめずりをする。笑っている……。

「ああ、ああああ……」

　二人はすでに正気を失いつつある。ムリもない。これが悪夢でなくてなんだというのか。

　決死の形相で進むも、Ｇの機動力相手に逃げ切れるはずがない。やがてＧは白組選手の真上でピタッと動きを止めた。

「グヘヘヘ……」

「な、何を……」

　リクはしばらく口をモゴモゴさせていたが、

「ま、まさか」

　やがて口から、

「や、やめっ」

　つ――――――――――っと。

　ヨダレを。

「うぎゃああああああああ！」

　つ―――――――っ。

「ひぃああああああ！」

　つ―――――――っ。

「わじゃあ――――――っ！　ぱびゃあ――――――っ！（言語回路崩壊）」

『ざ……残虐！』

　言ったきり実況も絶句している。

　直視に耐え難い光景。白組久く保ぼくんのいたいけなお手々が、いまや生暖かいＧのヨダレにまみれてヌラヌラ光っている。

　誰だれしもが思った。絶対に、絶ッッッ対に、あんな襲われ方はしたくない！

「ぎゃああああああっ！」

　つるっ。

「……あっ」

　かわいそうに、ついに白組の彼は手を滑らせ、ワニの海へと散っていった。

　ぱしゃ――――――んっ。

『ああ……』実況は喉のどを詰まらせた。『総員……合掌！』

　誰だれしも彼の来世での幸せを願わずにはいられなかった。ただ三銃士まで合掌していたため、彼は本気でワニに食われそうになった。

　さて――。

　頭文字イニシヤルＧの巣にひとり取り残された赤組選手は気が気でなかった。

　このあと自分も同じ目に遭あうのかと思うと、いっそ自決した方がマシなんじゃないかと思えてくる。

　けれど、リクはいつまで経たっても彼を襲わなかった。

「ほれ、行った行った」

　そっけなく言われた言葉に彼は耳を疑った。

「……なんのつもりだ？」

「え？　なに？　襲ってほしいって？」

「ととととんでもない！」

　ともあれ九死に一生を得た赤組の彼は、なんとか無事に18ｍを渡りきることができたのである。

　一方リクは……やっとこさ10ｍ付近にまで進んできた白組選手を、また同じ方法でビニールプールに落としていた。白組、涙目。

『赤組、トップで第二関門を通過して第三関門に突入。続いて春組、さんざあちこち這はい回ったあとようやく次の選手にバトンを渡します。白組はこれ、かなり絶望的ですねえ。前の二組とはおぉきく離れてしまっているぅ。どうですか竹たけ村むらセンセこの展開…………ぐあっ？　うわ、わあっ、や、やめろっ、オレの乳首を攻めるなあっ！　はっ、放してください先生！』

『がたん！』『どたん！』『ばたん！』

　直後ブツッと放送が途切れた。

　実況くんがどうなったかすごく気になるところだが、あいにくこういうときの暗黙の了解として、誰もそっちを振り返ってはいけないことになっている。

　一方コースでは春はる田たリク　→　蘭あららぎひょうのバトンタッチをするところ。

　18ｍどころかあちこち這い回ってのべ50ｍぐらい移動していたリクは、ようやくスパイダーウォークを渡り終え、「ふ～」と一息ついて背中からバトンを引き抜いた。

「ほい、あとは任せた」

　が。

　ひょうの手は、差し出されたバトンを素通りして、バトンを持つリクの手を握った。

　素の顔で。

　さも当たり前の顔で。

「…………」

　リクは一瞬、は？　みたいな顔になって、ひょうの顔を確認する。リクをじっとり見つめるひょうの頬ほおが、ほんのり色づいてくる。

「…………」

「っ！　さ、さっさと行けえええっ！」

　こんなことやってる場合じゃないのに、ひょうはさらに力を込めて握りしめてくる。もう放さないとでも言うように。

　そしてそれはやってきた。すう、と息を吸い込むなり、がぱあ、と開いた口からは――ゼロ距離の速射砲。

「やっぱり近くで見てもおぞましいわこの物体！　どの瞬間どの角度から見ても気持ち悪いわあなた！　キモい＋カワイイ→キモカワイイとかそういうレベルじゃないの！　キモい＋キモいで即すなわちキモキモいわ！　やめて放してよ！　ＵＫＯ（未確認キモい物体Unidentified Kimoing Object）の分際でなに手とか握ってるわけ？」

「いや、握ってんのお前、」

「黙れメス豚！」

「メスじゃねえよ！」

「黙れキモキモ！」

「あだ名をつけられた!?」

「あなたなんて、なんの前触れもなくいきなり頭がこっぱみじんに砕け散って死ぬがいいわ！」

「それ難易度高くね？」

「こう、パァンって！」

「……パァン」

「ふっ……ふざけないで！」

「この状況でふざけてんのはどっちだあ！　さっさと行け！」

「ペッ」

「ぐあっ！　なぜ唾つばを吐く！」

　とまあ、こんなふうに遊んでいたせいで、ひょうがようやくスタートしたときにはトップとどえらい差がついてしまっていた。



　赤組走者が走る。

　前方には、宙に吊つられたパンが３つ。要はパン食い競争だ。

　だがパンの前後１ｍに足場はない。

　ということは、パンの真下で悠長にあぐあぐ取るのではなく、走り幅跳びの要領で跳び食いしなければならないのだった。

「幅は２ｍ……問題はないはず！」

　彼は跳んだ。ぴたりパンに照準を合わせて。

　パンは口の真正面だった。

「もらったっ！」

　……ガキンッ。

「はれ？」

　手が空を掻かいた。たしかに突き立てた歯がパンに弾はじかれた。鋼のような硬さだった。

『フランスパ――――――――――――ンッ！』

　ひそかに復活していた実況の声が鋭く響いて、彼はむなしくプールに落下していった。

　――パン食い競争でフランスパンとか……バカじゃねえの……。

　ぱっしゃ―――――んっ。



　竹たけ村むら地獄からの復活を遂げた実況の声は、さっきよりもっと生き生きしていた。

　くれぐれも、何があったのかなどと考えてはいけない。

『そうなのです！　吊つられているのは“〝岩石パン”〟との異名を持つ、イースト＆イーストの堅焼きフランスパン！　ただでさえかたいのに堅焼きとはこれなんぞ！　とにかくかたい！　一部の工事現場ではこれで釘くぎを打っているというウワサもあるほど！　これが囓かじれれば、鉱物以外はだいたいイケるぜっ！　さあ皆の衆、レッツトライ！』

「――――がうっ！」

　直後、岩石パンが食いちぎられた。

　真ん中から。

『んなっ――』

　その獣は音もなく向こう側に降り立った。

「……うちの朝ゴハン、コレですけど」

　ガリガリ氷みたいな音を立てて咀そ嚼しやくし、ゴクンと喉のどを鳴らして、陸の獣――アララギザウルスはあっさりと言ってのけた。

「……進んでいいんですよね？」

『あ……どうぞ』

　実況、素。

『……あれ？　ひとつだけクリームパンとかだったっけ？』

　クリームパンはガリガリいわない。あれはまぎれもなくイースト＆イーストの堅焼きフランスパンだった。ただちょっと相手が悪かっただけで。

　ともかく、ひょうのティラノサウルスじみた顎あごの力のおかげで、春組はダントツのトップでアンカーにバトンを渡すことができたのだった。

　最終走者は、嵐野とらカミラ。



　　　＊＊＊



　あのあと――

　どうにかアリクイの魔の手から逃げおおせたらしいハインツを捕まえて、結界が破れなかったと問いただしたところ、ハインツは平謝りした。

　ごめんね、でもやり方は間違ってはいなかったんだよ、と。

　彼は言った。

　破れなかったのは、その手順にひとつ足りないところがあったからだと。

　これが必要なんだと言ってハインツに渡されたのは、一本の真っ白い帯状の布だった。これを額に巻いて初めて結界が破れるのだと、彼はそう言った。

　しかも、効果を発揮させるには、この布に何かを書きつけなければならないという。参考にとハインツのを見ると、なるほどこの国の言葉とおぼしき文字が並んでいた。

　ハインツの肩越しに見えた旗を見て、カミラは赤いマジックを受け取った。

　――なんでもいいのよね？　文字じゃなくても？

　――うん。

　だから、カミラはその帯の中央に○を書いて、中を塗り潰つぶした。

　そんなわけで――

『と、特攻隊！　ごらん下さい皆様！　あそこに神風特攻隊がいます！』

　カミラの額にはいま、勇ましげな日の丸ハチマキが、吹きすさぶ風になびいているのであった……。

　筒を受け取ったカミラは、今度こそ、と進行方向に目を走らせた。今度こそ結界を破ってみせる。

　カミラの前には、３本のロープがナナメに吊つり下がって揺れていた。

『最後の難関ターザンロープ！　ここを乗り越えればそこがゴールだエビバディッ！　さあ張り切って飛んでもらいましょう！　ア～アアッ♪』

　ア～アアッ♪

　山びこ状態の観客の前で、カミラは足を踏み出した。

　いまさら怖いものなどなかった。

　カミカゼの意志を受け継いだカミラは、足場を蹴けって勇敢にロープへと飛び移った。

「ふっ！」

　しかと握りしめたロープの感触。振り子の力を得て加速していく体。風を切り裂いて、

　ぶちっ。

「？」

　いまの音は――などと考える間もなく、気がつくと水面が目の前に迫っていた。

　ばっしゃんっ！



　派手な水しぶきが上がったのをしっかり確認して、実況はおもむろに声を張り上げた。

『はいっ！　この第四関門、どこが難関なのかとフシギに思った人もいたでしょう。その答えがこちら！　なんとこのロープ、途中から三つ葉の茎でできていまして、つまり勝手に切れるようになっています！　みんな、ちっちゃい頃ころ友達と野原で三つ葉絡ませて引っぱり合いっこしたよね！　ほうら思い出が蘇よみがえってきたでしょう！　そうやってね、みんなにほのかなノスタルジーを感じてもらいつつ、選手にはワニと戦ってもらおうっていう、まあそういうコンセプトらしいです。らしいですっていうか……』

　金かな谷やくんは台本を握りしめてしばらくプルプル震えていたが、

『アホかあ――――――――――――――――――――――――――――――っ！』

　かっと目を剥むいて、台本を地面にぶち捨てた。

『誰だれですかあ――――――――っ！　人類vsワニで異種格闘技戦とかって、考えた人、だぁれでぇすかぁっ！　殺す気か！　竹たけ村むら先生もデジカメ回すのやめて！　ほら！』

『だって捕食の瞬間を見られるチャンスじゃない』

『捕食って言うなあっ！　とにかくみんな、生き残ってね！　ワニに噛かまれたら多分けっこう痛いから！　そんじゃ～ラスト、サバイバルゲームのはじまりはじまりっ！』

　実況も、最後はやけっぱちだった。



　カミラはごくりと唾つばを飲み込んだ。

　水面に出たいくつもの目玉がこちらを向いている。

　馬ば鹿かでもわかる。これは危険なものだ。初めて見たけれど、とてもとても危険なものだ。頭のどこかが全力で警鐘を叩たたき鳴らしている。

　魔法陣の周りを一周するだけで破れる結界――どこか手ぬるいと思っていた。

　違った。

　これだ。

　これが、この怪物たちこそが、結界の番人なのだ。

「――――」

　ならば。

　ぎりと奥歯を食いしばる。この怪物どもの先に悲願が待ち受けているというのなら――

『なぎ払って進むまで……！』

　肚をくくった。

　カミラは水の中を、ハシゴ目指して泳ぎ始めた。

　進みだしていくらもしないうちに、最初の一頭がカミラに襲いかかった！

『“〝時縛り”〟！』

　ぞろりと歯を剥き出した大口が、カミラの手前で動きを止めた。

“〝時縛り”〟は対象の時の流れをゆるめる。

　一体の怪物の動きを、限界まで遅くしたのだ。

　休む間もなく次の一頭が襲ってくる。最初の奴やつにかけた時縛りを解除してそいつにぶちこむ。この魔法の弱点は、一体にしかかけられないということだ。正確にはカミラにそれ以上の技量がない。だから噛かみ付かれる直前に一瞬だけ時を緩めて回避、その愚直な繰り返し。ちんたらやっているとあっというまに食いつかれておしまいだ。

　死に物狂いだった。次から次へと現れる異形のモンスター。ハシゴはまだ遠い。

『ハイン――』

　くっと唇を噛んだ。

『“〝時縛り”〟！』

　いま、何を言おうとした。誰だれの名を呼ぼうとした。

　あんな奴やつ。任務を投げ出して遊んでいた奴なんて、こっちから願い下げだ。

　そうやって強がってみても、心にかかる霧は晴れなかった。もやもやする。体はこんなに必死になって動いているのに、余計なことを考える余裕なんてどこにもないはずなのに、どうしたって気づいてしまうすきま風。心のどこかに空いた小さな穴。

『……っ』

　涙が出そうになった。

　ひとりになって初めてわかった。ハインツにどれだけ頼りきっていたかを。言葉は通じないし常識はわからないし頼る人もいない。ハインツがいてくれたからこそ、なんとかなってきたのだ。自分一人ではなにもできない。馬ば鹿かだった。あんな罵ば声せいを浴びせて追い返して、私はひとりで何を成し遂げられるつもりだったのだろう。

　心細い。

　寂しい。

　怖い。

　助けて――

『ハインツ……』

　吐き出した声が弱々しく震えた、そのときだった。

『カミラ――――――――――――ッ！』

　ちょうど目の前にいたワニが、蹴けりを食らってすっ飛んだ。

　ハインツだった。

『カミラ、大丈夫？』

『ハインツ……』

　心から心配そうな顔をして見つめてくるハインツを見ていると、胸に何か熱いものがこみ上げてきた。

“〝ふざけないで”〟“〝呆あきれた。呆れてものも言えないわ”〟“〝私、あなたが気にくわない”〟……ハインツに投げつけた言葉の数々が蘇よみがえった。あんなに拒絶してみせたのに、なぜ助けに来てくれるの？　こんなワルモノの私を。

　でも、どこかで納得してもいたのだった。ハインツはそういうコなのだ。自分のことより私のことの方が大事で、私がどんな悪態をついてもニコニコしていて、グチも泣き言もぜんぶ受け止めてくれて、そして、そして――

　好きと言ってくれて。



『さあこれは異例の事態だあ！　ひとりの生徒がコースに乱入してきました！　一応競技規定では助けに入ってはいけないことになっていますがどうなんでしょう。ここはひとつ本部の裁定を仰いでみることにしましょうっ！　本部、本部、どうですかっ？』

　本部テントの最前列には校長がいた。伸ばした鼻の下がいまにも蕩とろけそうなデロッデロの表情になっていて、そのおヒザには……なるほど。

　白しろ崎さきチカ。

　自分の番を終えた彼女はすっかりリラックス気分で、校長をリクライニングシート代わりに使い、あまつさえ何かトロピカルジュース的な液体の入ったグラスを余裕げに揺らしていた。こくん、と喉のどを鳴らして口の中のジュースを飲み干してから、チカはおもむろに「グッ！」と親指を立てた。続けて校長までもが、とてもいい笑顔で「グッ！」

『…………』

　校長あんた競技見てねえだろ、と喉元まで出かかった金かな谷やくんだったが、そこは持ち前の包容力でぐっとこらえて、

『はぁいっ！　本部の許可がおりました！　なんかカッコよかったからＯＫだそうです！（ヤケクソ）　じゃあお前ら二人でピンチとかくぐり抜けちゃえばいいじゃん！　そんで吊つり橋効果フル活用して恋に落ちちゃえばいいじゃん！　くっそう！　くっそう！　なんか羨うらやましくなってきたぞおおっ！　一年ゾウさん組金谷みさき、ただいま絶賛カノジョ募集中っ！』



　ハインツが来てくれたはいいが、それで進むのがラクになったかというと、実際のところさっぱりだった。助けられたのは最初の一瞬だけで、別に腕力があるわけでなし、魔法はそりゃあるにはあるが、彼のは相手が魔法を使えてこそ威力を発揮するシロモノで、だからもちろんワニなんかにはからっきし役に立たないのであった。

　そこで大きな人影が降ってこなかったら、そのうち二人まとめておいしく食べられてしまっていたかもしれない。

　噴水が爆発したみたいな水しぶきを上げて着水したのは、巌いわおのような背中だった。

「ムウ……」

　三年リヴァイアさん組――赤あか土ど豪ごう毅き。

　岩のような体。特徴的なチョンマゲ。なぜか肩からギザギザに破れているワイルドな体操服。なぜか背中に書かれている“〝天”〟の一文字。

　赤組。

『なんと！　ここで赤組追いついてきたぁ――っ！　赤組第四走者、赤土ゴウキ！　おおおお早くもワニのしっぽを掴つかんでハンマーのように振り回しているぅ――――――っ！　一頭、二頭、三頭四頭五頭！　次々ワニがプール外にぶっ飛ばされていきます！　これは強い！　絶滅危惧種にひとりでトドメを刺しかねない勢いだぁっ！』

　なんだかよくわからないけれど、とカミラは思った。とにかく助けが来たようだ。人の身長ぐらいあるあの怪物を片手でオモチャみたいに振り回す頼もしさといったらなかった。

　あっけにとられるカミラの手をハインツが引いた。

『カミラ、いまのうちに！』

『そ、そうね』

　ワニを二刀流で振り回す大男の脇わきを抜けて、二人はゴールへと続くハシゴに手をかけた。

　カミラが先頭に立って上り、頂上にたどり着くと――あった。それらしきものが。

　人ひとりがやっとくぐれそうな、アーチのかかった入り口。

『あった。あったわよハインツ。あれだわ！』

　あそこをくぐれば、この街を覆っている結界が解けるのだ。

　うれしさに思わず下のハインツを見やると、

『うわあっ！』

　ずるっ。

　ハシゴにかけていた手足が滑って、ハインツが落っこちそうになった！

　さらに間の悪いことに、その下では例の大男がハシゴにたどり着いていた。手をかける。足をかける。上り出す。迫ってくる――！

『カミラ！』

『待って、いま助ける！』

『僕に構わず行って！』

『――！』

　唐突に突きつけられた選択肢。

　ハインツを救うか、ハインツを見捨てて結界を解くか。

　左手一本でかろうじてハシゴにつかまっているハインツ。もういくらも保もちそうにない。この手がほどけたら、彼はまた怪物ウヨウヨの水場に落ちてしまう。そうなったら――想像するだけでゾッとした。

　けれど自分には任務がある。なんのためにこちらに来て、言葉も通じない場所で四苦八苦しているのか。すべて任務のためだ。結界を破って、禍まが姫ひめを奪い去る。彼女にとって、それは何よりも優先すべき事柄だった。

　大男が、ハインツを押しのけて頂上に手をかけた。もう迷っている暇はなかった。

　選択を、した。

『――ごめんなさい、ハインツ』

　これが私の結論。私の意志。

『うん……』

　ハインツは納得したように少し笑って、目をつむった。

『いいんだよ、カミラ』

　それまでハインツを支えていた左手がするりとハシゴからほどけて、

　落ち、

　ガシッ――――

『……え？』

　ハインツの体が空中で止まっていた。

　支えていたのは、カミラの手。

『……カ、カミラ？』

『何を勘違いしてるの！』

　カミラは怒鳴った。

『ごめんなさいってのは、目的を果たせないでごめんなさい、っていう意味よ！』

『カミラ……』

『あんなところに落ちたら、ハインツ死んじゃうじゃない！　こんなに、色々……』色々優しくしてくれて、わがままを聞いてくれて、好きと言ってくれて――全部飲み込んだ。

『色々あったあなたを見捨てて行けだなんて、私をどれだけ悪者にするつもりなのよ！　これでもし死んじゃったりしたら、寝覚めが悪くて朝ごはんも食べられないわ！　少しはそういうこと考えなさいよ！　バカ！』

　また言ってしまった。バカだなんて、そんな言葉を投げつける場面じゃない。

　後悔した。

　けれどこんな場面は一度や二度じゃない。そんなとき、きまって彼はこう言うのだ。ちょっと困ったような笑顔を浮かべて、首を傾けて、窺うかがうようにおずおずと、ほら――

『……ごめんねぇ、カミラ』

　ほら、やっぱり。

　これだから。これだからハインツは、その、えっと、ええと、ああ、もういい！

『いいからさっさとどこかにつかまって！　あなた重いのよ！』

『あ、う、うん』

　ハインツはすぐそばのハシゴに足を引っかけて、体をたぐり寄せた。

『早く登ってきて。つぎ落ちたらもう助けないから』

　ハインツが無事上り終えたときには、とっくに大男がアーチをくぐり抜けたあとだった。

『結界……』

『いいの』

『いいの？』

『ええ』

『……そっかぁ……。じゃ、とりあえずあれ、くぐる？』

『？　なぜ？』

『いいからいいから』

『？？？』

　ハインツに背中を押されるまま、カミラはよくわからない顔でアーチをくぐった。



　障害物競走、得点発表。

　一位赤組、１５０点。二位春組、１００点。三位白組、50点。



　総合得点　赤組４２４点　白組４４４点　春組４３１点

　春組、二位。



　　　＊＊＊



「……あああ足りてねえ……」

　得点板を前に、リクはうちひしがれていた。

「どう見ても足りてねえ……」

　予定では、障害物競走でトップをとるはずだったのだ。

　そうして白組を逆転して、めでたく優勝だぜガッハッハとあの朝礼台の上から高笑いを降らせてやるつもりだったのだ。

　ところがご存じのとおり、障害物競走で春組は二位。

　おかげで総合得点も、二位。

　予定が狂った。

　競技はすべて終わった。そろそろ得点の集計が始まる。逆転の目が見つからない。優勝が確定してしまう。あああ……。

「み、見つけました！」赤組だ。まだ逆転しようと粘っている。「竜のウロコです！」

　竜のウロコ――借り物競走のお題――五○○点。

　マジで!?　と白組から声が上がるなか、そこにいた生物教師竹たけ村むらは顔色ひとつ変えずにそれを奪い取り、ジュラルミンのスーツケースみたいなものを開いてそこに投入した。

「あの、せんせ、それは……？」

「ＤＮＡ鑑定」

「でぃ……でぃーえぬえー……？」

「あらもう出ちゃった。ちょっと待ってねGenBankデータバンクで照合するから」

「せ、せんせ、あの、そこまでやっていただかなくても……」

「はい照合完了。えー、99・６％の確率で鯛たい」

　鯛。

　サカナである。

　持ってきた彼はみるみる青ざめた。

「すっ――」ガバッと土下座、「すんませんでしたぁ――――っ！　魚屋さんからむしってきましたぁ―――――――っ！」

　竜のウロコ、あえなく轟ごう沈ちん。

　さらにひとりが、砲丸みたいなものを抱えてやってきた。

「黒マテリアです！」

　竹たけ村むらはまたもやそいつを奪い取り、地面に落とした。

　割れた。

　しかもその割れ方が、パッキーン、とかじゃなくて、ぐしゃ、という、いかにもその、

「泥ダンゴねえ。どう見ても」

「うぐぅ！」

　何やってんだあいつら、とリクは肩を落とした。

　そんなリクの気も知らず、脇わきではチカがなんかキャピキャピしていた。

「――あ～、ねこちゃんステキなネックレスしてるね～」

　こんなときに呑のん気きなものだ。

「あ～キャッツアイだぁ～。いいな～。どうしたの？　買ったの？」

「あ、あの、怖い人が、くれたの」

「くれたんだ!?　おお～。ついにねこちゃんも男に貢がせる日がきたんだねっ！」

「み、貢がせるだなんて、そんな……」

「え？　なんで？　女の子だったら覚えといて損はないスキルだよ？」

　……え？

　リクは振り返った。いま――「キャッツアイ？」

　うん、とチカが頷うなずいて、ねこの首元からそれを引っ張り上げた。

「キャッツアイ」

「……それって……」

　リクは借り物競走のお題に視線をやった。



・キャッツアイ　四○点



「――――」

　がばあ、と飛びついた。カエルみたいだった。ねこがビビっていた。

「おい！　おいおいおい！　こりゃあ……」

　そういえば、もらってた！

“〝タージ・マハル”〟にいたあの軽そうなニーチャンが、その場のノリで、ねこにプレゼントしてた！

「ちょっとこれ貸してくれ！」

　こ、こくり。

「いい？　いいの？」

　こくこく。

「あああありがとおおっ！」

　さっそくネックレスを奪い取って、本部テントに向き直る。

「ヘイ、メ――――――――――ン！」

　こりゃあ……拉ら致ちられた甲か斐いがあったってもんだぜ。

「借り物のお題ぁいっ！」右手を高くかざし、そいつを振り子のように揺らして周囲に見せつける。「キャッツアイ……40点、だったよな？」

「ああっ！」誰だれかが声を上げた。

　点数の低いお題はあらかた刈り尽くされていたが、数十点クラスのお宝はまだ残っていた。キャッツアイは言わずもがな。

「これで……春組は何点になるのかなあっ？」

「しょ、少々お待ち下さい！」

　競技係が泡を食って計算し直す。

「……出ました！　春組に40点が追加されて、４７１点！」

　フィールドの空気が一変した。

　みんなが本部テントに振り返った。

　興奮した競技係は大声で叫んだ。

「優勝は、春組ですっ！」

　突風が吹き抜けたようだった。

　その突風に煽あおられたように、白組から続々と悲鳴が上がった。

　そのすべてを受けて、リクの顔が喜びでいっぱいに膨らんだ。

「…………おっしゃっっ！」

　拳こぶしを高く突き上げて、そこには晴れ渡る空の色。

　文句なしの大勝利だった。

　マジかよお……とうなだれる彼らを尻しり目めに、リクは天にも届けとばかり指をおっ立てて、堂々たる勝利宣言をした。

「ガクサイジャック体育編ッ！　これにて達成ィッ！」



「――ちょおっとまったあ！」



　ざわめきを切り裂いて飛んだ声があった。

　白組代表の三年男子だった。

「なぁに？　イチャモンつけようっての？」

　リクのからかいを、しかし彼は鼻で笑い飛ばしてみせた。

「ふっ、いやいやイチャモンだなんてとんでもない。すごかったよ実際。春組ねえ。まさか午後の四種目だけで４００点を突破してしまうとは、まったくおそれいった」

「うはは！　あざ――っす！」

「が」

「……が？」

　いささかも揺るがぬその声に、リクの顔が曇った。

「が……なんだよ？」

「それだけに、告げるのは本当に心苦しい。借り物の高得点お題を手に入れているのは、春組だけではないということを」

「なん……だって……？」

　驚きよう愕がくに満ちていくリクの顔を満足そうに一いち瞥べつして、彼はそれを担ぎ上げた。

「ゴルフバッグ一式だッ！」

　おおおおおおお――――――――――――――！

　白組から上がる驚嘆。

　ゴルフバッグは30点、すなわち……、

「白組、４７４点！」

　競技係はその場で跳びはねた。

「逆転！　逆転です！　わずか３点差で、優勝は白組――」

　ブオオオオォォォ―――――――――――――――――

　突如聞こえた、それは悲鳴だった。

　家畜の悲鳴が、長く尾を引いてグラウンドを横切っていった。

　競技係は絶句していた。いまのは。

「ごくろうさま！　大手柄よ赤あか土どくん！」

　響いた声は、赤組の代表のものだった。

　赤組集団が、海を割るようにまっぷたつに避けていく。そこから大きな荷物を背負って現れたのはモーセ……ではない。モーセはたぶんこんなボディビルダーみたいにムキムキしていない――あれは、さっきの。

　さっきの障害物でワニをブン回していた、あいつだった。

　赤土豪ごう毅き。

　あいつが、今度はワニではなく、なにかバカでかい肌色のサンドバッグのようなものを引きずっていて……

「くっくっく……これって何点だったかしら？」

　ジョナサン、だった。

　ハンバーガーショップ“〝サラマンド”〟の檻おりから解き放たれた、全長２ｍの巨大ブタ。つかまえようとした奴やつはことごとくその巨体に弾はじかれて病院送りとなった。あんなの誰だれがつかまえられるんだと誰もが匙さじを投げた。そのブタが、ジョナサンが。

　捕獲されている。

　気絶したジョナサンが、本部テント前にゴロリと転がされた。

　競技係はまたまた慌てて点数の修正にかかる。

　リクは看板に目をやった。



・ジョナサン（１）

五〇点　



　……デカい！

「赤組にジョナサンの50点を加えて……おお！」

　一同の視線が一点に集中し、そして、

「同ォ――――着ッ！　大変なことが起きました！　赤組、白組と並んで同着一位ッ！」

　発表された瞬間、今日一番の興奮がグラウンドを包んだ。

　どうなんの？　どうなんのこれ！　ねえ！　どっちが一位なの！

　赤組も白組もなく、すべては熱狂の渦と化した。

「落ち着いてくださ―――――いっ！　皆さん落ち着いてくださ――――――いっ！」

　競技係が必死になだめにかかるが、こんなの鎮まれという方がムリな話である。みな口口に好き勝手わめき叫んで、いまやグラウンドはグツグツに煮えたぎる大鍋だった。

　その中で、鍋の端っこでポツンと煮込まれた春菊みたいにへにゃっている野郎がひとり。

「お……おれは……負けたのか……？」

　リクだった。

　絵に描いたようなカッコイイ逆転優勝の場面だったのに、あっという間に抜き返された。あんなに堂々とジャック成功とか言っちゃって、もうかっこ悪いったらない。そのまんま地面に突つっ伏ぷして『はぢめてのざせつ』とかそんなカンジのタイトルがお似合いの、無様な敗北のシーンだった。

「ジャックは……失敗だっていうのか……」

「春はる田たくん……」

「こんな、こんなはずじゃ……」

「春田くん……」

「おれはいったい、なんのために……」

「春田くん……」

「なんだよ!?　おれはいま何なに気げに落ち込んでドアアアアアアアッッ！」

　口から心臓出た。

　リクの足に、跪ひざまずいて投げ出したその足に。

　手が。

　がっしりと。

　一瞬誰だれだかわからなかった。

　体にはなぜかハダカにゴザだけを巻き付けた江戸時代の死体スタイル。クツすらもはいていない生まれたままの姿で、彼女は振り乱した髪の間から爛らん々らんと光る目をリクに向けていた。芸能人で誰だれに似ているかと訊きかれたら、リクは迷わず「どざえもん」と答える。

「よ……よくも……ルイなんて入れてくれたわね……」

　るい……？

　……ルイ！

　ルイ13世！

　てことは、こいつ、成なり田たか！

　いやいや、服はどこにいった。メガネさえもしていない。いったい何が――

「ひゃ……ひゃくにじゅうまんえんなんて……払えるわけないじゃない……」

　思い出した。

　ホストクラブから脱出するとき、腹いせにオーダーしてやったルイ13世。テレビで見て、高いんだろうなとは思っていたが、まさか１２０万もする一品だったとは。

「車を……売ったわ……。服も……時計も……メガネも……」

「そ、それはそれは……」

　道理で。ゴザ一丁。

　さすがにちょっぴり悪い気がしないでもないリクである。

「それでも50万ぐらい足りなかったから……いけない金融機関でお金を借りてきて……ようやく払い終わったはいいけれど……腎じん臓ぞうが……いっこ……担保に……ううっ」

「先生もう喋しやべらないで！　いまはゆっくり羽を休めて！」



    

  
    
      



    

  
    
      　羽なんてそんな上等なもの、どこにも生えていないのだが、適当な比ひ喩ゆでくるまないとなんかもう色々やってられない。体育祭で優勝できなかったことぐらいで凹へこんでいた自分はなんてちっぽけだったのだろう。いるではないか。ここに。さらなる下が。

「もう……私の生きがいは……コレぐらいしかないわ……」

　ゴザの中から震える手で取りだされたそれに、リクは目を奪われた。

「ああ……天あま原はらくん……カッコイイ……」

　写真。

　天原くんと言ったか。いま。

　そこに映っている人物は、ふだんの昴すばるとはあまりにも違いすぎて……服装や髪型が、なんというのだろう、タカラヅカ的とでも言おうか。その手の女の子にキャーキャー言われそうな、凛り々りしい女性の姿が映っていた。

　リクはバッと顔を上げた。

　借り物競走得点板の、

　どこだ。

　あった。



・文化祭女コンでの天原昴くんの生写真（１）

一五点　



　赤白は４７４点。春組４７１点。その差３点――――

　届く。起死回生の一手が、ここにある。

　そう気づいた時点で、もうこの女への気遣いは吹っ飛んでいた。

「よこせええええええっ！」

　リクは成なり田たに躍りかかった。

「なっなにいきなり！」

「写真、その写真をよこせええええっ！」

「い、いやあ！　もう私にはコレしか残っていないのよ！　イヤ！　死んでも放さない！」

「リク、手伝うぞ」

「あ、天原くん！」

「先生すみませんそいつを渡してください。それは、どうしても――」

「ダメ！　いくら天原くんのお願いでもこればっかりは聞けないわ！　だって、私にはもうコレぐらいしかないんだもの！　おはようのチューをする相手が！」

　昴が凝固した。

「……なんだと」

「やだ言っちゃった！　でもいいわよね。ううんこの際言っちゃう！　他にもあるのよえーとねおやすみのチューでしょ？　いってきますのチューでしょ？　あとえっと……」

「リク」

「おう」

　阿あ吽うんの呼吸だった。

　成なり田たの首に、二人の腕が巻きついた。

「そうそうお帰りなさいのチュー！　……って、あら？」

　成田の体が尻しりから持ち上がった。

「ちょっと？」

　やがて体は逆さかさ吊づりの体勢に移行。

「なに？　ヨガ？」

　ああ……、

　写真一枚に、運命が下した裁きはあまりにも残酷で。

　神も仏もない。春組男子二人による、ツープラトンＤＤＴが炸さく裂れつした。



　逆転への切符を、リクは確かにその手に握りしめていた。

「おおお……」

　喜びに震える体。隣で転がっている成田の死体はこの際どうでもいい。

　写真。

　一五点。

　逆転。

　腕を振り回して叫ぶ。

「へ―――――――い！　競技係！」

　いまさらナニゴトかと、紅白の視線がイッキに振り向けられる。

　ああ、気持ちがいい。

　どっちが優勝だとモメているところを、脇わきからごぼう抜きにするこの快感。

「これを見ろォッ！」

　周りによおく見えるようにと、クシャクシャになった写真を両手で伸ばし、高く掲げた。とそのとき――

　バッ！

　横から伸びてきた手に、写真がひったくられた！

「んあっ？　うわあ写真！」

　ひったくり犯は昴すばるだった。

　写真を握りしめて、いつの間にか持っていたジッポに火をつける。

「こんなものを……残しておくわけにはいかん……！」

「いや、す、昴くん……？」

「なんだ。文句があるか」

　ギロリと睨にらみつけてきた昴の目は、震え上がるほどに鋭かった。

「すす昴、まて、話し合おう」

　写真に火がついた。

「うわあああ！」

　メラメラ燃えていくタカラヅカ姿の昴すばる。はらりと手から落ちたそれを必死で鎮火させようと、リクはがんばった。踏んでみたりフーフー吹いてみたりペッペッ唾つばをかけたりした。

　全部無駄だった。

　努力むなしく、写真は天に召されていった。

　残ったのは、灰だけ。

「いいか――」

　地べたに崩れ落ちたリクの横で、昴はグラウンドにいる全員に向かって言った。

「俺おれの女コンでの写真もしくはデータを持っている奴やつは即刻処分しろ。もし次に見かけたら……その持ち主の個人情報をＷｉｎｎｙから２ちゃんから企業のＤＭダイレクトメールから新聞の投書欄から手当たり次第に流して日本中に広めてやるぞ！」

　恐ろしい焚ふん書しよ令だった。

　昴の情報収集能力のものすごさは皆骨身に染みて知っている。ひとたび狙ねらわれたが最後、誕生日や家族構成は言うにおよばず、通知簿の数字、好きな人、いやいやこんなのはまだかわいいもので、子供の頃ころに発明したオレ必殺技の名前だとか、隠してあるエロ本のどのページでヌイているかだとか、果てはその日にしたウンコの大きさまでなんでも突き止められてしまう。そんな彼を敵に回してまで、写真一枚を持っているメリットなどどこにもなかった。

　早くも４、５人が集団からそそくさと抜け出して逃げるように去っていった。

「す……昴よう……」

「なんだ」

「お前……そりゃちょっとあんまりじゃねえかよう……」

「知るか。死ね」

「優勝……」

「俺の沽こ券けんより重いトロフィーなどこの世に存在せん」

「わあああ！」

　リクはだだっ子みたいに寝っ転がってぐずった。

「飼い犬に手を噛かまれたあ」

「誰だれが犬だ」

「殿ぉ、光みつ秀ひでがあ、光秀が謀む反ほんをお」

　そんな、こんなで。

　春組、予期せぬ内部崩壊により――

　優勝…………………………………………………………………ならず。



　さて、脱落した奴らはほっといて、優勝の行方ゆくえである。

　困ったのは競技係だ。

　なにせこんなこといままでに例がない。ぴったり同点の紅白。はてどうしたものか。

　両陣営の男子が数人、砂場に走っていって、いまさら借り物の砂20kg（〇・五点）をかき集めようとしていた。バケツやズダ袋、果ては荷車まで持ち出してきて必死こいて集めていたが、お互い優勝がかかってるもんだから、ちょっと作業が進むととたんに相手陣営からジャマが入って、せっかくバケツに入れた砂を片っ端からぶちまけられる。このままでは20kgなんていつまでたっても集められそうになかった。

「いっそ……両方優勝っていうのは……」

　苦し紛れにそう提案してみるも、

「納得いかない」

　白組キャプテンがかぶりを振った。

「決着をつけたいわ」

　赤組キャプテンも頷うなずいた。

「……ですよね……」

　とは返事したものの、決着のつけ方なんてさっぱり思い浮かばない。どうしたものか。

　助け船を求めて本部テントに顔を向けると、やけにニコニコしている校長と目があった。校長は「おや～？」とおヒザのちいたんの頭をナデナデしながら「ちいたぁ～ん。みんな困ってるみたいだよぉ～？」

　なんだその口調。ちょっと殺意を覚える競技係である。

「ふむふむ。では神託を授けます」

　代わって口を開いたのはチカだった。

　自分で神とか言うな、とまたもや殺意の沸いた競技係だったが、こちらはあのアホ校長とちがって何やら案があるらしい。

「決着をつければいいのです。すなわち延長戦」

「へぇ～。いいアイデアだね～。それで？　ちいたんはどんな延長戦にしたいのかな？」

　チカはスタンッと地面に飛び降り、えへんぷいと胸を張って、ご神託を述べられた。



「延長戦は――――　に　ら　め　っ　こ　で　！　」



　場が静まりかえった。

　にらめっこ。

　いま、自分はさぞマヌケな顔をしてるんだろうなと競技係は思った。

　にらめっこってあれか。『にらめっこしーましょー、あっぷっぷー！』のあれか！　対象年齢６歳ぐらいのあの遊びを、いい歳した高校生にやらせるというのか！

　なんたる。

　なんたる、屈辱。

　だいたいそれスポーツじゃないし！

　見かねた競技係は校長に食ってかかった。

「ちょっと、校長先生、何か言ってあげてください！」

「ん～ちいたんはとってもおりこうさんだね～」

　聞いちゃいなかった。しかも校長、やにわにマジ顔になったかと思うと、これまたたいへんダンディな声で、

「決着は……にらめっこでつけることとする！」

　ゴハァ！

　よりにもよって、ここで王権発動させやがった！

　大変なことになった。

　見よ。校長のあの表情を。もうちょっとで「朕ちんが法律じゃ」とか言い出しそうな勢いで、ムダに曇りなき眼まなこで下界を眺め降ろしていらっしゃる。こうなるともはや従う以外に道はない。逆らったが最後、ちょっと内申などをいじられて、遊び半分で評定平均を８ぐらいマイナスされてしまうにちがいないのだ。げに恐ろしき校長の権力。

　だが、目をつけるべきは校長ではなくあのちびっ子だ。

　王政を敷いているのはまぎれもなく校長本人だが、それを意のままに操っているのはあそこで何食わぬ顔してトロピカルジュースをすすっている白しろ崎さきチカなのだ。

　あの愛らしい毛皮の中に潜む、口の裂けた悪魔。それを想像して、競技係は震えた。

　この学園は、あの小さな手のひらの中に収まっているのだ。

「あ、あの……よろしいので……？」

「「うむ」」

　校長とちいたん、息合いすぎ。

「で、では……」

　みんなとっくに聞こえているはずなのだが、改めて伝えるのにはなかなか抵抗があって、「にらめっこで……」と蚊の鳴くような声でようやく伝言を絞り出したときには、両陣営の『お前……正気か？』みたいな容赦ない視線が四方八方から突き刺さってそれだけで死ねそうだった。

　ひっそり涙を流しながら、彼は誓った。

　もうやらない！　絶対やらない！　競技係なんてっ！



    

  
    
      
ＥＸＴＲＡ　ＲＯＵＮＤ　“〝にらめっこ”〟





　大変なことになったわ……。

　赤組キャプテンはそっと奥歯を噛かみしめた。

　よりにもよって、にらめっこ。

　あんなの、ほんの小さな頃ころに遊びでやったぐらいで、強いとか弱いとかましてや順位なんて決めるものではなかったはずだ。だがいまさら文句を言ったって始まらない。

「にらめっこって……」どういう人が強いんだっけ？

　赤組の顔ぶれを見渡す。ふざけるのが大好きな男子連中なら誰だれでもつとまりそうな気がするが、問題は……

「相手より先に笑っちゃダメなのよね……」

　そうなのだ。笑ってしまったら負けなのだ。うちの男子、ふざけさせるのはよしとしても、笑いを堪えるとなるとどうか。難しいだろう。攻撃力１００、防御力２って感じ。

「ダメね、男子は」

　防御力がいるのだ。相手がどんなヘン顔で攻勢を仕掛けてきても、絶対に笑わない鉄壁の防御力を持つ人材が――

「！」

　いた。

　いた！

　絶対に笑わない、防御力２５５の鉄壁キャラが！



「春はる田たくん……」

「んあ……」

「春田くん、起きて」

「んあー……」

「起きてってば！　ちょっとお願い事があるんだけど……」

『無気力な現代の若者』というタイトルでドキュメンタリーが組まれそうなほどに、優勝を逃した春田リクはもはや正しく無気力な世捨て人だった。

　轢ひかれたカエルみたいに地べたにうつぶせたリクを、畳でもひっくり返すみたいに仰あお向むけにして、赤組キャプテンはしゃがみ込んだ。

「あのね、丸まる鍋なべさんを借り受けたいの」

　リクはパチクリとした。パチクリとしたが、理由を訊きく気力も失うせていた。

「あー、もってけもってけ。どうせもともと赤組だしなー」

　ひらひら手を振る。

「そう、ありがとう！」

　赤キャプはほっとした顔になり、「じゃあ――」

「待て」

　声がかかった。

　リクの声ではなかった。

“〝ドル高”〟のハチマキ――春組の一員、天あま原はら昴すばるだった。

　昴は赤キャプをいったん手で制して、いきなりリクの胸ぐらを引きずり上げた。

「うわ、な、なんだよ！　おれは写真なんて一枚も――」

「リク」

　低く、鋭い声。

「……俺おれは原則借りは作らん主義だ」

「は？」

「貸しならともかく借りなどなにひとつメリットがないからだ。だが今日、まったくもって不本意なことにお前に借りを作ってしまった。リレーのアレだ。ああ気持ちが悪い。気持ち悪いからさっさと返す。いま返す。いいか。一度しか言わん。よく聞け」

　昴の瞳ひとみは、ギラついていた。

「チャンスだ」



　　　＊＊＊



　時計はそろそろ三時を指そうかという頃ころ。

　傾いた陽は少し手加減を覚えてきたが、いまだじっとしているだけで汗の流れる暑さであることに変わりはない。だというのに、ここ黄こ金がね橋ばし学園第一グラウンドでは誰だれひとり木陰にすら入ろうとせず、天にも負けじと気合を燃やしてその場にとどまっていた。

　それもそのはず、まさに今から優勝を決める運命の一試合が行われようというのだ。誰だって勝利の瞬間を味わいたい。逃げ出す奴やつなんていやしない。

　ただし……その決着方法がちょっとアレなのが少々泣けるだけで。

「では各自、選手を前に」

「その前に」

　赤組のキャプテンだった。

「ひとつ確認させて。状況がどうなろうと、にらめっこで勝てば赤組の勝ちなのよね？」

　続けて白組キャプテンも「それは俺も聞いておきたい」と迫った。

「は、はあ……確認するまでもありませんが……」

　両キャプテンは頷うなずいた。

「わかりました。それでは……」

　彼女は陣内から歩み出た。

「こちらの選手は……丸まる鍋なべねこさんよ！」

　ずずいっと押し出された彼女――丸鍋ねこは、見るからに置かれている状況をわかってない顔をしていた。ハチマキなんかはちゃっかり赤に変えられ、さも最初から赤組の一員でしたみたいな空気。

　お目見えした瞬間、白組陣営に動揺が走った。丸鍋ねこといえばその鉄仮面のような無表情で有名も有名、にらめっこといいつつ笑わせっこの戦いにおいては、まちがいなく最強カードのひとつと言えた。

　ざわめきの中で、今度は白組のキャプテンが口を開く。

「丸鍋さんか。これは手て強ごわい。けど、どうかな？　こっちも一筋縄ではいかないぞ。紹介しよう。こちらの選手は――嵐あらし野のとらさんだっ！」

　今度は赤組が動揺する番だった。

　嵐野とら。

　つい五日前に転校してきたばかり。なぜかカタコトの日本語を喋しやべり、ことあるごとに「ニポンジンでス」と発声しては周囲をさらなる疑惑の渦へと巻き込んでいた彼女。

　考えてみれば彼女もこの戦いにはうってつけだった。転校してきて以来彼女の笑顔を見た者はおらず、何が気にくわないのかいつも眉まゆ根ねを寄せて怒っている。まさしくにらめっこの申し子だ。現にいまでさえことさら表情を厳しくして丸鍋ねこにガンを飛ばしている。

　無表情娘　vs　イライラ娘。

　両方、もと春組。

　およそにらめっこにふさわしくない顔ぶれで、いよいよ――

「それでは始めていただきましょう！　笑っても泣いてもこれが最後……、

　参ります！　せーの、

　に　ー　ら　め　っ　こ　し　ー　ま　し　ょ　ー

　あ　っ　ぷ　っ　ぷ　！」



　　　＊＊＊



　体育祭の決着をにらめっこで――馬ば鹿かげている。

　そのにらめっこ勝負の行方ゆくえを、食い入るように見つめる全校生徒の図――馬鹿げている。

　少し常識を働かせれば、いまこの場所で行われていることがいかに馬鹿げているかなんてカンタンにわかりそうなものだ。

　そしてさらに、極めつけに馬鹿げている事実をもうひとつ紹介しよう。

　にらめっこ選手。

　丸鍋ねこ。

　嵐野とら。

　この二人、にらめっこのルールを、知らなかった。



　　　＊＊＊



　わけもわからず引きずってこられて、わけもわからず何かをまくし立てられて、わけもわからずこんなところに担ぎ出されてカミラは混乱していた。ここはどこ。何をする場。

　人垣がぐるりと周囲を取り巻いて、大きな円を形作っている。パッと見、出られそうにない。視線が自分に集まるのを感じる。

　……なんなの、いったい。

　と心中でこぼしたのもつかの間、禍まが姫ひめの姿を目の前にしたとたん、カミラの腹の底でくすぶっていた炎が膨れあがった。

　さっきの“〝時縛り”〟乱発で魔力はとっくに尽き果てている。結界を破るのも結局失敗してしまったわけだし、どのみちいまの時点で禍姫を捕らえることはできない。

　だが、それとこれとは話が別だ。

「に～らめっこし～ましょ～、あっぷっぷ！」

　競技係の声を、カミラの耳はあっけなくスルーした。たとえ言葉がわかっていても、同じことだっただろう。

　カミラは微動だにせず、禍姫を睨にらみつけた。禍姫の目には警戒の色がありありと現れ、こちらの動きを窺うかがっている。そんなふるまいすらも腹が立つ。

　カミラは足を踏み出した。禍姫に向かって。

　ザッ、ザッ、ザッ、ザッ――

　周囲の緊張はいまや最高潮に達していた。誰だれひとりみじろぎもせず声も発さず、超満員のグラウンドで聞こえるのは、カミラの足音と降りしきるセミの鳴き声だけ。

　空が、ただ青かった。

　禍姫は逃げない。全身に緊張をみなぎらせて、怖いと感じている様子はありありと伝わってくるのに、逃げるどころかまっすぐにこちらの目を見据えてくる。それがまたカミラをいらだたせる。

　逃げないのは、安全だと知っているからだ。結界に守られている自分は、カミラごときに連れ去られはしまいと確信しているからだ。悔しいことにそれは真実で、実際のところ近づいたとて何ができるわけでもない。ならばなぜ自分はいま禍姫に近づいているのか。わからない。わからないがとにかく無性に腹が立って何かせずにはいられない。

　結局のところ、ただの八つ当たりだったのだと思う。

　気がつくと、両の手が伸びて禍姫の頬ほおをぎゅうづかみにしていた。

「――――！」

　周りが息を呑のむ気配が伝わってきた。禍姫の目が大きく開かれた。かまうものか。左右に引っ張ってやる。ぐいいっ。

「あ、あの、にらめっこ……」

　それきり競技係は言葉を失っている。

　禍まが姫ひめの頬ほおはよく伸びた。カミラは引っ張る手にありったけの悔しさをぶつけていた。結界に守られているせいで余裕ぶっている禍姫が、ただひたすら気にくわなかった。

　だが。

　相手とて、なすがままではなかった。

　反撃に転じたのだ。

　見開かれていた瞳ひとみがきゅっと半分ぐらい伏せられ、これはもしかして睨にらんでいるのか、とカミラが思った瞬間、伸びてきた両手に頬をひっつかまれていた。

『……っ』

　カミラはびっくりなんてしなかった。もとよりケンカ腰、売ったケンカをあっちが買っただけにすぎない。それでこそ張り合いがあるというものだ。さらなる闘志が腹の底で燃えさかっていた。

『やってやろうじゃない』



　驚いたのは観客である。

　考えられない。

　あの丸まる鍋なべねこが。あの昆虫のごとき鉄壁無表情娘が。

　ちょっと睨んでいるようにも見える目つきで、転校生の頬をむんずと掴つかんでいる。

　いったい何が起こったというのか。もはやこれは「にらめっこ」などではなく「にらみ合い」いやいや「引っ張り合い」もっと言うならば「幼稚園児のケンカ」であった。

　いまや二人は互いに一歩も引かぬ構えで、がっぷり四つに組み合って視線で火花を散らしている。にらめっこからはとっくに脱線していたが、そこに展開される気迫のフィールドに待ったをかける命知らずはどこにもいない。それどころか、

「が……がんばれっ！」

　ひとりがそう発したのをきっかけに、少しずつ応援の声が飛び始めた。

「丸鍋さん、がんばれ！」

「負けるな！」

「嵐あらし野のさん、がんばって！」

「ファイトォ！」

　声はしだいに増え続け、各組一丸となってみるまに大きく膨れあがっていく。

「いけぇっ！」

「押せぇっ！」

「まるなべ―――――――っ！」

「あらしの―――――――っ！」

　そしてそれは、やがて大きなうねりへと変へん貌ぼうを遂げた。

「まっるなべ！　まっるなべ！」

「あっらしの！　あっらしの！」

「まっるなべ！　まっるなべ！」

「あっらしの！　あっらしの！」

　ふたつのすさまじい大波がぶつかり合い、ここに存在する何もかもを飲み込んでごうごうと渦を巻いてゆく。

「「「まっるなべ！　まっるなべ！　まっるなべ！　まっるなべ！」」」

「「「あっらしの！　あっらしの！　あっらしの！　あっらしの！」」」

　この炎天下をものともせず声を上げ、両手を振り回し、足を踏み鳴らす。声援は熱を帯びて重なって、真夏の高い空をさらに押し上げてゆく。

　にらめっこではない。もはやどうなれば決着なのかもわからない。どうなってほしくて応援しているのかもわからない。それでも彼らは声を出さずにはいられない。胸の奥底から突き上げてくるこの力強い何か、夏の空をも灼やき焦がさんとする何かが、皆の肺を喉のどを舌を唇を伝ってほとばしり出る。

　赤組もない。白組もない。高等部も中等部もない。男も女もない。空に燃えさかるあの太陽のような、巨大なひとかたまりの熱狂だけがそこにはあった。



　手加減なんてものは、とっくに頭から抜け落ちていた。



    

  
    
      



    

  
    
      　相手も同じ。

　つねられる頬ほおが痛い。ものすごく痛い。ちぎれそうだ。気を失いそうだ。

　禍まが姫ひめのつねりは容赦がなかった。

　悲しくもないのに涙が浮いてくるなんて、本当にどうかしている。痛い。痛い。一瞬でも気をゆるめようものなら、とたんに食いしばった歯の間から情けない悲鳴が上がってしまうことだろう。けれど、音は上げられない。この女をいっぺん泣かせでもしない限り、この腹の虫は収まらない。

『あなたなんかに……』

　歯を食いしばりながら言ったものだから、ろくな発音にならなかった。でも関係ない。伝わったかどうかなんてどうでもいいのだ。自分が言いたいだけなのだ。

『負けてっ……、られないのよ……！』

　なぜ堪える。禍姫よ。

　目め尻じりにはとっくに涙が浮かんでいるし、頬なんて両方とも真まっ赤かだ。さっさと泣き出すなり悲鳴を上げるなりすれば多少なりともこちらの気も晴れるだろうに、いっこうに音を上げる気配がない。それどころか、さっきから意外なほど強い目で睨にらみつけてきて、こっちでも目を逸そらした方が負けみたいな雰囲気になっている。つつけば泣き出す弱気なお姫様だと思っていたのに、とんでもなかった。彼女は思っていたより何倍も手て強ごわかった。

『あのひとには……頼れないの……』

　驚いた。

　禍姫が、喋しやべった。

『やさしくて、あったかくて……』

　あのひととは誰だれだ？

『こんな私に構ってくれて、笑わせようとしてくれて……つまらなさそうな顔してる人がいるといやだって、周りはみんな笑ってる方がいいんだって……』

　何を言っている。

『あのひとに、たくさんもらったの。でも、ひとつも返せてないの。だからせめて、これ以上もらいっぱなしでいたくない……』

　…………。

『私がっ……、強くならなくちゃ……いけないの……！』

　強い瞳ひとみだった。

　カミラは奥歯を噛かみしめていた。

「あのひと」が誰かは最後までわからなかったが、彼女にはたしかにいるのだ。頼るべきひとが。そしてそれが彼女を支える強さの源となっている。

　引けないと、そのルビーの瞳が叫んでいた。

　ふと考えてしまった。その強さが自分にはあるのだろうかと。

　崩れそうになったとき、支えてくれるひと。すぐにあのノーテンキ男の顔が浮かんだが、そんなはずはないと件名に打ち消した。あんな奴やつ、任務を放ほうり出だして遊んでいたやつなんて、冗談じゃない。けれど――

　ふと思いを巡らせてしまったのが運の尽きだった。

　やさしくしてもらった思い出が怒ど濤とうのように蘇よみがえった。

　飼っていたフクロウが見つからなくて泣いていたとき、母の作ったイチジクのジャムをツボごと落っことしてしまったとき、おろしたてのマントを川に流してしまったとき、二人で森に入って出られなくなったとき、値の張る箒ほうきをほしいと散々わめいたとき、エミールにふられたとき――

　泣き虫だった私を、彼はことあるごとになだめてくれた。私が泣かなくなってからも、同じように接してくるのは少しうっとうしかったけれど。

　私がどれだけ突き放しても、彼はいつもまぶしいほどの笑顔で、また私のもとに帰ってきてくれるのだ。

『カミラ！』

　幻聴じゃなかった。

　声は、禍まが姫ひめの肩越しに聞こえてきた。

『がんばれ――――――――――――っ！』

　ハインツが、片手を振り上げてグルグル回しながら、声をからしていた。

　――ハインツ。

　あなたってひとは、どうして、いつも、そう、

『…………ん』

　ふ……っと。

　力が抜けた。

　ここまでだった。

　両手が禍姫の頬ほおから離れ、ふら、と一度だけ空中をたゆたって、力なく落ちた。

　がんばれなくなった。

　意地が張れなくなった。

　私は、ひとりで立っているわけじゃない。そのことに気づいたとたん、それまで自分を支えていた意気地のようなものがすっかり背中から流れ落ちてしまった。

　いつだってハインツによりかかっていたのだ。うるさいだうっとうしいだとはねつけながらも、いっこうに堪こたえないでそばにいてくれるハインツの笑顔に、どれだけ支えられていたのだろう。

　禍姫の手が不意に外された。急に態度を変えたカミラを疑問に思っているのだろう。

　カミラは改めて彼女を見た。

　つねられすぎて真まっ赤かな頬。息を整えている口。そして、まっすぐにカミラへと据えられた瞳ひとみ。

　信頼する人を振り切って、ひとりで立とうとしている彼女。

　信頼する人に頼りっきりで、そのくせひとりで立っていると勘違いしていた自分。

『ああ――』

　深く息を吐いて、ぐったりと空を見上げた。

　セミの音が聞こえていた。

　うるさいほどの声援は、もう、やんでいた。

　ぽつりと。

『負け、よ』

　漏れた。

　悔しくなんてなかった。

　不思議なほど、すがすがしい気分だった。

　嘘うそもてらいもない、それは素直な一言だった。



    

  
    
      
第三章　“〝結果発表”〟





　息をもつかせぬ頬ほおのつねり合いから一転、急に二人とも手を放し、しばらく見つめ合っていたかと思うと一言二言交わし合い、はてあのコたちは何をやっているのだろうか、何もしていない二人を応援するのもヘンだしさて自分たちはこれからどうすれば、と手持ちぶさたにしているところに、



「カミ、えっと嵐あらし野のさんが、負けましたって言ってます」



　と同じく転校生の浅あさ海み碧みどりがそんなことを言ったもんだから、グラウンドは一瞬にしてパニックの渦に陥った。

　どゆこと？　どゆこと？

　なんかよーわからんが勝ったらしい、の赤組では、キャプテンが「か、勝ったのよ！　こ、これ優勝よね？　喜んでいいとこよね？」といまいちすっきりしない勝利の味を必死で美う味まいと思いこもうとしており、なんかよーわからんが負けたらしい、の白組では、同じくキャプテンが「なんだろう……この釈然としない感じ……」とこちらは正直な感想を漏らして首をかしげていた。

『は――いお静まりくださ――――――いっ　お静まりくださ――――――いっ』

　ざわざわ。ざわざわ。

『お静まりくださ――――――いっ、鎮まれ――――っ、こら――――っ』

　ざわざわ。ざわざわ。

『だから鎮まれっつってんだろが！　うんこ！　うんこ――――――――――！』

　わあ。

　一発でざわめきがやんだ。

　うんこて。

　大音量のマイクでうんこて。

　この暑さでついに競技係がラリった。みんなそう思った。

『あ、静かになった。じゃあこっち――――！　朝礼台にちゅうも――――く！』

　朝礼台。

　そこにいたのは競技係ではなかった。

“〝天てん下か布ふ武ぶ”〟のハチマキを風になびかせ、スタンド付きのマイクをロッケンローラーよろしく握りしめてベイベッしていたのは、あのお騒がせ野郎、春はる田たさんちのリクくんだった。

　みんなが注目したとわかるや、リクはおっしと頷うなずいて、にっかり輝く笑みを浮かべた。

『えー、こうして皆さんに集まってもらったのはほかでもありません』

　てめーのために集まってるわけじゃねー！　とまずはヤジが一発飛んで、



『――春組、優勝のお知らせ』



　……………………。

　は？

　と誰だれかが言った。

　何言ってんのアイツ？

　と誰かが言った。

　朝礼台の上のニヤニヤ笑いは小揺るぎもしなかった。

『まあ落ち着けよ。えーとまず赤組キャプテン、中家さん』

　リクが指さした先、赤キャプの女子が気まずそうに目をそらした。

『にらめっこ対決の前、おれは丸まる鍋なべねこを貸す条件として何を要求しましたか？』

　にこやかに問うリクに対して、赤キャプは言い出しづらそうにぼそりと、

「……１点」

　それを聞いたリクは、よくできましたね、という慈母の笑みになって、

『はい、そのとおり。中家さんは、丸鍋ねこのレンタル代として、赤組の総合得点から１点を春組に譲ってくれることを約束してくれました』

　なんだそれ、聞いてねえぞ、と赤組連中から声が飛ぶ。

「だ、だって！　そうしないと丸まる鍋なべさん借りられなかったんだもん！　それに、それに私確認したわよね？　このにらめっこで勝った方が優勝でいいのよねって！　だからなんと言おうと優勝はうちで決まり――」

“〝ひとつ確認させて。状況がどうなろうと、にらめっこで勝てば赤組の勝ちなのよね？”〟

　流れたのは、彼女の声だった。

『もっぺん聞く？』

　手にしたＩＣレコーダーをいじりながら、リクは言った。

『いやー、ふだんからこんなモン持ち歩いてるとか、昴すばるおまえどんな日常送ってんの？』

　脇わきの天あま原はら昴が「さっさと話を進めろ」と顎あごをしゃくった。

『へーい。んで、これなんだけど、優勝なんて言葉、どこにも出てきてねーよな？』

「た、」赤キャプはいよいよ追いつめられた顔をした。「た、たとえそうだとしても、にらめっこで勝ったうちが優勝という事実に変わりはないわ！」

『それは赤組と白組の決着をつけただけだよな？　おれら春組は入ってねえ』

「だからどうしたっていうのよ。もともと点数が足りてないなら意味ないじゃ――」

『さてそこで！』

　やにわに大声を張り上げたリクに、赤キャプはひっくり返った。

　リクの目はもう彼女の方を向いていなかった。

『そこで真っ青な顔してる白組キャプテンにおたずねします』

　今度は白組に動揺が走る番だった。キャプテン……まさか……と近づいた男子を押しのけ、白キャプは眼球だけを動かしてリクを見た。

「ああ……。うちも赤組と同じ条件で嵐あらし野のさんを借り受けた」

　リクはうんうんと満足そうに頷うなずいた。

『そうですね。うちは白組からも１点もらいました。

　……ってことは？

　総　合　得　点　は　？』

　得点板が書き換えられる。赤が-1ポイント、白が-1ポイント、春が+2ポイント――



　赤組　４７３点

　白組　４７３点

　春組　４７３点



　――――。

　並んだ、と誰だれかが呻うめいた。

　春組が、並んじまった……！

　とっくにトドメを刺したと思っていた春組が――。

　おい、これどうなるんだよ……！

　どうするんだ？　おいおいおい！　また延長戦やんのか？

　これまでで最大級のざわめきが大地を埋め尽くしていた。なにせ優勝のかかった最後の大一番。これまでのがんばりがみごとに花を咲かせるか、それとも泡と散るのか……。

『――さて！　そこでェ！』

　スピーカーから響いた大声が、グラウンドじゅうのざわめきをまとめて吹き飛ばした。

　朝礼台の上でリクは、ポン、とそれに手を置いた。

『コレは、いったいなんでしょう？』

　手をズダ袋につっこみ、中身をひとつ持ち上げ――いや。

　固形物ではない。

　あれは――砂。

　砂……、

「ああっっ！」

　白組キャプテンが驚きよう愕がくの声を上げた。

「それは……借り物の……」

　ああっ！　まったく同じ驚愕の悲鳴が、どこかで上がった。それにつられるようにして、あちこちで続けざまに悲鳴が勃ぼつ発ぱつする。

　彼らは一様に首を振り向けて、ある場所に目を走らせた。

　その視線の先。



　・砂20kg

○・五点　



　よく見れば、リクの腕はヒジまで砂まみれだった。額には玉の汗が浮いていて、大きな呼吸で胸が大きく上下していた。

　それを見た瞬間、全員が理解した。

　自分たちは、まんまと春組の計略に嵌はめられていたのだと。

　紅白キャプテンの様子からすると、互いに相手が１点を春組に渡したことなど知らなかったようだ。

　つまり、交渉は別個に行われた。

　だからこそ両キャプテンは春組の出した条件を呑のんだのだろう。まさか相手の組まで春組から人を借りたとは思わなかったのだ。そう考えれば、にらめっこ勝負の前に赤組キャプテンが妙な念押し“〝状況がどうなろうと、にらめっこで勝てば赤組の勝ちなのよね？”〟をしたのも納得がいく。あれは、勝負に勝てば、相手より１点減っていても勝ちとみなしてくれるのか、という意味だったのだ。

　これで三組が横一線に並んだ。

　そして次のにらめっこ。

　彼らは、紅白の決着などはなから眼中になかった。二人のつねり合いに、誰だれもが全精力を注いで注目しているさなかに、彼らは勝負そっちのけで、完全に盲点となった砂場で砂をかき集めていたのだった。

　出し抜かれた。悪魔じみた機転だった。まったく、なんという、なんという――

『点数、チェンジ！』

　リクの声とともに、得点板に「・５」が書き込まれた。



　赤組　４７３点

　白組　４７３点

　春組　４７３・５点



　直後、競技係テントからホイッスルの音が飛んだ。

「三時になりましたーっ！　借り物競走、終了で――すっ！」

　ギロチンの一撃だった。

　競技はすべて終了した。一発逆転の借り物もなくなった。この瞬間、紅白の芽は完全に絶たれたのだ。得点板の数字だけが、たったひとつの揺るぎない現実だった。

　刹せつ那な――

　グラウンドが、爆発した。

　それはまさに沸騰したような騒ぎだった。

　やられた。出し抜かれた。もぎ取られた。この一日の長い戦い、最後の１センチですべてをひっくり返された彼らの胸に沸き上がったものは悔しさではなく、とめどない驚きと興奮の奔流だった。

　荒れ、逆巻き、ぶつかり合って砕け散る。

　吼ほえる。手を叩たたく。跳びはねる。

　踊った。歌った。叫んだ。そうせずにはいられない何かが、彼らの身の内から壊れた噴水のようにほとばしり出ていた。

　祭まつりだ。

　これが祭の味だ。



　春組、優勝。

　

　ありえない。

　ありえなかった。

　プログラムを半分以上も消化した昼過ぎから新しい組を立ち上げて、しかもたった７人で、３００点以上もあった点差を逆転して、優勝してしまうなどと。

　馬ば鹿かげている。冗談だ。笑い話だ。

　しかし現実はここにある。戦いの記憶が、ここにはある。

　あらゆる手段を使い、貪どん欲よくに点数をかき集めた。

　玉入れではスナイパーを使い、相手の点数をほぼゼロに押さえた。

　騎馬戦では女子の部を捨て、男子の部一点集中で１６０という大量点をもぎ取った。

　リレーでは、温存させていたあの転校生の爆発的なランでぶっちぎった。

　障害物競走では、トップの白組をドベに落として点数操作を狙ねらった。そこでは二着にこそ破れたものの、借り物競争のキャッツアイで、トップに躍り出た。

　白組のゴルフバッグと赤組のジョナサン（豚）で、いったんは抜き返された。

　しかし、逆転は不可能と思われたこの３点差を、予定外のプログラムを利用して埋めてみせた。

　そして最後は砂を二人で20kgもかき集めた。

　にらめっこ対決の脇わきでひそかに作り上げた、たった０・５点の決定打。

　それはスマートさのカケラもない、汗と砂にまみれた泥臭い勝利だ。

　しかし、だからこそ皆は彼らに称賛を送る。

　手放しの称賛を。

　惜しみない拍手を。

　優勝の栄冠は、砂まみれのあの手にこそふさわしかった。



    

  
    
      
エピローグ



　夕焼けがグラウンドを赤く照らしていた。

　全すべてのプログラムが終了し、現在は後片付けの真っ最中。

　生徒たちの手によって、テントやパイプイスや放送機器がテキパキ片付けられていく。

　仕事を終えた生徒が続々とグラウンドの一角に集まっていく。彼らの目的は、その中心にデンと鎮座する巨大な鍋だった。直径およそ２ｍ。中身はなんと豚汁である。

「はいはーい豚汁こちらですよーっ。二列に並んで――――！」

　その隣では、“〝競技係”〟“〝新聞部”〟の腕章両腕武装ダブルアームド笹ささ川がわきつねがヒザをメガホンでバッコンバッコン叩たたきながら客の整理をしていた。

「こらそこー！　列からはみださなーい！　割り込みとか順番抜かしした人はもっぺん最後尾まで並んでもらいまーす！」

　借り物でいただいてきた野菜とジョナサン（豚）をまとめて鍋にぶち込み、ダシ入り味み噌そと輪切り唐辛子とごま油を本能のままに投入して適当に煮て完成、というなんとも豪快な男料理である。

　陽が傾いたとはいえまだまだ外は暑い。豚汁なんて、その煮えているさまを見るだけで汗が噴き出してくる。季節感をまったく無視したこのチョイスに、しかし皆文句ひとつ言わず行儀良く列に並び、手にした紙カップに豚汁をよそってもらって、思い思いの場所に腰を下ろしてハフハフいいながらすすっている。

　体育館前の段差には、さっきのにらめっこで死闘を演じた嵐野とらカミラは、身も心もすっかりクタクタに疲れ切ってぐったり座り込んでいた。

　まだじんじんと痛む頬ほおを押さえようとして、やめる。さわるとよけいに痛い。

　そこにハインツが、白いお椀わんをふたつ両手に持ってやってきた。

『はい、カミラのぶん』

『…………』

『トンジルっていうんだって』

　……この茶色く濁った液体をどうしろと？

『みんな飲んでるよ』

　カミラはそっと眉まゆをひそめた。飲むのか。この茶色く濁った液体を。

　ともあれぼんやり受け取って、ぼんやりと言った。

『……ありがとダンケ』

　とたん、ハインツがビクッと跳ねて自分のトンジルを少しこぼした。

『……どうしたの？』

『カ、カミラ、いまありがとダンケって言った？』

　幽霊でも見るような目つき。その顔を見て一瞬、なによ、と思い、すぐに思い直した。ハインツが驚いている――理由は簡単で、自分は彼にいままでお礼ひとつ言ってこなかったからだ。だからいきなり言われてびっくりしている。それだけのこと。

　カミラは溜ため息いきをついた。

『……座れば？』

『う、うん』

　ハインツが怖がっている。あのハインツが。どんな邪険に扱ってもニコニコうれしそうにしていたハインツが、お礼を言われただけで警戒している。しかもトンジルに手をつける気配もなく、こちらの様子を窺うかがっている。

　はあ、と二回目の溜息をついて、カミラは思いを一巡りさせた。

『ハインツ』

『な、なに？』

『私、もっとよく考えてみようと思うの』

『な、なにを？』

『禍まが姫ひめのこととか、この世界のこととか……』――それに、あなたのこととか。

『……へえ』

　ハインツは感心したようだった。

『結界を破れなかったことは悔やんでももう遅いでしょう？　だからまずは、先のことを考えることにするわ』

『うん』

『さっきのあれで、色々学ばされたから』禍まが姫ひめの意志。私の位置。

　するとハインツは嬉うれしそうに笑って、言った。

『へえ、じゃあカミラはまたひとつ賢くなったんだね！』

『…………』

『……どうしたの？』

『あ、ううん……そうね』

　ふふっと、カミラは笑った。なんだ。

『そうよ』

　もっと簡単な言い方、あったじゃない。

『私、賢くなったの』

　得意げに言ってハインツを見ると、彼はこちらの顔をじっと覗のぞき込んで、また笑った。

『カミラって、笑うととっても素敵だよ』

『っ』

　頬ほおがかっと火ほ照てった。完全に不意を突かれた。

『……なによ！』

　自分でもよくわからないまま、気がつくとハインツの頭をはたいていた。

『わっととっ』またもトンジルをこぼすハインツ。『熱あっつ！』

『あっ、ご、』ごめんなさい、と言いかけて、あやうく飲み込んで『……ごめんなさい』結局言った。

『えっ』

　ハインツが、またギョッとした。

『ふふっ』

　いい気分だった。

　いじわるな楽しみが、カミラにはひとつ増えた。



　　　＊＊＊



　同じ頃ころ、グラウンド横の花壇脇わきでは、春組女子三人が並んで豚汁をすすっていた。

「ねえみてみて！　ちいの豚汁、豚足入ってる！　これ当たりかなあ？」

「当たり……とか……あるの？」

　トウモロコシを齧るごとく豚足にかぶりつくチカの横で、丸まる鍋なべねこは本当のネコみたいにチビチビ豚汁を飲んでいた。

　つねられた頬に熱い汁が染みる。少しずついかないと痛くて飲めたものではない。

　けどおいしい。こんど家でも作ってみよう。できれば冬場に。

「それにしてもさーねこちゃん」とチカ。「わたしびっくりしちゃったよー」

「……？」

「まさかねこちゃんの“〝意中の人”〟がリクだったなんてさー」

「……そ、それは……」

　誤解だ、と言おうとして、

　ズズズズズズズズズズズズズゥゥ

　はしたない音を立てて、ひょうがイッキに豚汁をすすり上げた。

「やぁ。何も聞こえなかったわぁ」

「…………」

　ひょうはみごとに夕日の方を向いて、いっそ朗ほがらかとさえ言える声で言った。

　気まずい沈黙。

　のち、チカがすごくかわいらしい笑顔で言った。

「……ね、ひょうってかわいそうだよね」

「誰だれがかわいそうなのよ！　誰が！」

「あ、ちがうちがう、見苦しいよね」

「み、みぐる、みぐる……」

　絶句し、怒りでプルプル震えるひょう。

　つくづくチカは怖いもの知らずだ。これくらい自分も歯に衣着せず言えたらどんなに気持ちいいだろうと思う。

「で、ねこちゃん実際どうなの？」

「え……」

　不意に矛ほこ先さきを向けられてねこはとまどった。実際どう、というのは聞き返すまでもなくリクのことをどう思っているかということで、それは……それは……正直、なんと答えていいかわからない。ただ、あのときの甘やかな痛みだけが胸に蘇よみがえって、

「り、リッくんは……」

　口が滑った。

「リッくん!?」チカはもちろん聞き逃さなかった。「ねえいまリッくんって言った？　言ったよね？　わーおっ！」

　がぜん盛り上がるチカ。しまった。ヘンなスイッチを押してしまった。吐け吐くのだと言わんばかりにずいずい距離をつめてきて、その後ろではひょうが石化していて、なんというか一刻も早くこの場から逃げ出していったん全部なかったことにしたい。

「お――――いっ」

　助け船、リクの声。

　豚汁を持って、空いた手で手招きをしている。

「いっしょに食おうぜ―――――っ」

　こちらが気づいたのがわかると、リクはくるりと90度回転して、体育館の方に向かって、同じように叫んだ。

「お――――いっ、ハイン、じゃねえや浅あさ海み碧みどり――――っ。そこの二人――――っ。いっしょに食おうぜ――――っ」

　逃げるようにしてそちらに向かった。



　　　＊＊＊



「おい見ろ昴すばる……豚足入ってるぜ……！　これって当たりじゃね？」

「どう見ても当たりだ。よかったな。おめでとう。心からお祝いの言葉を贈らせてほしい」

「ば、バカにしやがってえ！」

　トラックのど真ん中、ぐるりと円になって座り込む春組７人。

　春はる田たリク。天あま原はら昴。丸まる鍋なべねこ。白しろ崎さきチカ。蘭あららぎひょう。嵐野とらカミラ。浅海碧ハインツ。

　ひとり立ち上がったリクは隣の昴とぎゃーぎゃーやっていて、ひょうは隣のチカに何事かを問いつめていて、丸鍋ねこはぼうっとリクを眺めていて、豚汁を覗のぞき込むカミラの横ではハインツがおっかなびっくり彼女の顔色を窺うかがっている。

　このうちの誰だれが欠けても優勝はありえなかった。第二十五回黄こ金がね橋ばし学園体育祭の優勝トロフィーは、まぎれもなくこの７人でもぎとったものだった。

　リクは誇らしげに豚汁を掲げた。

「おーし全員豚汁持ってるかー？」

「マッチは……マッチはいりませんか……」

「うわ成なり田たセンセ！」

「あ……暖かそうな雰囲気につられてやってきました……どうか輪の中に入れて……寒い……ゴホッゴホッ」

「ちょ、いま真夏なんですけどっ！　どんだけ心冷え切ってんだセンセエ！」

「マッチを……マッチを……」

「まあ、まあ入って！　ほら豚足あげるから！」

「うう……暖かい……」

「えー、気を取り直して、それでは！」ゴホン、と咳せき払ばらいでしきりなおして、リクはこの顔ぶれを見渡した。「みんなよくやってくれた！　おかげで体育祭もジャックすることができました！　途中で何回か『あれこれムリじゃね？』って思ったこともあったけど、優勝してやったぜ！」

　パチパチ、と思い思いの拍手。

「それではいっちょ、この優勝を祝して乾杯といきますか！」

　リクはカップを高く掲げた。

「豚汁で？」とチカ。

「ん？　ダメか？」

「あはは。面白いからいいよ」

「わ……私なんて豚足よ……液体ですらないのよ……」

「わあ成なり田たセンセかわいそう！　じゃあ、ちいの豚足もあげるねっ！　はいっ！」

「あ……ありがとう？」

　もう一本持たされて、成田、首をかしげつつ、豚足二刀流。

「おお、いい構図だなリク」

「おう親父おやじ。撮んの？」

「ったりめェよォ。こんないいシーン、かーちゃんに見せてやんなきゃなあ」

「おっけおっけ。じゃーみんなー！　用意はいいかー！」

　お―――。

「あのちょっと、私だけ、その、扱いが、」

「春組優勝、おめでとう！　カンパ―――――――――――――――イッ！」



　か　ん　ぱ　―――――――――――――――――――――――――　い　っ　！



    

  
    
      
おまけエピローグ



　怒ど濤とうの体育祭から二日開け。

　体育祭の余韻はすでになく、黄こ金がね橋ばし学園には、すっかり日常が戻ってきていた。

　放課後。

　二年ウサギさん組教室には強い西日が差し込んでいた。

　帰りのホームルームは終わり、さっそくノートを広げるのは教室派、カバンを持って下げ駄た箱ばことは反対の方に向かう図書室派、さっさと帰る自宅派、そもそも勉強なんて派。一週間後は期末考査だ。

「んだよーテストとかってマジ意味わかんねー」

　春はる田たリク・ザ・学年順位70／93がダルそうにカバンを肩に引っかけ、後ろのドアからのそのそ出ていく。

「まったくだ。こんなもの時間のムダ以外のなにものでもない」

　天あま原はら昴すばる・ザ・学年順位１／93が続いて出ていった。

「ね、ねえ！　勉強会とかどうかしら？　個室で！　密室で！　限定二名で！」

　蘭あららぎひょう（国語好き）が慌てて彼らを追って教室から出ていく。

「ベンキョウなんてやめて遊ぼうよ～。ちなみにちい、最近パチンコに興味があります」

　白しろ崎さきチカ（なぜかいる）が、ひょうのスカートを掴つかんで引きずられていく。

「…………」

　最後に、カバンを両手で持った丸まる鍋なべねこが同じく後ろのドアから出ていこうとして、ふと立ち止まった。

　前方――廊下には、先を行く仲間達の和わ気き藹あい々あいとした様子が。

　後方――教室には、席で一冊の本を広げるカミラとハインツの姿が。

　カミラは真剣そのものの顔で本に目を落としている。日本語の勉強だ。

「おはい、ご、ざいまーず」「おはようございます」「おはいよ、ご、ざいまっす」「おはようございます」

　その様子をしばらく眺めたあと、ねこはふっと黒板脇わきの机に目をやった。

　ふだんは花瓶の置いてある、イスなしの机。

　けれどいまはちがう。花瓶ではないそれをじっと見つめ、ねこはふっと目め許もとをゆるめた。

「おーいねこちゃーん。帰るよ～」とチカの声。

「あ、うん」

　ねこは頷うなずきを返して、教室を出た。

「今日はついにパチンコデビューの日だよー」

「そんなのデビューしちゃダメ！」

「カジノ系のゲームはけっこうやったけど、こーゆう庶民のギャンブルって初めてー」

「しょ、しょみ、しょみ」

　――――。



　五人が去ったあと、教室の窓からゆるやかな風が吹いた。

　風はカーテンを揺らして、黒板脇わきの机に置かれた優勝トロフィーを通り過ぎ、トロフィーに結ばれた七本のハチマキをはためかせた。



    

  









    
      


あとがき・実験場のなれの果て



　一巻で宣言いたしました「七なな位い連れん一いちモテモテ化計画（仮）」は着々進行中であります。

　コメディを書き始めてからというもの、舞い込むラブレターの数といったらそれはもうすさまじいもので、帰宅するたびに歓喜の悲鳴を上げる日々であります。やはりコメディは今どきのモテのマストアイテム。皆さん大切にメモっておいてくださいね。

　ところがこのラブレルゥー（ネイティブ発音）たち、ひとつ困った問題がありまして、どれもこれも巧妙に偽装を仕掛けてくるのです。その表向きの文面たるやカメレオンも舌を巻く見事なカモフラージュ。「マルハン新装開店！」だの「３ＬＤＫのマンション３４６０万より～」だの「タートル先生募集」だの「住民税納付のご案内」だのとその内容は実に多岐にわたり、そのたびに私は頭を悩ませてその裏に隠された真のメッセージを解読するハメに陥ってしまうのです。逆から読んでみたり、一行飛ばしで読んでみたり、文字を五十音にしたがってずらしてみたり、それでも解けず難度はまさにエニグマ級。

「あ……い……し……て…………ぽ？　……ぽ？」

　かように薔ば薇ら色の日々を送っております私に対して、日に日に優しくなる周囲の視線。生まれた赤ん坊に思わずほほえみかけてしまうように、幸せに溢あふれた人間には皆思わず笑みを向けてしまうのでしょうね。彼らの優しさに包まれて、七位は今日も健やかでいられるのであります。

　さて、スペースが余りましたところで、一巻からないがしろにしていた謝辞をいっぺんに述べてしまおうと思います。ちなみにこのやり口、真似をするともれなくご友人が離れていきますのでご注意を。

　一巻：‥同期の赤あか松まつ中ちゆう学がく様。色々とご相談に乗っていただいたお礼に作中で「緋弾のアリア」をパロらせていただきました。お礼？

　二巻：‥友人の昆虫大好きＦ井様にはクモについてご教授を、Ｋ谷様には女子レスリングのアイデアをいただきました。あとがきについて同期の比ひ嘉が智とも康やす様には快諾をいただき、三み浦うら勇いさ雄お様には匙さじを投げていただきました。

　二、三巻：‥母校のＭ本先生、Ｏ浦先生。学祭にまつわる貴重なお話を聞かせていただいてありがとうございます。

　全巻：‥絵師のぱこ様。担当様。色々と感謝することが多すぎてもうあれです。ありがとうございます.zip。



　それでは私、この山と積まれたラブレターのお返事をしたためなければなりませんので、これにて失礼いたします。

七なな位い連れん一いち（泣いてない）



    

  
    
      　著者

　七位連一（なない・れんいち）

　『地を駆ける虹』で第３回ＭＦ文庫Ｊライトノベル新人賞＜∧佳作＞∨を受賞。

　　ゴボウのささがきを作っていてふと気づいたらまるまる二本分やっちゃってました。水につけないとあいつらは紫色に変身するということを知った26歳の冬。なんですかバッタですかあなたたち。



　イラスト

　ぱこ

　　10／26（原子力の日）生まれ。山形県出身。Ａ型。

　　お笑いが好きなので最近のお笑いブームはとても嬉しいです。

　　丁度Ｍ－｜１なんかもあり楽しく観てましたが、お気に入りのコンビはことごとく４位以下に終わってしまいました。



    

  
    
      丸鍋ねこ３

白崎チカ王政復古（殴）
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